





写真 4　甘草商売鑑札綴（No.144-1 ～ 13）
 凡　　例
○本目録は『史料目録』第 94 集として「信濃国埴科郡松代伊勢町八田家文書目録（その4）」（28B）を収めた。信
















































































































































































以来、今日に至っている八田家に伝来した文書群である。昭和 28 年（1953）、9代目当主八田恭平氏（明治 33











その 1（第 41 集、1985 年）　請求番号あ 1～ 3411（中性紙箱 74 箱分）
その 2（第 48 集、1989 年）　請求番号い 1～ 1046（中性紙箱 10 箱分）





は衣装箱と目される黒塗りの箱 9箱、段ボール箱 3箱、AFハードボード製（中性紙）箱 23 箱であった。衣


























重以は宝永 4年（1707）6 月に分家し、同 6年 6月より伊勢町に居を構え、商売を始めた。同時に町年寄にも
就任している。なお、今回の『八田家文書目録』その 4において、八田家の者の名前が確認できる最も古い文
書は享保 11 年（1726）4 月の「籾先納金請取覚」であり（え 59-1）、金 60 両 2 分を才覚金として上納している。
このためであろう、同月中に御目見を許されている。当時の松代藩は江戸城普請などによる度重なる出費によ
り財政の悪化している時期であった。
2代目嘉助芳茲は元禄 10 年（1697）生まれである。初代孫左衛門の弟に当たり、兄の養子となった。寛保 3
年（1743）7 月に町年寄に就任し、初代孫左衛門の死後、養父同様に藩より 30 人扶持が給されている。さらに、
同年 12 月 1 日には御用金の切り捨てにより、代わりに 20 人扶持が加増され、合計 50 人扶持が給されること
となった。御用金の総額は不明ながら、寛延元年 12 月 21 日の「覚」によれば、495 両の貸し付けが確認でき
る（え 59-20）。宝暦 6年（1756）7 月 9 日に病気を理由として、町年寄を退役。同月 15 日死去。死に先立って、





ずか 15 歳であったが、藩より 30 人扶持が給付されることとなった。当時、松代藩財政は悪化の一途を辿って
おり、加増分 20 人扶持が召し上げられたのはそれ故と思われる。元服後、同 11 年に町年寄に就任。寛政 4年
（1792）までの間、30 年以上町年寄を勤めた。その間、息子の 4代目嘉右衛門知義も寛政 3年から町年寄を勤
めており、親子で城下町の差配を行なう時期があった。寛政 4年に病気で町年寄を退役したため、実際の家の
経営などは 4代目嘉右衛門に移ったもの思われるが、その後、300 両を藩に上納し、享和 2年（1802）には初
代孫左衛門以来の出精が評価されて給人格御勝手御用役に取り立てられた。その直後の享和 3年 1 月 1 日に
62 年の生涯を閉じた。なお、孫左衛門存命中、松代藩は藩主真田信弘や恩田民親によって藩政改革が推進さ
れたが、御用金以外で八田家が藩政に深く関与していくような動向を示す文書は確認できていない。
4代目嘉右衛門知義は明和 8年（1771）に生まれた。寛政 3年（1791）3 月 22 日に町年寄に就任している。
享和 3年（1803）に父孫左衛門が死去すると家督を相続し、藩からは 30 人扶持が与えられ、父同様給人格御
勝手御用役に取り立てられた。さらに、城下町町人の人別からは除かれ、別帳扱いとなっている。文化年間に
はたびたび御用金が課せられ、文化 10 年（1813）には真田家の信仰が篤い白鳥宮の普請のため 100 両を献上




嘉右衛門は多くの役職を勤めている。文化 13 年（1816）には産物御用掛、翌 14 年には川船運送方御用、文
政 7年（1824）には社倉調役、同 9年には糸会所取締役、天保 4年（1833）には産物会所取締役などである。
このうち、取締役は糸会所・産物会所におけるトップであり、藩の商品流通に大きく関わっていくこととなっ
た。これらの御用によって、文政 7年にはこれまでの一代取り立てではなく、給人永格となっている。
5代目嘉助知則は文化 4年（1807）に生まれた。幼名鉄之助。嘉永元年（1848）12 月に 4代目嘉右衛門が死
去すると、家督を相続した。30 人扶持給付と御勝手御用役取り立ては父と同様である。しかし、同 4年に 45
歳の若さで死去してしまった。
6代目慎蔵知道は文政 12 年（1829）生まれ。嘉助が亡くなると、家督を相続し、父祖同様に 30 人扶持が給
付され、御勝手御用役に取り立てられた。産物会所の役職を勤めたものと思われ、文書では「御産物御懸り」
として記されている（え 2-28 など）。また、産物会所における甘草荷物大坂廻送の際の松本嘉十郎（松代藩士。











の 1～その 3までは 41％）。そこで八田家文書を理解するため、その文書群の中心たる会所に関する歴史を簡
単に述べてみたい（以下の歴史的な点については、参考文献の一覧を参照した）。










2年、1802 年）、上屋敷の焼失（文化 8年、1811 年）、日光代参（同 10 年）など莫大な出費により藩財政が傾
いていた時期であり、養蚕・製糸業の奨励は藩財政の悪化を食い止めようとする政策であった。
文政 13 年（1830）、糸会所が設置された。取締役には伊勢町八田家 4代目当主の嘉右衛門知義が任命された。
当時は松代藩の産物御用掛を勤めていた（産物御用掛については後述）。糸会所のナンバー 2である惣元方は
八田喜兵衛と八田辰三郎。八田喜兵衛とは、既述のとおり、嘉右衛門の母方のはとこである安達与左衛門の弟






















































































に該当する。今回の『八田家文書目録』その 4においては 101 レコード。なお、『八田家文書目録』その 1～
















門重以養女で、長佐衛門妻も孫左衛門女）邸に寄宿することとなり、翌 4年 8月 1 日に松代へ到着、3日に藩









係する文書が入っている。なお、え 84 によれば、才覚金元利金は 85,016 両 3 分余であった。
－ 12－
シリーズ「給人格取立」
享和 2年（1802）9 月 17 日、御蔵元〆徳嶋甚蔵より「先年御用達之趣相認為見候様」（え 84）との連絡があり、
同年 12 月 25 日、3代目孫左衛門以親が「祖父孫左衛門節より数十年来打続心懸宜、出精数度御用達候」を理


















今回の『八田家文書目録』その 4においては 23 レコード。なお、『八田家文書目録』その 1～その 3までに収






集積された。今回の『八田家文書目録』その 4においては 1レコードのみであるが、その 1～その 3までに収
録した「町方」文書 159 レコードである。内容は文政 2年（1819）～ 6年までの御用留帳である。この御用留
帳は安永 10 年（1781）以降の帳面と同様に横半列の形態である（八田家文書あ 3361 など）。なお、八田家文
－ 13－




































































































































吉永昭「松代商法会社の研究」（『社会経済史学』第 23 巻 3 号、1957 年）
吉永昭「専売制度についての一考察」（『史学研究』第 65 号、1957 年）
吉永昭「紬市の構造と産物会所の機能　－信州松代藩の場合－」（『歴史学研究』204 号、1957 年）
吉永昭「幕末期における専売制度の性格とその機能　－信州松代藩の場合－」（『歴史学研究』218 号、1958 年）
























































宝永 4.6 ①孫左衛門重以 分家
宝永 6.6 ①孫左衛門重以 伊勢町に居住。この年に町年寄就任
享保 11.4.6 ①孫左衛門重以 御用金才覚により御目見
享保 12.12.23 ①孫左衛門重以 御用金才覚により 30 人扶持
寛保 3.7 ①孫左衛門重以 病気により町年寄退任
寛保 3.7 ②嘉助芳茲 町年寄就任
延享 4.5.23 ①孫左衛門重以 死去
延享 4.7.12 ②嘉助芳茲 30 人扶持
寛延 3.12.1 ②嘉助芳茲 御用金切り捨てにより 20 人扶持加増（計 50 人扶持）
宝暦 6.7.9 ②嘉助芳茲 病気により町年寄退任
宝暦 6.7.15 ②嘉助芳茲 死去（60）。鉄治郎（③孫左衛門以親）への相続と 50 人扶持下付を藩へ願い出る。ならびに養子嘉右衛門に本家再興を遺言
宝暦 6.9.20 ③孫左衛門以親 30 人扶持
宝暦 8.11.28 ③孫左衛門以親 元服して鉄治郎より孫左衛門と改める
宝暦 11.3.19 ③孫左衛門以親 町年寄就任
寛政 3.3.22 ④嘉右衛門知義 町年寄就任
寛政 4.2.15 ③孫左衛門以親 病気により町年寄退任
寛政 10.7 ③孫左衛門以親 金三百両才覚御用達
享和 2.3.25 ③孫左衛門以親 300 両を藩に献上
享和 2.12.25 ③孫左衛門以親 祖父以来の出精により給人格御勝手御用役
享和 3.1.1 ③孫左衛門以親 死去（62）
享和 3.2.9 ④嘉右衛門知義 家督相続の上、30 人扶持・給人格御勝手御用役。ならびに町の人別と別帳になる
文化 3 ④嘉右衛門知義 御用金を申し付けられる
文化 4 ④嘉右衛門知義 御用金を申し付けられる
文化 10.5.10 ④嘉右衛門知義 白鳥宮普請のため 100 両を献上
文化 10.10.7 ④嘉右衛門知義 5人扶持加増（計 35 人扶持）。この年、加増分を義弟喜兵衛に与えて分家させる
文化 13.5.11 ④嘉右衛門知義 産物御用掛就任
文化 14.3.28 ④嘉右衛門知義 川船運送方御用就任
文政 7. 閏 8.11 ④嘉右衛門知義 数代御用を勤めたことにより給人永格
文政 7.11.7 ④嘉右衛門知義 社倉調役就任
文政 9.9.10 ④嘉右衛門知義 糸会所取締役就任
天保 4 ④嘉右衛門知義 産物会所取締役就任
天保 5.3 ⑤嘉助知則 御勝手御用役見習就任
天保 8.12.28 ④嘉右衛門知義 切米納籾 30 俵下付
嘉永元 .12.9 ④嘉右衛門知義 死去（78）
嘉永 2.2 ⑤嘉助知則 家督相続の上、30 人扶持・御勝手御用役本役
嘉永 4.11.23 ⑤嘉助知則 死去（45）
嘉永 5.1.16 ⑥慎蔵知道 家督相続の上、30 人扶持・御勝手御用役
明治 2.12.13 ⑥慎蔵知道 商法掌就任
明治 3. 閏 10.11 ⑥慎蔵知道 士族に列する
明治 4.8.19 ⑥慎蔵知道 商法掌免職。権少属補助商法方就任
明治 12.7 ⑥慎蔵知道 第六十三国立銀行頭取就任
明治 13.3 ⑥慎蔵知道 第六十三国立銀行頭取退任
























































































































 1. 内方 /1. 家族・奉公人 /1. 鉄之助内室出産 
 （鉄之助内室出産関係他綴） 　  綴/（え54-1～4
は一綴） ・ 1綴 
 え 54
 （書状、この書状お届け下さるよう願うに付） ＊（端裏
書）「書入［  ］（綴紐）御免可被成下候」 　 （八田）嘉右衛門様 →
 （中島）三右衛門様 
 3月8日  切紙/（え54-1
～4は一綴） ・ 1
通
 え 54 - 1
 （書状、鉄之助様御内室様安産にて男子出産なされ目
出度きに付） 　 中島三右衛門 → 八田嘉右衛門様・八田鉄之
助様貴報 
 3月18日  横切紙/（え
54-1～4は一
綴） ・ 1通
 え 54 - 2
 堀肥前守直輝公鉄砲御改印書（中包及び印書） ＊写 　  承応2年巳正月吉日  切継紙/（え
54-1～4は一
綴） ・ 1通
 え 54 - 3
 （書状、鉄砲改の写し貴覧奉り、然るべきよう願い上
げるに付） 　 樹一郎 → （八田）嘉右衛門様几右下
 6月2日  横切継紙/（え
54-1～4は一
綴） ・ 1通
 え 54 - 4
 （書状、私儀出産仕り、御誂えの品々近日差し上げる
に付） 　 金助代拝 → 八田君 
 3月望  横切紙 ・ 1通  え 54 - 5
 （書状、御新造様平産にて男子出生され目出たきに付
他） 　 （中島）三右衛門 → （八田）嘉右衛門様
 3月18日  横切継紙 ・ 1通  え 54 - 6
 1. 内方 /1. 家族・奉公人 /2. 市兵衛意見書 
 （包紙） ＊（包紙上書）「謹上　願書」 　  包紙/（え850-2
～3は包紙一
括） ・ 1点
 え 850 - 1
 乍恐以書取奉申上候（伝兵衛定役儀の件他、今般不容
易手段の改革にて御家法規定は永続の心掛け見え
ぬ他に付） 　 市兵衛 → 謹上
 天保11子年正月  竪継紙/（え
850-2～3は包
紙一括） ・ 1通 
 え 850 - 2
 （書状、今度出府御用のところ、愚意の儀申し上げて
出府差留められ、私儀暫くの間退身罷りありたき
に付） ＊（端裏書）「謹上」 　 市兵衛
 正月  横切継紙/（え
850-2～3は包
紙一括） ・ 1通 
 え 850 - 3
 1. 内方 /1. 家族・奉公人 /3. 人名・年齢書上 
 安永十年人詰差出扣（八田孫左衛門他家内人数16名
人名年齢書上） 　 八田孫左衛門 
 安永10年丑2月  美 ・ 1冊  え 848
 1. 内方 /2. 田村半右衛門書状綴 
 （田村半右衛門書状綴） 　  綴/（え57-1～
21は一綴） ・ 1綴 
 え 57
 田村半右衛門ヨリ来状入 　  袋/（え57-1～
21は一綴） ・ 1袋 
 え 57 - 1
 （書状、其の表の儀は追っ付け知れ申し、徒党の百姓
死罪の後に相成り申す付） 　 田村半右衛門（印） → 八田
嘉助殿 
 9月10日  横切継紙/（え
57-1～21は一
綴） ・ 1通
 え 57 - 2
 （書状、金500両相揃え十学様へ御渡し、御請取下され
たきに付） 　 八田嘉助 → 田村半右衛門様
 1月18日  横切継紙/（え
57-1～21は一
綴） ・ 1通
 え 57 - 3
 1. 内方 /1. 家族・奉公人 /1. 鉄之助内室出産 
表題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
－ 24－
1. 内方 /2. 田村半右衛門書状綴 
（書状、変事にて何事も気の毒千万、田村へ申し談じ、
郡奉行へも申し遣わすに付） 　 （小松）一学 → （八田）嘉
助様 
 9月14日  横切継紙/（え
57-1～21は一
綴） ・ 1通 
 え 57 - 4 
（書状、御年貢御次合仰せ付けられありがたきに付
他） 　 田半右衛門様
 10月10日  横切継紙/（え
57-1～21は一
綴） ・ 1通 
 え 57 - 5 
（書状、御籾米にて御渡下され、競方成るとも取り立
て、御渡し下されるよう仕りたきに付） 　 → （湯本）十
学様御内衆 
 10月10月  横切継紙/（え
57-1～21は一
綴） ・ 1通 
 え 57 - 6 
（書状、其表に罷り在る節御世話忝きに付） 　 田村左近
広武（花押） → 八田嘉助殿人々中
 8月25日  横切継紙/（え
57-1～21は一
綴） ・ 1通 
 え 57 - 7 
（書状、百姓共徒党の儀御上御腹立ち、御知行所初め
ての御仕置きあるに付他） 　 田村半右衛門（印） → 八田
嘉助殿 
 8月17日  横切継紙/（え
57-1～21は一
綴） ・ 1通 
 え 57 - 8 
（書状、当年初勤にて物入のため9月節句前までに5両
借用申したきに付） 　 田村左近 → 八田嘉助殿 
 8月27日  横切継紙/（え
57-1～21は一
綴） ・ 1通 
 え 57 - 9 
（書状、小松一学殿へ申し談ずるにより、左様心得る
べきに付） 　 田村半右衛門 → 八田嘉助殿
 10月18日  横切継紙/（え
57-1～21は一
綴） ・ 1通 
 え 57 - 10 
（書状、御返済引き当ての儀、御籾米・御蝋実仰せ付け
られるよう願うに付 　 → 小（小松）一学様御内衆
 10月10日  横切継紙/（え
57-1～21は一
綴） ・ 1通 
 え 57 - 11 
（書状、500両御用立申さるべきに付） 　 田村半右衛門
（印） → 八田嘉助殿
 正月8月  横切継紙/（え
57-1～21は一
綴） ・ 1通 
 え 57 - 12 
（書状、200両一学に相尋ねるところきっと相済む旨、
このたび承りたきに付） 　 田村半右衛門 → 八田嘉助殿
 3月15日  横切継紙/（え
57-1～21は一
綴） ・ 1通 
 え 57 - 13 
（書状、百姓共徒党の詮議の儀、差当たり郡奉行へ委
細申し遣わすに付） 　 田村半右衛門（印） → 八田嘉助殿 
 8月25日  横切継紙/（え
57-1～21は一
綴） ・ 1通 
 え 57 - 14 
（書状、家中浪人矢野伝五郎、上方金2万両程借り出
し、殿様御用立の儀、貴殿御懸りにて相済むよう願
うに付） 　 小菅山心休庵 → 八田嘉助殿
 10月朔日  横切継紙/（え
57-1～21は一
綴） ・ 1通 
 え 57 - 15 
（書状、名物の両種を給い、遠路忝きに付） 　 小松一学成
庸（花押） → 八田嘉助殿
 9月16日  折紙/（え57-1
～21は一綴） ・ 1
通 
 え 57 - 16 
（書状、判鑑そこ元へ渡す訳は何事に寄らず致した
く、大切の金子不埒に成らざるようの致し方に付）
 田村半右衛門 → 八田嘉助殿 
 12月2日  横切継紙/（え
57-1～21は一
綴） ・ 1通 






 え 57 - 18 
（書状、利足金2割外に1割半も相済み、都合500両に相
成るに付） 　 田村半右衛門（印） → 八田嘉助殿
 5月15日  横切継紙/（え
57-1～21は一
綴） ・ 1通 
 え 57 - 19 
（書状、御金御入用300両相調い兼ねるに付）  横切継紙/（え
57-1～21は一
綴） ・ 1通 
 え 57 - 20 
（書状、左近御召し出しにて御肴代給わり、筆紙に尽
くし難きも、致し方無く相心得、出精千一に存ずる
に付） 　 田村半右衛門正勝（花押） → 八田嘉助様
 5月2日  横切継紙/（え
57-1～21は一
綴） ・ 1通 
 え 57 - 21 
－ 25－
 1. 内方 /3. 藩への上納金・才覚金 
 1. 内方 /3. 藩への上納金・才覚金 
 （御用金調達綴） 　  （享保11年3月～延享元
年9月） 
 綴/（え59-1～
21は一綴） ・ 1綴 
 え 59
 籾先納金請取覚（新金60両2分才覚上納に付） 　 恩田十
郎兵衛・山越一之丞・大嶋太右衛門（印）・原半兵衛（印）・池村
与兵衛（印）、（奥書）十河半蔵（印）、（裏書）祢津甚平（印）・恩
田杢（印） → 八田孫左衛門殿 
 享保11年4月  竪紙/（え59-1
～21は一綴） ・ 1
通









 享保11丙午年3月  竪継紙/（え
59-1～21は一
綴） ・ 1通




 享保11丙午年3月  竪紙/（え59-1
～21は一綴） ・ 1
通





 享保12年未4月  竪紙/（え59-1
～21は一綴） ・ 1
通






 享保13戊申年12月  竪紙/（え59-1
～21は一綴） ・ 1
通





 享保13戊申年12月  竪紙/（え59-1
～21は一綴） ・ 1
通






 享保13戊申年12月  竪紙/（え59-1
～21は一綴） ・ 1
通
 え 59 - 7




 享保14己酉年4月  竪紙/（え59-1
～21は一綴） ・ 1
通






 享保14己酉年2月  竪紙/（え59-1
～21は一綴） ・ 1
通





（印） → 中野町伊右衛門殿 
 享保14己酉年2月  竪紙/（え59-1
～21は一綴） ・ 1
通





 享保14己酉年3月  竪紙/（え59-1
～21は一綴） ・ 1
通
 え 59 - 11
－ 26－
 1. 内方 /3. 藩への上納金・才覚金
杢（印）・望月治部左衛門（印） → 八田孫左衛門殿
 證文之事（覆籾200俵申納蔵付手形借用に付） 　 山越
一之丞・大嶋太右衛門（印）・原半兵衛（印）・池村与兵衛（印）、
（裏書）矢沢刑部左衛門（印）・恩田杢（印）・望月治部左衛門
（印） → 八田孫左衛門殿 
 享保14己酉年2月  竪紙/（え59-1
～21は一綴） ・ 1
通 
 え 59 - 12 




 享保14己酉年6月  竪紙/（え59-1
～21は一綴） ・ 1
通 





 享保14己酉年3月  竪紙/（え59-1
～21は一綴） ・ 1
通 






 享保14己酉年4月  竪紙/（え59-1
～21は一綴） ・ 1
通 
 え 59 - 15 
 覚（才覚上納金100両預り置くに付） 　 池村与兵衛（印） →
 八田孫左衛門殿
 享保15年戌3月18日  竪紙/（え59-1
～21は一綴） ・ 1
通 
 え 59 - 16 






 元文5庚申年極月  竪継紙/（え
59-1～21は一
綴）/（継目剥
離） ・ 1通 
 え 59 - 17 






 元文5庚申年極月  竪継紙/（え
59-1～21は一
綴） ・ 1通 





祢津三十郎・大熊五郎左衛門（印） → 八田孫左衛門殿 
 元文5年申12月  竪紙/（え59-1
～21は一綴） ・ 1
通 
 え 59 - 19 
 覚（合わせて金495両借用に付） 　 成沢新弥（印）・山岸文大
夫（印）、（裏書）原小隼人（印） → 八田嘉助殿 
 寛延元戊辰年12月21日  竪紙/（え59-1
～21は一綴） ・ 1
通 





 延享元子年9月  竪継紙/（え
59-1～21は一
綴） ・ 1通 
 え 59 - 21 
 覚（八田嘉右衛門借主の籾先納御利足弐割古金50両
他〆1916両2歩他金銭書上） 　 




 享和2壬戌歳12月25日  袋 ・ 1点  え 83 




 天保4巳年12月  竪継紙 ・ 1通  え 849
－ 27－









 10月  横切継紙/（包
紙共） ・ 1通
 え 84
 （包紙） ＊（包紙上書）「身上向取調ニ付口達書取」　  包紙/（え85-2
～4は包紙一
括） ・ 1点
 え 85 - 1
 （暮方の儀心得方の次第は自己の倹約油断無く心懸










 え 85 - 3
 （今度身上向暮方取り調べの儀、以来は規定を立て、
取り続き方専一に心懸けるべきに付） 　 
 8月  横切継紙/（え
85-2～4は包紙
一括） ・ 1通








 え 86 - 1
 覚（宝永年中より才覚金元利金85016両3分余・御用籾
464800俵余御滞りの分他書上） 　 八田孫左衛門 
 10月  横切継紙/（え
86-2～3は包紙
一括） ・ 1通
 え 86 - 2
 （古金85015両3分余他金銭書上） 　  切紙/（え86-2
～3は包紙一
括） ・ 1通
 え 86 - 3
 1. 内方 /4. 給人格取立
 御尋ニ付乍恐以口上書御答奉申上候（花山院様稲荷
御社金として勢州山田鈴木安兵衛相滞り、返答書
仰せ付けられるに付） ＊下書 　 松代伊勢町惣右衛門・伊
兵衛 → 御町御奉行所











 享和3癸亥2月15日  半/（え88～90















 1. 内方 /5. 質地証文・借用証文 
 （質地証文他各種証文関係綴） 　  綴/（え167-1～
11は一綴） ・ 1綴 
 え 167
－ 28－
 1. 内方 /5. 質地証文・借用証文 
 佐久・小県借附金調帳面入 　  袋/（え167-1～
11は一綴） ・ 1袋 
 え 167 - 1 
 質地証文之事（質地証文雛形） 　 御代官所何様御支配所小
縣郡腰越村質置主平吉・親類六兵衛・組合金右衛門、（奥書）
名主・組頭 → 松代町伝兵衛殿
 文政11子年9月  竪紙/（え167-1
～11は一綴） ・ 1
通 




 文政11子年4月  竪継紙/（え
167-1～11は一
綴） ・ 1通 
 え 167 - 3 
 日延書一札之事（飯沼村幸太郎他12名分の小作金に
付） 　 依田弥五右衛門・法華堂・渡辺武左衛門 → 笠井和七殿・
有賀平兵衛殿 
 文政12丑年12月  竪継紙/（え
167-1～11は一
綴） ・ 1通 
 え 167 - 4 
 （当子年より辰年迄5ヶ年季質地、代金100両に付） ＊
下書
 （近世）  竪継紙/（え
167-1～11は一
綴） ・ 1通 
 え 167 - 5 
 一札之事（内藤豊後守様御領分質地代金差し支え、日
延べ御聞き済まし、3月迄に松代表へ熟談仕るに
付） 　 依田弥五右衛門（印） → 笠井和七殿・有賀平兵衛殿
 文政12丑年12月  竪紙/（え167-1
～11は一綴） ・ 1
通 
 え 167 - 6 
 一札之事（岩村田御領内村々質地絵図面・明細帳引き
渡し延引の儀、御承引下さるに付） 　 依田弥五右衛門
（印） → 松代町伝兵衛殿代有賀平兵衛殿 
 天保2卯年3月28日  竪紙/（え167-1
～11は一綴） ・ 1
通 
 え 167 - 7 
 日延一札之事（金163両1分永20文） 　 上原市郎・森永佐四
郎（印）・土沢喜右衛門（印）・小松郷右衛門（印） → 松代町笠井
和七殿・浦野忠七殿
 文政10亥年8月  竪継紙/（え
167-1～11は一
綴）/（虫損あ
り） ・ 1通 
 え 167 - 8 
 覚（差上金300両受取に付） 　 八田嘉右衛門（印墨消） → 大
嶋磯右衛門殿・入安兵衛殿 
 文政9戌年12月  竪紙/（え167-1
～11は一綴） ・ 1
通 
 え 167 - 9 
 質地証文之事（高3石2斗5升9合8勺他に付） ＊雛形　  （近世）  竪紙/（え167-1
～11は一綴） ・ 1
通 
 え 167 - 11
 別口拝借金御通（5月8日金30両他〆元利分金294両2
分金銭書上） 　 御内方質方 
 文政13寅年5月吉日  横美半 ・ 1冊  え 95 - 1 
 質地證文之事（西木町抱屋敷代金1000両） 　 八田嘉助役
代伊勢町借主伝兵衛（印）・同町親類市兵衛（印）・抱屋敷役代
平兵衛（印）、（奥書）名主岡田供之助（印） → 嶋田大蔵殿




（印） → 嶋田大蔵殿 




 嘉永4亥年8月  竪紙 ・ 1通  え 8 
 覚（余儀無き要用のため金73両時借、来る卯年12月返
上に付） ＊（端裏書）「元治元歳三月十七日還る」 　 八田慎
蔵（印墨消） → 佐久間修理殿 
 安政元年12月  竪紙 ・ 1通  え 857
 1. 内方 /6. 小作 
 小作証文之事（小作籾24石他に付） ＊雛形 　  （近世）  竪紙/（え167-1
～11は一綴） ・ 1
通 
 え 167 - 10
－ 29－
 1. 内方 /7. 穀物差引覚 
 1. 内方 /7. 穀物差引覚




 1. 内方 /8. アメリカ船渡来情報収集 
 （アメリカ船渡来武州横浜にて応接一件綴） 　  綴/（え860-1～







 え 860 - 1
 （書状、6月9日豆州沖に異国船計9艘渡来にあたり下
田表へ国人数差し出す旨在所表より申し越しに
付） 　 大久保加賀守 
 1月12日  切紙/（え860-1
～13は一綴） ・ 1
通
 え 860 - 2
 （御教書、異国船浦賀沖渡来のため17箇日一社一同丹
誠勤行に付） 　 祭主三位判 → 大宮宿館 
 6月15日  横切紙/（え
860-1～13は一
綴） ・ 1通
 え 860 - 3
 （七言絶句、「誰是方今第一豪…」） 　 元孝拝 → 笑正  切紙/（え860-1
～13は一綴） ・ 1
通






 え 860 - 5










攘夷祈願宣命） ＊ともに塩尻村原童平より借写 　 ①祭主
三位判、②権右中辨藤長順奉 → ①大宮宿館、②進上右大将殿 




紙12行） ・ 1冊 






13は一綴） ・ 1冊 




13は一綴） ・ 1通 
 え 860 - 9
 献貢物目録 　  寅2月  半/（え860-1～
13は一綴） ・ 1冊 
 え 860 - 10
 亜人貢献見聞書取申上（明10日貢物差し上げのため
林家はじめ役人方応接に付） 　 小林重介
 2月17日  半/（え860-1～
13は一綴） ・ 1冊 
 え 860 - 11
 亜墨利駕人へ御饗応献立 　  半/（え860-1～
13は一綴） ・ 1冊 







 え 860 - 13
－ 30－
 2. 店方 /1. 酒店 /1. 質地証文 
表題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
 2. 店方 /1. 酒店 /1. 質地証文
 質入申家屋敷證文之事（酒蔵・穀蔵・酒造株代金500
両） ＊雛形  松代伊勢町質地置主伝兵衛・組合－・－・－ →
 杭瀬木村儀太夫殿 
 年 月 日  竪継紙 ・ 1通  え 41




書）金丸四郎兵衛代田中権左衛門（印） → 中野御役所 






 享保10年巳11月  竪紙 ・ 1通  え 51
 （書状、町川田村喜六酒株並びに造高の儀、其方勝手
次第致すべきところ、帳面印判は正月中我等当番
の節一左右申すべきに付） 　 池与兵衛（印） → 渋村肝煎
小太郎殿
 11月19日  横切紙/（包紙
共） ・ 1通 
 え 53
 2. 店方 /2. 陶器方 
 家屋敷借用證文之事（出張陶器おろし売り捌きに付）
 荒神町喜惣治（印）・請人佐助（印） → 伊勢町伝兵衛 
 天保8酉年2月  竪継紙 ・ 1通  え 46
 乍恐以書付奉歎願候（陶器焼道具など御取り上げの
儀は何とも御非分、御勘察の上、相応の御勘弁下さ
れたきに付） 　 荒神町喜惣治（印） → 八田嘉右衛門様御内
おやす衆中様 
 天保9戌年12月  竪継紙 ・ 1通  え 45
 壱竈焼立之覚（金5両土製之代他〆金56両3分2朱金銭
書上） 　
 （近世）  横切継紙 ・ 1通  え 240





 嘉永4亥年12月  竪紙 ・ 1通  え 858
 （甘草方関係書類一括） 　  （嘉永5年）  （え843-2～9は
袋一括） ・ 1点
 え 843
 （袋）＊（袋上書）「子二月五日改　甘草方惣調帳」 　  袋/（え843-2～
9は袋一括） ・ 1
点 
 え 843 - 1
 嘉永五年　子二月五日限り店卸帳 　 東店  嘉永5年  横長半/（え
843-2～9は袋
一括） ・ 1冊
 え 843 - 2
 嘉永五年子二月五日改　甘草畑掛り雑用調 ＊朱書「イ
五番」 　 東店 
 嘉永5年子2月5日改  横長半/（え
843-2～9は袋
一括）/（貼紙あ
り） ・ 1点 
 え 843 - 3
－ 31－
 2. 店方 /3. 甘草方
 嘉永五年子二月五日　亥八月ヨリ仕入方調帳 　 東店  嘉永5年子2月5日  横長半/（え
843-2～9は袋
一括） ・ 1冊
 え 843 - 4
 嘉永五年　店方諸雑用調帳 ＊朱書「イ四番」  東店  嘉永5年  横長半/（え
843-2～9は袋
一括） ・ 1冊
 え 843 - 5
 嘉永五年子二月五日改　勝手雑用調 ＊朱書「イ六番」
 東店 
 嘉永5年子2月5日改  横長半/（え
843-2～9は袋
一括） ・ 1冊
 え 843 - 6
 嘉永五年　子二月五日改貸方調 ＊朱書「イ三」 　 東店  嘉永5年  横長半/（え
843-2～9は袋
一括） ・ 1冊
 え 843 - 7
 嘉永五年子二月五日改　有代品物附立帳 ＊朱書「イ
弐」  東店 
 嘉永5年子2月5日改  横長半/（え
843-2～9は袋
一括） ・ 1冊
 え 843 - 8
 嘉永五年子二月五日改　借用返金并改借用方調 ＊朱
書「イ壱」  東店 
 嘉永5年子2月5日改  横長半/（え
843-2～9は袋
一括） ・ 1冊
 え 843 - 9
 （甘草方関係書類一括） 　  （え842-2～6は
袋一括） ・ 1点 
 え 842 
 （袋） ＊（袋上書）「寅十一月　甘草残り品調并勘定書上帳」 　  袋/（え842-2～
6は袋一括） ・ 1
点
 え 842 - 1
 覚（甘草代金と各種人足代金差引〆金2朱銭528文金
銭書上） 　 油店金兵衛 
 寅11月  横折紙/（え
842-2～6は袋
一括） ・ 1通
 え 842 - 2
 油店惣勘定指引調一紙 　  閏7月  横長半/（え
842-2～6は袋
一括） ・ 1冊
 え 842 - 3





 え 842 - 4
 甘草方取計書上帳（甘草仕入・売り捌き他に付） 　  嘉永7寅11月  横長半/（え
842-2～6は袋
一括） ・ 1冊
 え 842 - 5
 卯春改貸方調帳 　 甘草方  横長半/（え
842-2～6は袋
一括） ・ 1冊
 え 842 - 6
－ 32－
 3. 町方 /1. 町年寄用留
表題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
 3. 町方 /1. 町年寄用留 







 4. 産物御用掛 /1. 役職就任
 （産物御用懸仰せつけるに付） ＊（端裏書）「文化十三子年
五月十一日産物御用懸被仰付候御書附写　御用番恩田靭負
殿」  → 八田嘉右衛門 
 文化13子年5月11日  切紙 ・ 1通  え 48
 4. 産物御用掛 /1. 役職就任 
表題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
－ 34－
 5. 糸会所 /1. 借入金・預り金・貸付金
表題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
 5. 糸会所 /1. 借入金・預り金・貸付金 




























問い合わせに付） 　 （八田）嘉兵衛 → （八田）嘉助様 












 え 99 - 1




 え 99 - 2
 借用金并返上通（金130両の内8月3日20両他金銭書
上） 　 八田嘉助 







 卯正月  横切継紙/（え
93～104袋一
括） ・ 1通 
 え 101




 覚（金100両他金銭書上） 　  横切継紙/（え
93～104袋一










 （糸会所借用関係綴） 　  （文政9戌年12月～天保
2卯年6月） 
 綴/（え187-1～
3は一綴） ・ 1綴 
 え 187




 文政9戌年12月  竪継紙/（え
187-1～3は一
綴）/（下札あ
り） ・ 1通 
 え 187 - 1
－ 35－
 5. 糸会所 /1. 借入金・預り金・貸付金 









 え 187 - 2









 え 187 - 3
 （糸会所預け金受取関係綴） 　  （近世）  綴/（え235-1～
7は一綴） ・ 1綴
 え 235 
 （前書きの通糸方へ預け金請取、来12月中元利共返済
に付） ＊前欠 　 八田辰三郎（印墨消）・八田喜兵衛（印墨消）
 → 徳田五百人殿
 天保3辰年正月  竪継紙/（え
235-1～7は一
綴） ・ 1通




 （近世）  竪継紙/（え
235-1～7は一
綴） ・ 1通
 え 235 - 2
 （小布施村林の内惣兵衛妹よせ願により糸会所へ請
取貸し引当金の内へ差し出し、証文を以て元利渡
すべきに付） ＊前欠 　 八田辰三郎（印墨消）・八田喜兵衛
（印墨消） → 願申次菊屋伝兵衛
 （近世）  竪紙/（え235-1
～7は一綴） ・ 1
通
 え 235 - 3
 （前書きの金高糸会所へ受取貸引当金の内へ差し出
し、証文を以て元利渡すべきに付） ＊前欠 　 八田喜兵
衛（印墨消）・八田辰三郎（印墨消） → 中町相之助 
 （近世）  竪継紙/（え
235-1～7は一
綴） ・ 1通
 え 235 - 4
 （前書きの金高糸会所へ受取貸引当金の内へ差し出
し、証文を以て元利渡すべきに付） ＊前欠 　 八田喜兵
衛（印墨消）・八田辰三郎（印墨消） → 伊勢町伝兵衛 
 （近世）  竪継紙/（え
235-1～7は一
綴） ・ 1通
 え 235 - 5
 （前書きの金高糸会所へ受取貸引当金の内へ差し出
し、証文を以て元利渡すべきに付） ＊前欠 　 八田喜兵
衛（印）・八田辰三郎（印） → 恵明寺霊瑞長老
 （近世）  竪継紙/（え
235-1～7は一
綴） ・ 1通
 え 235 - 6
 （前書きの金高糸会所へ受取貸引当金の内へ差し出
し、証文を以て元利渡すべきに付） ＊前欠  八田喜兵
衛（印墨消）・八田辰三郎（印墨消） → 伊勢町伝兵衛 
 （近世）  竪継紙/（え
235-1～7は一
綴） ・ 1通
 え 235 - 7
 （前書きの金高糸方へ請取貸引当金の内へ差し出し、
証文を以て元利返済に付） ＊前欠 　 八田辰三郎（印）・
八田喜兵衛（印） → 堀内与一右衛門殿 




 え 235 - 8
 （金子受取書関係綴） 　  （近世）  綴/（え867-1～
30は一綴） ・ 1綴 
 え 867 
 （袋） ＊（袋上書）「預り金利息切手入」 　  文政13寅年12月  袋/（え867-1～
30は一綴） ・ 1点 
 え 867 - 1
 覚（金3両1分11匁4分預け金利分請取に付） 　 恵明寺弟
子霊瑞［印］ → 八田辰三郎殿 
 卯12月28日  小切紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通
 え 867 - 2
 覚（2両1分9匁預置に付） 　 土浦右近（印） → 八田辰三郎殿  天保2卯年12月  小切紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通
 え 867 - 3
 覚（金5両当寅利金請取に付） 　 徳田五百人（印） → 八田喜
兵衛殿・八田辰三郎殿 
 天保元寅年12月  小切紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通
 え 867 - 4
 覚（金4両利金受取に付） 　 土浦右近（印） → 八田辰三郎殿  天保2卯年12月  小切紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通
 え 867 - 5
－ 36－
 5. 糸会所 /1. 借入金・預り金・貸付金
 覚（御預金利足金1両2分と6厘請取に付） 　 片岡此面
（印） → 八田喜兵衛殿・八田辰三郎殿
 天保2卯年12月  小切紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通 
 え 867 - 6
 覚（金8両元利受取に付） 　 土浦右近（印） → 八田辰三郎殿  天保2卯年12月  小切紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通 
 え 867 - 7
 （書状、今朝御袋様より金子たしかに受取、かつ残金
20両は明朝五ツ頃迄に御支払いくだされるか否か
に付） 　長谷川藤五郎 → 八田嘉兵衛様 
 12月29日  小切紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通 
 え 867 - 8
 覚（金7両請取に付） 　 根津左盛（印） → 八田喜兵衛殿  文政13寅年2月21日  小切紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通 
 え 867 - 9
 覚（亥御預け元金100両卯の利分金8両他〆金12両当
卯利金受取に付） 　 堀内与一右衛門（印） → 八田喜兵衛
殿・八田辰三郎殿 
 天保2卯年12月  小切紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通 
 え 867 - 10
 覚（金3分銀2匁1分請取に付） 　 五郎兵衛 → 八田喜兵衛殿  天保元寅年12月  小切紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通 
 え 867 - 11
 覚（金12両糸会所へ差出金子150両分辰利金受取に
付） 　 堀内与一右衛門（印） → 八田喜兵衛殿・八田辰三郎殿
 天保3辰年12月日  小切紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通 
 え 867 - 12
 覚（金2両銀5匁受取に付） 　 片岡此面（印） → 八田喜兵衛
殿・八田辰三郎殿 
 文政11年子2月4日  小切紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通 
 え 867 - 13
 （書状、金子10両切手差遣す御礼に付） 　 （興津）権右衛
門 → （八田）喜兵衛様 
 辰11月4日  小切継紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通 
 え 867 - 14
 覚（金10両兼ねて預かり置く金子之の内請取に付） 　
 奥津権右衛門（印） → 八田喜兵衛殿
 天保3年辰閏11月4日  小切継紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通 
 え 867 - 15
 覚（金1両2分6厘預金利息請取に付） 　 片岡此面 → 八田喜
兵衛殿・八田辰三郎殿
 天保3年辰12月  小切継紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通 
 え 867 - 16
 （書状、利金の内金1分2朱銭48文お廻しの分受取に
付） 　 高橋政右衛門 → 八田嘉兵衛様
 12月26日  小切継紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通 
 え 867 - 17
 覚（算盤1丁4匁にて、銀2朱受取により、393文返金の
請取に付） 　 （興津）権右衛門（印） → 中島三右衛門様・関田
森之丞様 
 亥7月  小切継紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通 
 え 867 - 18
 覚（金1分2朱銀1匁5分小枠代金銭書上） 　 ゐるまや兵助
 → 糸会衆中島様
 亥7月  小切紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通 
 え 867 - 19
 覚（金2両差引残金1両1分受取に付） 　 堀内与一右衛門
（印） → 八田喜兵衛殿・八田辰三郎殿
 天保2卯年12月  小切継紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通 
 え 867 - 20
 覚（金4両2分銀10匁糸方へ才覚金利息請取に付） 　 小
林内蔵太（印） → 八田喜兵衛殿・八田辰三郎殿
 文政12丑年3月3日  小切紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通 
 え 867 - 21
 覚（金8両1分銀4匁2分預け金当卯利息受取に付） 　 奥
津権右衛門（印） → 八田喜兵衛殿・八田辰三郎殿
 天保2卯年12月  横切紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通 
 え 867 - 22
 覚（金3両1分銀13匁請取に付） 　 奥津権右衛門（印） → 八田
喜兵衛殿・八田辰三郎殿 
 天保元寅年12月30日  小切紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通 
 え 867 - 23
－ 37－
 5. 糸会所 /1. 借入金・預り金・貸付金 
 覚（金3両1分2朱1朱（ﾏﾏ）銀1分5厘預け金の利金受取
に付） 　 恵明寺内霊瑞（印） → 八田辰三郎様・八田喜兵衛様
 寅12月29日  小切継紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通
 え 867 - 24 
 覚（御預金利足金1両2分と6厘請取に付） 　 片岡此面
（印） → 八田喜兵衛殿・八田辰三郎殿
 天保元年寅12月  小切紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通
 え 867 - 25 
 覚（金8両預け金当寅利息分受取に付） 　 堀内与一右衛
門（印） → 八田喜兵衛殿・八田辰三郎殿
 文政13寅年12月18日  小切紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通
 え 867 - 26 
 覚（御預金利足金1両1分5朱請取に付） 　 長久門藤五郎
（印） → 八田喜兵衛殿・八田辰三郎殿
 文政13寅年12月  小切紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通
 え 867 - 27 
 覚（当寅年利足金2両1分銀9厘受取に付） 　 相之助（印）
 → 糸方御会所
 天保元寅年12月26日  小切紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通
 え 867 - 28 
 覚（箇店24箇分銀247貫500匁請取に付、ならびに明日
荷物差出に付） 　 伊本三郎左衛門（印） → 八田喜兵衛殿
 辰正月25日  小切継紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通
 え 867 - 29 
 （書状、先達て預け置し金子の利金切手差し出すに
付） 　 藤左衛門 → （八田）嘉兵衛様切手入
 11月10日  小切継紙/（え
867-1～30は一
綴） ・ 1通
 え 867 - 30 




内川村清重印 → 御町方御役所 
 天保3辰年9月  竪紙 ・ 1通  え 195 
 5. 糸会所 /3. 糸元師への鑑札給付 
 乍恐以書付奉願候（中町仁兵衛糸元師商売鑑札頂戴






 天保3辰年8月  竪紙 ・ 1通  え 216 
 5. 糸会所 /4. 上州売り捌き 
 （書状、縮紬差留、地糸捌口殊の外悪しく、御勘考下さ
れたきに付） 　 上州山崎龍五郎・萩原亀吉 → 松代糸御世話
人中様貴下 
 （近世）5月6日  横切継紙/（虫
損あり） ・ 1通 
 え 221 
 （書状、糸相場金不景気且つ縮紬差留になり地糸捌方
減少、取引願うに付） ＊（端裏書）「カミヤ」 　 山崎龍五
郎・萩原亀吉 → 紙屋重兵衛様人々御中
 （近世）5月6日  横継紙 ・ 1通  え 222 





札あり） ・ 1冊 
 え 236 
－ 38－
 5. 糸会所 /6. 諸書類綴
 5. 糸会所 /6. 諸書類綴 
 （糸会所金銭書上他綴一括） 　  （え846-2～3は
袋一括） ・ 1点
 え 846
 （袋）＊（袋上書）「卯年　糸方指引書類」 　  袋/（え846-2～
3は袋一括） ・ 1
点 
 え 846 - 1
 （糸会所金銭書上他綴） 　  綴/（え846-2～
3は袋一括）/
（え846-2-1～
12は一綴） ・ 1綴 
 え 846 - 2
 （書状、忠兵衛今明日罷り帰る事相成らず御勘弁の上
金子2両無心致したきに付） 　 → 八田嘉助様 




綴） ・ 1通 
 え 846 - 2 - 1
 覚（金200両より拝借分差引、正金100両1分2朱銀3匁3
分金銭書上） 　




綴） ・ 1通 







綴） ・ 1通 







綴） ・ 1通 
 え 846 - 2 - 4




綴） ・ 1通 
 え 846 - 2 - 5




綴） ・ 1通 
 え 846 - 2 - 6
 覚（金172両2分銀3匁5分6厘他〆金250両2分銭440文
金銭書上） 　




括） ・ 1通 
 え 846 - 2 - 7






綴） ・ 1通 
 え 846 - 2 - 8
 覚（拝借金90両他金銭書上） 　  折紙/（え846-2
～3は袋一括）/
（え846-2-1～
12は一綴） ・ 1通 
 え 846 - 2 - 9
 覚（元利〆70両2分銀5匁金銭書上） 　  切紙/（え846-2
～3は袋一括）/
（え846-2-1～
12は一綴） ・ 1通 
 え 846 - 2 - 10
－ 39－



















 え 846 - 2 - 12
 （糸会所金銭書上他綴） 　  綴/（え846-2～
3は袋一括）/
（え846-3-1～8
は一綴） ・ 1綴 
 え 846 - 3





 え 846 - 3 - 1
 （書状、お悔やみ麁菓折呈上に付） 　 八田嘉右衛門 → 工藤
熊兵衛様 





 え 846 - 3 - 2
 辰年繰合分（正月～3月分〆151両金銭書上） 　  切紙/（え846-2
～3は袋一括）/
（え846-3-1～8
は一綴） ・ 1通 
 え 846 - 3 - 3
 覚（200両拝借利金20両金銭書上） 　  切紙/（え846-2
～3は袋一括）/
（え846-3-1～8
は一綴） ・ 1通 
 え 846 - 3 - 4
 （9月中拝借金20両他金銭書上） 　  切紙/（え846-2
～3は袋一括）/
（え846-3-1～8
は一綴） ・ 1通 
 え 846 - 3 - 5
 覚（御金箱1巻入用代金3分11匁5分受取に付） 　 菊屋伝
兵衛（印） → 糸方御会所





 え 846 - 3 - 6
 覚（元金20両分利足金〆金3両銀12匁受取に付） 　 伊勢
町伝兵衛（印） → 糸方御会所 
 天保元寅年12月  切紙/（え846-2
～3は袋一括）/
（え846-3-1～8
は一綴） ・ 1通 
 え 846 - 3 - 7
 覚（金6両御預り、当丑12月中利2分返上に付） 　 八田銕
之助（印） → 山越嘉膳殿
 文政12年正月  切紙/（え846-2
～3は袋一括）/
（え846-3-1～8
は一綴） ・ 1通 
 え 846 - 3 - 8
－ 40－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /1. 蚕種・絹紬
表題・作成等 年代 形態・数量 整理番号




（印） → 御産物方御会所 
 弘化3午年11月7日  竪継紙 ・ 1通  え 868
 （買継友吉は紬売捌多分のところ、往々手放す節の評
議取調に付） 　 産物会所懸 
 （近世）12月  半 ・ 1冊  え 232
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /1. 蚕種・絹紬 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付奉願候（繭中買商売鑑札頂戴仕りたきに
付） 　 大岡川口村願人清重郎（印）・名主惣右衛門（印）・組頭
弥藤太（印）・長百姓三左衛門（印） → 御産物方御会所 








 天保5年午7月  竪継紙 ・ 1通  え 212








 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 小嶋
村弥兵衛（印）・名主梅吉（印）・組頭清助（印）・長百姓和兵衛
（印） → 御産物方御会所 
 嘉永元申年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え109～143は
紙縒一括） ・ 1通 
 え 109
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 荒神
町願人左吉（印）・請人要右衛門（印）・願人要右衛門（印）・請
人佐吉（印） → 御産物方御会所 
 嘉永元申年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え109～143は





 嘉永元申年5月  美/（え108～
167は紐一括）/
（え109～143は
紙縒一括） ・ 1冊 
 え 111
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 中沢
村反右衛門（印）・名主深谷谷作（印）・組頭清右衛門（印）・長
百姓市郎治（印） → 御産物方御会所
 嘉永元申年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え109～143は
紙縒一括） ・ 1通 
 え 112
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 中沢
村反右衛門（印）・名主権右衛門（印）・組頭廉之助（印）・長百
姓富蔵（印） → 御産物方御会所 
 嘉永2酉年4月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え109～143は
紙縒一括） ・ 1通 
 え 113
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 向八
幡村願人五郎（印）・同断三郎左衛門（印）・名主武之丞（印）・
組頭治右衛門（印）・長百姓周三郎 → 御産物方御会所
 嘉永3戌年2月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え109～143は
紙縒一括） ・ 1通 
 え 114
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 網掛
村願人十蔵（印）・同与惣右衛門（印）・名主徳左衛門（印）・組
頭新八（印）・長百姓健左衛門（印） → 御産物方御会所 
 嘉永2酉年4月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え109～143は
紙縒一括） ・ 1通 
 え 115
－ 41－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /1. 蚕種・絹紬 /1. 鑑札給付





 嘉永2酉年4月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え109～143は
紙縒一括） ・ 1通 




 安政6未年6月  美/（え108～
167は紐一括）/
（え109～143は
紙縒一括） ・ 1冊 
 え 117 
 御他領者蚕種売願（御所村六之助他67名への蚕種商
売鑑札頂戴願に付） 　 荒神町佐吉（印）・同断三郎左衛門
 → 御産物方御会所 
 嘉永4亥年正月  美/（え108～
167は紐一括）/
（え109～143は
紙縒一括） ・ 1冊 
 え 118 






 え 119 
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 千本
柳村政吉（印）・銀三郎（印）・頭立役人代兵左衛門（印） → 御産
物方御会所 






 え 119 - 1
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 上徳
間村願人宗作・名主孫左衛門（印）・組頭九左衛門（印）・長百
姓太兵衛（印） → 御産物方御会所






 え 119 - 2
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 下小
嶋田村願人政之丞（印）・名主徳右衛門（印）・組頭常作・長百
姓惠左衛門（印） → 御産物方御会所 
 嘉永3戌年4月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え109～143は
紙縒一括） ・ 1通 
 え 120 
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 三輪
村願人勇右右衛門・同久助・名主善蔵・組頭三郎左衛門・長百
姓庄兵衛（印） → 御産物方御会所
 嘉永4亥年6月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え109～143は
紙縒一括） ・ 1通 
 え 121 
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 小河
原村願人栄三郎（印）・名主作右衛門・組頭平太夫・長百姓重
助（印） → 御産物方御会所 
 安政5午年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え109～143は
紙縒一括） ・ 1通 
 え 122 
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 力石
村丹治子要治郎代万七（印）・名主治左衛門・組頭長右衛門・
長百姓丹右衛門・役人代曽右衛門（印） → 御産物方御会所
 安政4巳年2月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え109～143は
紙縒一括） ・ 1通 
 え 123 
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 粟佐
村願人清兵衛（印）・名主角右衛門（印）・組頭忠左衛門（印）・
長百姓伝十郎 → 御産物方御会所
 嘉永3戌年6月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え109～143は
紙縒一括） ・ 1通 
 え 124 
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 矢崎
新田村願人円蔵（印）・名主周作（印）・長百姓万弥 → 御産物方
御会所
 安政5午年6月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え109～143は
紙縒一括） ・ 1通 
 え 125 - 1
－ 42－
6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /1. 蚕種・絹紬 /1. 鑑札給付 














 嘉永7寅年6月  美/（え108～
167は紐一括）/
（え109～143は











 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 八幡
村願人市郎左衛門（印）・名主治郎八・組頭八五郎（印）・長百
姓富左衛門 → 御産物方御会所 
 安政3卯年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え109～143は
紙縒一括） ・ 1通 
 え 128









（印） → 御産物御会所 





綴） ・ 1冊 









綴） ・ 1通 
 え 129 - 2
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 荒神
町佐吉（印）・要右衛門（印）・三郎左衛門（印） → 御産物方御会
所 





綴） ・ 1通 
 え 129 - 3





 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 小嶋
田下組願人政之丞（印）・同駒治（印）・名主甚左衛門（印）・組





 え 130 - 1
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 北河
原村願人栄三郎（印）・名主藤九郎（印）・組頭茂兵衛（印） → 御
産物方御会所




 え 130 - 2
－ 43－




 安政3辰年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え130-1～26
は一綴） ・ 1通 
 え 130 - 3
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 中俣
村願人亥作（印）・名主源谷谷作（印）・組頭吉佐衛門・長百姓
留蔵 → 御産物方御会所
 安政3辰年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え130-1～26
は一綴） ・ 1通 
 え 130 - 4
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 東福
寺村芟助（印）・名主名左衛門・組頭小林三郎右衛門・長百姓
文作（印）・同彦左衛門 → 御産物方御会所 
 安政3辰年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え130-1～26
は一綴） ・ 1通 
 え 130 - 5
 乍恐以書付奉願候（近年病身のため鑑札返納願に付）
 鼠宿村名主健助・組頭忠左衛門（印） → 御産物方御会所
 安政3辰年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え130-1～26
は一綴） ・ 1通 
 え 130 - 6
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 下真
嶋村治五右衛門（印）・長七（印）・名主勝三郎（印）・組頭太左
衛門・同長七・長百姓安左衛門 → 御産物方御会所
 安政3辰年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え130-1～26
は一綴） ・ 1通 
 え 130 - 7
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 雨宮
村要左衛門（印）・名主常蔵・組頭兵治郎（印）・長百姓千代松
 → 御産物方御会所 
 安政3辰年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え130-1～26
は一綴） ・ 1通 






は一綴） ・ 1通 
 え 130 - 9
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 下宇
木村願人長兵衛（名主代印）・名主市郎兵衛（印）・組頭門治
郎・長百姓清助 → 御産物方御会所 
 安政3辰年6月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え130-1～26
は一綴） ・ 1通 
 え 130 - 10 
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 向八
幡村願人嘉右衛門（印）・名主権重郎・組頭重郎右衛門・長百
姓喜左衛門・役人代平右衛門（印） → 御産物方御会所
 安政3辰年6月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え130-1～26
は一綴） ・ 1通 
 え 130 - 11 
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 小嶋
田村上組願人倉崎丈右衛門・名主半蔵（印）・組頭清兵衛・長
百姓多左衛門 → 御産物方御会所
 安政3辰年6月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え130-1～26
は一綴） ・ 1通 






 安政3辰年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え130-1～26
は一綴） ・ 1通 
 え 130 - 13 
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 福嶋
村願人彦兵衛（印）・同利右衛門（印）・同藤治郎（印）・同太之
八（印）・名主市右衛門・組頭龍八（印）・同断栄松・長百姓源治
郎・同断要左衛門（印） → 御産物方御会所 
 安政3辰年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え130-1～26
は一綴） ・ 1通 
 え 130 - 14 
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 力石
村願人仙助・名主才助・組頭佐左衛門・長百姓塚田五左衛門・
三役人代長右衛門 → 御産物方御会所
 安政3辰年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え130-1～26
は一綴） ・ 1通 





 安政3辰年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え130-1～26
は一綴） ・ 1通 
 え 130 - 16 
－ 44－









 え 130 - 17








 え 130 - 18
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 力石
村願人文吉・名主才助・組頭佐左衛門・長百姓塚田五左衛門・
役人代祖右衛門（印） → 御産物方御会所




 え 130 - 19
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 力石
村願人丹治（安右衛門印）・名主後役半兵衛・組頭佐左衛門・
長百姓塚田五左衛門・願主安左衛門（印） → 御産物方御会所 




 え 130 - 20
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 須坂
村願人弥兵衛・名主源之助・長百姓安治・右同断与右衛門 →
 御産物方御会所




 え 130 - 21
 乍恐以書付奉願候（木綿商売鑑札頂戴願に付） 　 北高
田村木綿師行司願人吉左衛門（印）・名主文七（印）・組頭半右
衛門・長百姓佐平太 → 御産物方御会所




 え 130 - 22
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 上浜
田村願人亀治（組頭奥右衛門代印）・名主源左衛門・組頭奥右
衛門（印）・長百姓順治 → 御産物方御会所 




 え 130 - 23
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 布野
村清六子源右衛門（印）・名主金左衛門・組頭清六（印）・長百
姓清右衛門（印） → 御産物方御会所




 え 130 - 24
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 笹平
村願人嘉右衛門（印）・名主米蔵（印）・組頭勝右衛門・同断儀
右衛門・長百姓善右衛門・同断友右衛門 → 御産物方御会所




 え 130 - 25








 え 130 - 26










 蚕種師世話役荒神町佐吉（印）・三郎左衛門（印） → 御産物方
御会所






付） 　 蚕種師世話荒神町三郎左衛門（印）・西澤佐吉（印） → 御
産物方御会所













 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /1. 蚕種・絹紬 /1. 鑑札給付





は一綴） ・ 1綴 
 え 135 
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 力石
村願人仙助（印）・名主助右衛門・組頭長右衛門・長百姓丹右
衛門・役人代才助（印） → 御産物方御会所 
 嘉永7寅年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え135-1～23
は一綴） ・ 1通 
 え 135 - 1
 乍恐以書付奉願上候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 下
二嶋村治五右衛門（印）・名主宇忠治（印）・組頭守右衛門・同
断清右衛門・長百姓伊七 → 御産物方御会所
 嘉永7寅年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え135-1～23
は一綴） ・ 1通 
 え 135 - 2
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 二ツ
柳村願人弥次兵衛（印）・名主清左衛門（印）・組頭吉右衛門
（印）・同要之助（印）・長百姓慶左衛門（印） → 御産物方御会所 
 嘉永7寅年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え135-1～23
は一綴） ・ 1通 
 え 135 - 3
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 下小
嶋田村願人善作（印）・同政之丞（印）・同駒治（印）・名主久三
郎（印）・組頭徳左衛門・長百姓長蔵 → 御産物方御会所 
 嘉永7寅年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え135-1～23
は一綴） ・ 1通 





 嘉永7寅年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え135-1～23
は一綴） ・ 1通 
 え 135 - 5




 嘉永7寅年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え135-1～23
は一綴） ・ 1通 
 え 135 - 6
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 笹平
村願人遠作（印）・名主源右衛門・組頭勝右衛門・同断友右衛
門・長百姓常蔵（印）・同断瀬兵衛 → 御産物方御会所 
 嘉永7寅年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え135-1～23
は一綴） ・ 1通 
 え 135 - 7
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 福嶋
村願人藤治郎（印）・名主音八・組頭権蔵（印）・同藤兵衛・長百
姓市右衛門・同瀧蔵 → 御産物方御会所
 嘉永7寅年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え135-1～23
は一綴） ・ 1通 
 え 135 - 8
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 福嶋
村願人藤治郎（印）・名主音八・組頭権蔵（印）・同藤兵衛・長百
姓市右衛門・同瀧蔵 → 御産物方御会所
 嘉永7寅年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え135-1～23
は一綴） ・ 1通 
 え 135 - 9
 乍恐書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 長井村願
人市三郎（印）・名主嘉三郎・組頭大作（印）・長百姓政吉 → 御
産物方御会所 
 嘉永7寅年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え135-1～23
は一綴） ・ 1通 
 え 135 - 10 
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 吉原
村願人栄重郎（印）・名主常蔵・組頭嘉重郎（印）・長百姓甚之
丞・武右衛門 → 御産物方御会所 
 嘉永7寅年6月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え135-1～23
は一綴） ・ 1通 
 え 135 - 11 
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 力石
村願人宇右衛門（印）・同吉兵衛・名主助右衛門・組頭長右衛
門・長百姓丹右衛門・役人代宇右衛門（印） → 御産物方御会所 
 嘉永7寅年6月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え135-1～23
は一綴） ・ 1通 





 嘉永7寅年6月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え135-1～23
は一綴） ・ 1通 
 え 135 - 13 
－ 46－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /1. 蚕種・絹紬 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 桐林
村願人九郎兵衛・名主清右衛門（印）・組頭健左衛門・長百姓
儀右衛門 → 御産物方御会所 




 え 135 - 14
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 福嶋
村願人松三郎・名主音八・組頭権蔵（印）・同藤兵衛・長百姓市
右衛門・同龍蔵 → 御産物方御会所 




 え 135 - 15
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 八幡
村願人大助・名主善大夫・組頭蔵左衛門（印）・長百姓民右衛
門 → 御産物方御会所 




 え 135 - 16
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 鼠宿
村願人赤治郎（印）・名主文右衛門（印）・組頭廣八（印）・長百
姓西須嘉右衛門（印） → 御産物方御会所




 え 135 - 17
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 小細
山内新田村願人定右衛門（印）・休人仁左衛門




 え 135 - 18
 乍恐以書付奉願候（当村長作他1名病身のため鑑札返
納に付） 　 力石村名主文蔵・組頭太郎兵衛・長百姓丹治・役
人代才右衛門（印） → 御産物方御会所 




 え 135 - 19
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 御領
所中嶋村八郎右衛門・新右衛門・新八・才吉・名主新右衛門・
組頭梅蔵（印）・百姓代嘉十郎 → 御産物方御会所




 え 135 - 20
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 小森
村願人恒左・名主金三郎（印）・組頭彦三郎・長百姓佐右衛門・
同宇吉 → 御産物方御会所




 え 135 - 21
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 雨宮
村願人要左衛門（印）・名主宗作・同常八・組頭富蔵（印）・同初
蔵・長百姓喜代八・同与五右衛門 → 御産物方御会所




 え 135 - 22
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 力石
村才助（印）・岩三郎（印）・名主文蔵・組頭大郎兵衛・長百姓丹
治・役人代彦右衛門（印） → 御産物方御会所 













 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 力
石村願人新五右衛門（印）・名主半兵衛（印）・組頭左左衛門
（印）・長百姓丹治（印） → 御産物方御会所




 乍恐以書付奉願候（木綿商売鑑札頂戴願に付） 　 南長
池村願人静治郎・名主与三郎（印）・組頭弥祖八・長百姓又右
衛門・行司左衛門（印） → 御産物方御会所















 え 139 - 1
－ 47－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /1. 蚕種・絹紬 /1. 鑑札給付





 天保10亥年8月  美/（え108～
167は紐一括）/
（え139-1～10
は一綴） ・ 1冊 
 え 139 - 2
 紬助成之儀ニ付御請印帳 　 上徳間村名主銀右衛門（印）・
組頭栄左衛門（印）外、内川村・新山村・網掛村・上五明村・鼠
宿村・新地村・羽尾村・岩野村羽尾村仙石組29名 
 天保10亥年8月  美/（え108～
167は紐一括）/
（え139-1～10
は一綴） ・ 1冊 
 え 139 - 3 - 1
 乍恐以書付奉願候（藤八杏干仁商売取締行司役仰せ
付けられたきに付） 　 久保寺村杏干仁惣代重蔵（印）・右
同断喜伝治（印） → 御産物方御会所 







 え 139 - 3 - 2
 蚕種所之儀ニ付被仰渡御請印帳 　 村々三役人  天保9戌年  美/（え108～
167は紐一括）/
（え139-1～10
は一綴） ・ 1冊 
 え 139 - 4
 乍恐書付を以奉願候（紬仲買仲間鑑札頂戴願に付）
 紬中買行司藤重・重郎治（印）・与惣右衛門（印）・政吉（印）・戊
助・安助（印） → 御産物方御会所 





 え 139 - 5
 乍恐以書付奉願候（布仲買商売鑑札頂戴願に付） 　 清
野村願人源之丞（印）・名主孫平太（印）・組頭清兵衛（印）・右
同断三五郎（印）・長百姓喜平太（印） → 御産物方御会所
 嘉永2酉年8月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え139-1～10
は一綴） ・ 1通 
 え 139 - 6
 乍恐以書付奉願候（紬物仲買商売鑑札頂戴願に付）  
 内川村願人正吉（印）・名主三郎右衛門（印）・組頭安郎次
（印）・長百姓治郎左衛門（印） → 御産物方御会所 
 嘉永2酉年5月  竪紙/（え108～
167は紐一括）/
（え139-1～10
は一綴） ・ 1通 

































 え 139 - 10 
 （蚕種商売の者174名請印帳） 　  嘉永7寅年5月  美/（え108～
167は紐一括） ・
 1冊 
 え 140 
 御請印帳（繭仲買商行司役） 　 上小嶋田村半蔵（印）・上真
嶋村浅吉（印）・西寺尾村岡神明組貞治（印） 





 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /1. 蚕種・絹紬 /1. 鑑札給付 







 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 南堀
村願人重八（印）・名主弥兵衛（印）・組頭喜右衛門・長百姓久
之助 → 御産物方御会所 




 え 142 - 1









 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 東福
寺村願人源助（印）・名主庄右衛門（印）・組頭長左衛門・長百
姓藤右衛門 → 御産物方御会所 




 え 142 - 3
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 雨宮
村願人要左衛門（印）・名主嘉右衛門・同駒蔵・組頭栄作・同多
惣治・長百姓惣佐・同漸兵衛（印） → 御産物方御会所





 乍恐以書付奉願上候（種繭買取鑑札頂戴願に付） 　 下
真嶋村治五右衛門（印）・名主宇忠治・組頭守右衛門（印）・同
断治右衛門・長百姓伊七 → 御産物方御会所 








組頭長三郎（印）・長百姓太作（印） → 御産物方御会所 




 え 142 - 6
 乍恐以書奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 里村山村
粂三郎（印）・名主善之助（印）・組頭金之丞（印）・長百姓喜惣
太（印） → 御産物方御会所




 え 142 - 7
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 牛嶋
村願人倉吉・名主寅蔵・組頭又右衛門・長百姓丈右衛門（印）
 → 御産物方御会所 




 え 142 - 8
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 上徳
間村願人左五兵衛・同断代助・同断粂吉・名主徳兵衛（印）・組
頭栄左衛門・長百姓茂三郎 → 御産物方御会所




 え 142 - 9
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 小堀
村願人彦太郎（印）・名主徳左衛門（印）・組頭七郎治（印）・長
百姓喜左衛門（印） → 御産物方御会所 




 え 142 - 10
 乍恐以書付奉願候（蚕種商売鑑札頂戴願に付） 　 八幡
村願人大杓（印）・名主三重右衛門・組頭米吉（印）・長百姓長
七 → 御産物方御会所 




 え 142 - 11
 乍恐以書付奉願候（蚕種師商売鑑札頂戴願に付） 　 網
掛村名主願人三郎右衛門・組頭宇右衛門・長百姓健左衛門・
役人代勘左衛門（印） → 御産物方御会所





 乍恐以書付奉願候（蚕種師商売鑑札頂戴願に付） 　 桑
根井村願人安治（印）・名主清左衛門（印）・組頭権左衛門・長
百姓駒作 → 御産物方御会所 




 え 142 - 13
－ 49－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /1. 蚕種・絹紬 /1. 鑑札給付
 乍恐以書付奉願候（蚕種買商売仕りたくに付鑑札頂
戴願） 　 力石村願人堅治（印）・名主源左衛門（印）・組頭勘右
衛門（印）・長百姓半兵衛（印） → 御産物方御会所 
 嘉永2酉年4月  半/（え108～
167は紐一括） ・
 1通 
 え 143 
 （書状、蚕飼元より買い取りの者は中買鑑札請け取る
よう仕りたきに付） ＊下書 　 
 （近世）  横折紙 ・ 1通  え 196 
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /1. 蚕種・絹紬 /2. 紬売り代金書上 
 臨時（友吉差し遣わし紬売代金上納金23両2分2朱銀2
匁他〆金965両1分金銭書上） 　 
 （近世）  横長半 ・ 1冊  え 211 
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /1. 蚕種・絹紬 /3. 冥加金 
 （繭仲買鑑札冥加銀来る25日上納に付触書） 　 産物方会
所（印） → 仁礼村菊右衛門・幸之助・小布施村友七
 （近世）正月22日  横切紙 ・ 1通  え 178 







 天保15辰年5月  半/（虫損あ
り） ・ 1冊
 え 179 
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /2. 甘草 /1. 鑑札給付 
 （弘化3年甘草冥加・鑑札関係綴） 　  （弘化3年）  綴/（え56-1～9




 弘化3年4月  横切継紙/（え
56-1～9は一
綴） ・ 1通
 え 56 - 1
 国産之品々大坂出之儀御届案扣 　  横切継紙/（え
56-1～9は一
綴） ・ 1通
 え 56 - 2
 此度申渡大意下案（三か年甘草上納金御免に付） 　  横切継紙/（え
56-1～9は一
綴） ・ 1通




 8月  横切継紙/（え
56-1～9は一
綴） ・ 1通
 え 56 - 4
 廻状（甘草冥加の儀相伺いたきに付） 　 （竹村）金吾 → （岡
島）庄蔵殿・（山寺）源太夫殿・（磯田）音門殿・（金児）丈助殿・
（片岡）此面殿 
 8月10日  横切継紙/（え
56-1～9は一
綴） ・ 1通
 え 56 - 5
 （書状、甘草代金の儀、御下げ御書類返上に付） 　 （水
井）忠蔵 → （八田）嘉助様・（八田）喜兵衛様
 11月7日  横切継紙/（え
56-1～9は一
綴） ・ 1通
 え 56 - 6
 申渡大意写（甘草作りの儀村々へ申し渡すに付） ＊
（端裏朱書）「弘化三年御見合」 　 
 弘化3年  横切継紙/（え
56-1～9は一
綴） ・ 1通




 7月  横切継紙/（え
56-1～9は一
綴） ・ 1通
 え 56 - 8
－ 50－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /2. 甘草 /1. 鑑札給付 
 甘草取締之儀産物会所掛申立手続取調伺扣（中買の
者どもへ鑑札を渡すに付他） 　
 8日  横切継紙/（え
56-1～9は一
綴） ・ 1通 
 え 56 - 9











書）伊勢町伝兵衛 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 144 - 1









綴） ・ 1通 
 え 144 - 2









綴） ・ 1冊 
 え 144 - 3
 乍恐以書付奉願候（須坂領綿内村6名甘草商売鑑札頂
戴願に付） 　 紺屋町御受負酒井弥左衛門（印）、（奥書）伝兵
衛 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 144 - 4
 乍恐以書付奉願候（甘草商売鑑札頂戴願に付） 　 牛嶋
村願人仲治（印）・名主茂右衛門（印）・組頭惣兵衛・長百姓倉
吉、（奥書）伊勢町伝兵衛 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 144 - 5
 乍恐以書付奉願候（甘草商売鑑札頂戴願に付） 　 福嶋
新田村願人儀十郎（印）・名主新平・組頭彦九郎・長百姓駒之
丞（印）、（奥書）伊勢町伝兵衛 → 御産物方御会所





綴） ・ 1冊 
 え 144 - 6
 乍恐以書付奉願候（甘草商売鑑札頂戴願に付） 　 下平
林村願人佐右衛門（印）・名主武右衛門（印）・組頭長三郎・長
百姓五左衛門、（奥書）伊勢町伝兵衛 → 御産物方御会所





綴） ・ 1冊 
 え 144 - 7
 乍恐以書付奉願候（甘草商売鑑札頂戴願に付） 　 福嶋
新田村願人市郎治（印）・名主千左衛門・組頭市郎治・同音八
（印）・長百姓治郎右衛門・同与右衛門、（奥書）伊勢町伝兵衛
 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 144 - 8
－ 51－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /2. 甘草 /1. 鑑札給付
 乍恐以書付奉願候（甘草商売鑑札頂戴願に付） 　 伊勢
町小村半兵衛（印）・請人三左衛門（印）、（奥書）伊勢町伝兵衛
 → 御産物方御会所 






 え 144 - 9










 え 144 - 10 











 え 144 - 11 










 え 144 - 12 
 乍恐以書付奉願候（甘草商売鑑札頂戴願に付） 　 風間
村仁兵衛（印）・名主宇平治・組頭宇右衛門・長百姓儀左衛門
（印）、（奥書）伊勢町伝兵衛 → 御産物方御会所






 え 144 - 13 





































 え 145 - 3
 乍恐以書付奉申上候（本鹿谷村甘草商売致す者御座
なきに付） 　 本萱村名主両之丞・組頭伴右衛門（印）・長百
姓弥惣平 → 御産物方御会所 






 え 145 - 4
－ 52－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /2. 甘草 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付奉申上候（粟佐村甘草仲買商売致す者御
座なきに付） 　 粟佐村名主角右衛門（印）・組頭懸左衛門・
同断忠左衛門・長百姓伝十郎（印） → 産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 145 - 5
 乍恐以書付奉申上候（南堀村甘草仲買商売致す者御
座なきに付） 　 南堀村名主治兵衛・組頭平兵衛（印）・長百
姓宇左衛門 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 
 え 145 - 7
 乍恐以書付奉願候（大岡村藤助触面頂戴等閑のため
蚕種商売鑑札御改め願） 　 大岡村川口組組頭作左衛門
（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 145 - 8
 乍恐以書付奉申上候（南俣村甘草植え付ける者なら
びに仲買渡世仕る者御座なきに付） 　 南堀村重立長
左衛門（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 145 - 9
 乍恐以書付奉願候（坪根村甘草仲買商売致す者御座
なきに付） 　 坪根村名主清兵衛（印）・組頭吉左衛門・長百
姓安四郎 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 












 え 145 - 12
 乍恐以書付奉申上候（小田原村甘草仲買商売致す者
御座なきに付） 　 小田原村名主重兵衛・組頭権兵衛（印） →
 御産物方御会所
















 え 145 - 14
－ 53－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /2. 甘草 /2. 取締筋 
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /2. 甘草 /2. 取締筋 
 上ニ甘草取締筋之儀伺案 　  8月  半/（え72～81
は袋一括） ・ 1冊 
 え 78
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /2. 甘草 /3. 植え付け 
 口上覚（甘草の儀、当節の高直段なら格外の国益、種
代金3両請け取れば残金は妙賀金と差し出すので
仰せ付けられたきに付） ＊（表紙朱書）「甘草見合」 　 栄
八 




 嘉永5午年閏2月  半 ・ 1冊  え 859 
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付 
 杏仁商人仲間規定 　 御鑑札仲間  嘉永7寅年4月  半 ・ 1冊  え 66






 え 161 






 え 161 - 1
 乍恐以書付奉申上候（杏干仁買い冥加銀6匁ずつ上納
に付） 　 善光寺大門町惣代多七（印） → 松代御産物方御会所 






 え 161 - 2
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 新
山村願人冨作・名主甚兵衛・組頭長次郎・長百姓国任・役人代
頭立重兵衛（印） → 御産物方御会所 






 え 161 - 3
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 八
幡村願人新太郎（印）名主三郎右衛門・組頭作左衛門（印）・長
百姓善七 → 御産物方御会所 






 え 161 - 4
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 羽
尾村仙名組大行司与五郎（印） → 御産物方御会所






 え 161 - 5
－ 54－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 新
馬喰町尓裏願人伝右衛門（印）・肝煎茂助（印） → 御産物方御
会所 





綴） ・ 1通 
 え 161 - 6
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 三
輪村願人与市（印）・名主三右衛門・組頭惣兵衛（印）・同元作・
長百姓与兵衛・同源八 → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 161 - 7
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 三
輪村願人平左衛門・名主三右衛門・組頭惣兵衛（印）・同元作・
長百姓与兵衛・同源八 → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 161 - 8
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 北
平林村願人六弥（印）・名主長三郎（印）・組頭儀右衛門・長百
姓友三郎 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 161 - 9
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 妻
科村願人仙吉・名主徳武与市（印）・組頭庄左衛門・同熊左衛
門・長百姓良右衛門 → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 161 - 10
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 肴
町願人勘左衛門（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 










綴） ・ 1冊 
 え 161 - 12









綴） ・ 1通 
 え 161 - 13
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 原
村願人勇五郎（印）・同民右衛門（印）・同甚兵衛（印）・同平助
（印）・同彦左衛門（印）・名主利平（印）・組頭六左衛門・長百姓
喜左衛門 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 161 - 14
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施高田村大行司大太郎 → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 161 - 15
－ 55－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付












 え 161 - 16 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 後
町村太七・卯吉・与兵衛・深美六三郎（印）・重左衛門・伊兵衛
 → 御産物方御会所 
















 え 161 - 18 





















 え 161 - 20 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 羽
尾村本郷願人藤之助・名主新治郎（印）・長百姓熊蔵（印）・同
断友蔵（印） → 御産物方御会所






 え 161 - 21 
 乍恐以書付奉願上候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付）
 羽尾村仙石組大行司与五郎（印） → 御産物方御会所 






 え 161 - 22 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 吉
田村長五郎・喜七・名主治左衛門（印）・組頭九十郎・長百姓利
兵衛 → 御産物方御会所






 え 161 - 23 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 東
風間村願人常八（印）・名主幸右衛門（印）・組頭伊左吉（印）・
長百姓栄七（印） → 御産物方御会所 






 え 161 - 24 











 え 161 - 25 
－ 56－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 西
和田村願人忠之助・名主仁兵衛・組頭廣太（印）・同吉兵衛・長
百姓善兵衛 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 
 え 161 - 27
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 岩
神村願人慶作・名主太兵衛（印）・組頭佐作・長百姓平治・石川
村中村市三郎（印） → 御産物御会所 





綴） ・ 1通 
 え 161 - 28









綴） ・ 1通 
 え 161 - 29
 乍恐以書付奉願上候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　
 稲荷山村御徳居松林源之助 → 松代御産物方御会所





綴） ・ 1冊 
 え 161 - 30
 口演（上田原町弥八他2名への鑑札御渡し願い上げる
に付） 　稲荷山村御徳居松林源之助（印） → 松代御産物御会
所御役人中様 







内） ・ 1通 
 え 161 - 31
 口演（上田領稲荷山村周吉他2名への御鑑札御渡し願
い上げるに付） 　 稲荷山村御徳居松林源之助（印） → 松代
御産物御会所御役人中様 








 え 161 - 32
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 小
松原村願人龍吉（印）・名主運右衛門・組頭助右衛門・長百姓
奥右衛門 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 161 - 33
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施高田村大行司大太郎（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 161 - 34
－ 57－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 力
石村願人多右衛門（印）・名主宇右衛門（印）・組頭源左衛門・
長百姓塚田又左衛門 → 御産物方御会所






 え 161 - 35 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　
 綱掛村願人重右衛門・名主三郎右衛門（印）・組頭卯右衛門
（印）・長百姓健左衛門（印） → 産物御会所御役所 






 え 161 - 36 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 上
山田村大行司九八郎（印） → 御産物方御会所






 え 161 - 37 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 紙
屋町願人正助（印）、（奥書）名主上野要助（印） → 御産物方御
会所 






 え 161 - 38 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 上
山田村大行司九八郎 → 御産物方御会所






 え 161 - 39 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 生
萱村願人五六・名主良左衛門・組頭新右衛門（印）・長百姓喜
清次 → 御産物方御会所






 え 161 - 40 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 矢
代村大行司新次郎（印） → 御産物方御会所






 え 161 - 41 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 後
町村願人与吉・同吉兵衛・名主深美六三郎（印）・組頭十兵衛・
長百姓伊兵衛 → 御産物方御会所






 え 161 - 42 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 上
五明村願人専四郎（印）・名主惣右衛門（印）・組頭吉左衛門
（印）・長百姓新右衛門 → 産物方御会所






 え 161 - 43 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 久
保寺村願人金左衛門・同茂兵衛・同喜藤次・同熊吉・名主加藤
円右衛門（印）・同重次郎（印）・同喜太郎（印）・同儀兵衛（印）
 → 御産物方御会所 






 え 161 - 44 
－ 58－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付 









綴） ・ 1通 
 え 161 - 45









綴） ・ 1通 
 え 161 - 46
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 羽
尾村仙石組大行司与五郎（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 




（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 161 - 48









綴） ・ 1通 
 え 161 - 49
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 伊
勢町伝兵衛借屋宿願人唯助（印）・石川村中村市三郎（印）、
（奥書）名主嶺村栄左衛門（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1冊 
 え 161 - 50









綴） ・ 1冊 
 え 161 - 51









綴） ・ 1通 
 え 161 - 52
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 羽
尾村仙石組宿願人大行司与五郎（印）・名主角平・長百姓弥右
衛門・同断与五郎・役人代庄右衛門（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1冊 
 え 161 - 53
 乍恐以書付奉願上候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　
 羽尾村仙石組大行司与五郎（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 161 - 54
－ 59－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付
 乍恐以書付奉願上候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付）
 羽尾村仙石組大行司与五郎（印） → 御産物方御会所 






 え 161 - 55 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 桑
原村宿名主関新右衛門代印究左衛門（印）・組頭平蔵・組頭栄
左衛門・長百姓弥兵衛 → 御産物方御会所 






 え 161 - 56 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 石
川村願人藤右衛門・同万作・名主中村市三郎・同断吉左衛門・
長百姓忠兵衛・同断藤吉・中村市三郎（印） → 御産物方御会所 






 え 161 - 57 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　
 小舟山村願人友四郎（印）・名主平右衛門（印）・組頭九兵衛
（印）・長百姓弥兵衛（印）・中村市三郎（印） → 御産物方御会所 






 え 161 - 58 










 え 161 - 59 










 え 161 - 60 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 西
風間村願人才兵衛・名主庄之丞（印）・組頭安之丞（印）・長百
姓四郎兵衛（印） → 御産物方御会所 






 え 161 - 61 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施高田村大行司大太郎（印） → 御産物方御会所






 え 161 - 62 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 下
横田村願人茂左衛門（印）・名主半兵衛・組頭新右衛門（印）・
長百姓惣作 → 御産物方御会所






 え 161 - 63 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 伊
勢町願人小松彦治郎（印）、（奧書）名主嶺村栄左衛門（印） →
 御産物方御会所






 え 161 - 64 
－ 60－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 北
高田村願人助左衛門（印）・名主佐五兵衛（印）・組頭文之助・
長百姓栄治 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 161 - 65
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 小
森村願人礒右衛門子友七（印）・名主甚三郎・組頭儀右衛門
（印）・長百姓友三郎（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 161 - 66
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 つ
組十人町三西組願人嘉吉（印）・肝煎忠太（印） → 御産物方御
会所 





綴） ・ 1通 




（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 161 - 68
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 森
村大行司栄左衛門（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 
 え 161 - 70









綴） ・ 1冊 
 え 161 - 71





綴） ・ 1綴 
 え 162





綴） ・ 1通 
 え 162 - 1
 乍恐以書付奉願上候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　
 新馬喰町東裏願人伝右衛門（印）・肝煎峯之助・組頭茂助（印）
 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 162 - 2
－ 61－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付
 乍恐以書付奉願上候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付）
 羽尾村本郷願人菅之助・名主谷蔵・組頭小左衛門・同吉之丞・
役人代友蔵（印） → 御産物方御会所 






 え 162 - 3
 乍恐以書付奉願上候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付）
 （羽尾村）仙石組大行司与五郎（印） → 御産物方御会所 






 え 162 - 4
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 小
堀村願人宇八（印）・名主徳左衛門（印）・組頭七郎治（印）・長
百姓喜左衛門（印） → 御産物方御会所












右衛門 → 御産物方御会所 






 え 162 - 6
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 紺
屋町願人新兵衛（印）・請人安右衛門（印）・名主飯嶋彦兵衛
（印） → 御産物方御会所






 え 162 - 7
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 久
保寺村願人喜藤治（印）・同断金左衛門（印）・名主文右衛門
（印）・長百姓勝左衛門（印） → 御産物方御会所






 え 162 - 8
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 石
川村願人直吉（印）・同新吉（印）・市郎兵衛（印）・名主善左衛
門（印）・長百姓茂平治 → 御産物方御会所 






 え 162 - 9
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 上
山田村行事九八郎（印） → 御産物方御会所






 え 162 - 10 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 上
山田村願人九八郎・同市郎左衛門・名主又兵衛・同瀬左衛門・
同久右衛門・長百姓治左衛門（印） → 御産物方御会所






 え 162 - 11 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 上
山田村行司九八郎（印） → 御産物方御会所






 え 162 - 12 
－ 62－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 市
村小組半左衛門借家願人久作・名主八左衛門（印）・組頭良右
衛門（印）・長百姓七右衛門（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 
 え 162 - 14
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 羽
尾村仙石組大行司与五郎（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 162 - 15





綴） ・ 1通 
 え 162 - 16
 差上申御請一札之事（国産杏仁仲買仲間・為登荷商人
取締に付） 　 肴町願人勘左衛門（印）・同文五郎（印）、（奥
書）名主米山磯左衛門（印） → 御産物御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 162 - 17









綴） ・ 1冊 
 え 162 - 18









綴） ・ 1通 
 え 162 - 19
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 稲
荷山村御産物御徳居松林源之助（印） → 松代御産物御会所





綴） ・ 1冊 
 え 162 - 20
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 石
川村願人幸左衛門（印）・同断大行司勝左衛門（印）・名主与惣
左衛門（印）・長百姓藤吉 → 御産物御会所





綴） ・ 1通 
 え 162 - 21
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 久
保寺村小路組長蔵・清太夫・名主喜代太郎（印） → 御産物方御
会所 






 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付








 え 164 
























 え 164 - 2
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 上
山田村杏干仁大行司宿九八郎（印）・名主重吉・同善右衛門・
同九郎兵衛・長百姓弥治兵衛（印）・同勘右衛門・同瀬左衛門
 → 御産物方御会所 






 え 164 - 3
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 上
徳間村宿徳兵衛（印）・名主徳兵衛（印）・組頭栄左衛門・長百
姓茂三郎 → 御産物方御会所 






 え 164 - 4
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 上
山田村大行司九八郎（印） → 御産物方御会所






 え 164 - 5
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 羽
尾村仙石組大行司与五郎（印） → 御産物方御会所






 え 164 - 6
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 松
岡新田村願人要助（印）・名主義兵衛（印）・組頭惣左衛門・長
百姓小右衛門 → 御産物方御会所






 え 164 - 7





















 え 164 - 9
－ 64－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 町
川田村願人重左衛門（印）・名主久右衛門（印）・組頭国蔵・長
百姓彦右衛門（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 10









綴） ・ 1冊 









綴） ・ 1冊 
 え 164 - 12
 乍恐以書付奉願上候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　
 羽尾村仙石組大行司与五郎（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 13
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 上
徳間村願人留蔵（印）・名主徳兵衛（印）・組頭栄左衛門・長百
姓茂三郎 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1冊 




 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 15
 乍恐以書付奉申上候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　
 杏干仁売買行司善光寺大門町多七（印） → 松代御産物方御会
所 





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 16
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 新
馬喰町東表願人伝右衛門（印）・肝煎権五郎（印） → 御産物方
御会所





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 17









綴） ・ 1冊 
 え 164 - 18
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 若
宮村大行司長兵衛（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 19
－ 65－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 御
平川村願人平五郎（印）・名主嘉右衛門（印）・組頭喜左衛門・
同長四郎・長百姓新左衛門・同伊助 → 御産物方御会所 






 え 164 - 20 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施高田村大行司大太郎（印） → 御産物方御会所






 え 164 - 21 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 吉
田村願人長五郎（印）・同断喜七（印）・名主治左衛門・組頭与
兵衛（印）・同断九十郎・長百姓惣左衛門 → 御産物方御会所






 え 164 - 22 





















 え 164 - 24 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 御
産物御徳居松林源之助（印） → 御産物御会所 






 え 164 - 25 











 え 164 - 26 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 羽
尾村仙石組大行司宿受人与五郎（印）・名主与五郎（印）・組頭
重郎治・長百姓庄左衛門 → 御産物方御会所






 え 164 - 27 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 羽
尾村仙石組願人角之丞・同利作・大行司与五郎（印）・名主与
五郎・組頭重郎治・長百姓庄左衛門（印） → 御産物方御会所






 え 164 - 28 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 生
萓村願人五郎作・同豊作・名主吟右衛門・組頭良左衛門（印）・
長百姓平左衛門（印） → 御産物方御会所






 え 164 - 29 
－ 66－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 後
町村願人作兵衛（印）・名主深美六三郎・組頭喜十郎（印）・長
百姓伊兵衛 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 30
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 大
田原村願人要之助（印）・名主弥兵衛・組頭要太郎（印）・長百
姓吉兵衛 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 31
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付）
 上徳間村願人喜助・同万平・名主徳兵衛（印）・組頭栄左衛門
（印）・長百姓茂三郎（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 32
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 若
宮村中買大行司長兵衛（印） → 産物方御会所





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 33
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 北
平林村願人六弥（印）・名主瀬兵衛（印）・組頭友左衛門（印）・
長百姓半兵衛 → 御産物方御会所





綴） ・ 1冊 









綴） ・ 1冊 









綴） ・ 1冊 
 え 164 - 36
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 御
馬屋町宿受人栄蔵（印）・肝煎富之丞（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 37
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施五明村願人名主代印助蔵（印）・名主勇之助（印）・組頭大作
 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 38
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 石
川村大行司勝左衛門（印） → 御産物御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 39
－ 67－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付










 え 164 - 40 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 西
和田村願人新十郎・名主吉兵衛（印）・組頭仁兵衛・同断廣太・
長百姓善兵衛 → 御産物方御会所
















 え 164 - 42 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 羽
尾村仙石組宿受与五郎（印）・名主与五郎（印）・長百姓重郎
治・同断庄左衛門 → 御産物方御会所






 え 164 - 43 










 え 164 - 44 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施高田村大行司大太郎（印） → 御産物方御会所






 え 164 - 45 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施高田村大行司大太郎（印） → 御産物方御会所






 え 164 - 46 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 羽
尾村仙石組大行司与五郎（印） → 御産物方御会所






 え 164 - 47 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 伊
勢町願人万作（印）・受人佐助（印） → 御産物方御会所






 え 164 - 48 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施高田村大行司大太郎（印） → 御産物方御会所






 え 164 - 49 
－ 68－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 願
人吉蔵・同断市郎兵衛・名主要之助（印）・組頭健吾（印）・同断
円蔵・長百姓清左衛門（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 50
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 久
保寺村願人金左衛門・名主円右衛門（印）・長百姓伊惣吉 → 御
産物方御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 51
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 福
嶋村願人作蔵（印）・名主仙左衛門・組頭市兵衛（印）・同断文
右衛門・長百姓名右衛門・同断要左衛門 → 御産物方御会所





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 52
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 牧
嶋村願人喜左衛門・名主三左衛門（印）・組頭仙左衛門（印）・
長百姓慶左衛門 → 御産物方御会所





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 53
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 南
長池村願人新治郎・名主与三郎・組頭弥惣八（印）・長百姓又
右衛門（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 54
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 羽
尾村仙石組大行司宿受人与五郎（印）・名主与五郎（印）・組頭
重郎治（印）・長百姓庄左衛門 → 御産物方御会所





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 55
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 会
村仙五郎（印）・喜藤治（印）・舟蔵・六右衛門・反左衛門 → 御産
物方御会所 





綴） ・ 1冊 









綴） ・ 1冊 
 え 164 - 57
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施高田村大行司大太郎（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 58
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 十
人町上つ組願人嘉吉（印）・伊勢町受人忠三郎（印） → 御産物
方御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 59
－ 69－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 上
山田村大行司九八郎（印） → 御産物方御会所






 え 164 - 60 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 新
山村願主保兵衛・名主藤兵衛（印）・組頭清吉（印）・長百姓栄
左衛門（印） → 御産物方御会所






 え 164 - 61 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施高田村大行司大太郎（印） → 御産物方御会所






 え 164 - 62 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 上
山田村大行司九八郎（印） → 御産物方御会所






 え 164 - 63 




















 え 164 - 65 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施高田村大行司大太郎（印） → 御産物方御会所






 え 164 - 66 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 上
平村宿受人佐市（印）・名主彦左衛門・組頭喜兵衛・頭立勇左
衛門 → 御産物方御会所






 え 164 - 67 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 御
平川村願人三郎右衛門（印）・名主嘉右衛門（印）・組頭長四
郎・同喜左衛門・長百姓新左衛門・同伊助 → 御産物方御会所 






 え 164 - 68 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施高田村大行司大太郎（印） → 御産物方御会所






 え 164 - 69 
－ 70－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 三
輪村願人伊助・名主三右衛門・組頭惣兵衛・同元作・長百姓与
兵衛（印）・同平右衛門 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 70
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 羽
尾村仙石組大行司与五郎 → 御産物方御会所





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 71
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 妻
科村願人久蔵（印）・名主良右衛門・組頭徳武与市（印）・同惣
左衛門・長百姓庄左衛門 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 72
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 西
和田村豊治良伯父長兵衛・名主吉兵衛（印）・組頭仁兵衛・同
廣太・長百姓善兵衛 → 御産物方御会所





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 73
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 松
岡新田村願人金作（印）・名主義兵衛（印）・組頭惣左衛門・長
百姓小右衛門 → 御産物方御会所





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 74
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 南
長池村願人戸右衛門・名主与三郎・組頭弥惣八（印）・長百姓
又右衛門 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 75
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 風
間村願人才兵衛（印）・名主宇右衛門（印）・組頭孝右衛門・長
百姓奧右衛門・出役萬兵衛 → 御産物方御会所





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 76
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 石
川村大行司勝左衛門（印） → 御産物御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 164 - 77





綴） ・ 1綴 
 え 165









綴） ・ 1通 
 え 165 - 1
－ 71－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 上
平村佐市（印）・名主園右衛門・組頭佐治右衛門・長百姓半左
衛門・右役人代頭立佐市（印） → 御産物方御会所 






 え 165 - 2
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 会
村常治弟願人千五郎（印）・名主喜藤治（印）・組頭丹蔵・長百
姓藤蔵・同断六右衛門 → 御産物方御会所 






 え 165 - 3
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施高田村大行司大太郎（印） → 御産物方御会所






 え 165 - 4
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 森
村願人栄左衛門（印）・同善左衛門（印）・名主富右衛門・同宇
津太・組頭三郎左衛門（印）・同与右衛門・長百姓国治・同為作
 → 御産物方御会所 






 え 165 - 5




衛門（印） → 御産物方御会所 
















 え 165 - 7










 え 165 - 8
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 上
平村大行司佐市（印） → 御産物方御会所






 え 165 - 9
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　
 町川田村重左衛門（印）・名主久右衛門（印）・組頭彦右衛門
（印）・同断久助（印）・長百姓彦右衛門（印） → 御産物方御会所 






 え 165 - 10 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 市
村北組願人半左衛門（印）・名主良右衛門（印）・組頭茂右衛門
（印）・長百姓茂左衛門（印） → 御産物方御会所






 え 165 - 11 
－ 72－










綴） ・ 1通 
 え 165 - 12
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 石
川村大行司勝左衛門（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 165 - 13
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 石
川村願人藤右衛門・同直吉・同市郎兵衛・同新吉・名主南沢徳
之助（印）・長百姓栄助（印） → 御産物所御会所





綴） ・ 1通 
 え 165 - 14
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 三
輪村伝兵衛（印）・名主三右衛門・組頭惣兵衛・同元作・長百姓
与兵衛（印）・同平右衛門 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 165 - 15
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 羽
尾村本郷願人駒蔵（印）・名主谷蔵・長百姓吉右衛門・同善之
丞・役人代友蔵（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 165 - 16
 乍恐以書付奉願上候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　
 羽尾村仙石組大行司与五郎（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 165 - 17









綴） ・ 1通 
 え 165 - 18
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 羽
尾村仙石組宿受人与五郎・名主十郎治・長百姓市郎兵衛・長
百姓栄左衛門・役人代与五郎（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 165 - 19
 乍恐以書付奉申上候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　
 善光寺東町磯五郎（印） → 松代御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 165 - 20
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 羽
尾村仙石組角之丞・利作・大行司与五郎（印） → 御産物方御会
所 





綴） ・ 1通 
 え 165 - 21
－ 73－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 中
御所村願人善治（印）・名主五右衛門（印）・組頭勝五郎・長百
姓要左衛門 → 御産物方御会所






 え 165 - 22 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 新
馬喰町東表願人伝右衛門（印）・肝煎伝五郎（印） → 御産物方
御会所 






 え 165 - 23 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 紙
屋町願人清水戸左久（印）、（奥書）上野要助（印） → 御産物方
御会所 






 え 165 - 24 
 乍恐以書付奉願上候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付）
 馬喰町願人與助（印）、（奥書）名主吉郎右衛門（印） → 御産物
方御会所 






 え 165 - 25 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 牧
嶋村願人喜左衛門（印）・名主慶左衛門（印）・組頭成右衛門
（印）・長百姓安平 → 御産物方御会所






 え 165 - 26 










 え 165 - 27 
 （杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 若宮村大行司長兵衛（印）
 → 御産物方御会所 






 え 165 - 28 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 久
保寺村願人慶五郎（印）・名主作右衛門（印）・長百姓多右衛門
（印） → 御産物方御会所






 え 165 - 29 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施高田村願人留三郎（印）・大行司大太郎（印）・名主弥惣治
（印）・組頭藤左衛門・長百姓助右衛門 → 御産物方御会所






 え 165 - 30 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 三
輪村願人友三郎（印）・名主三右衛門・組頭惣兵衛（印）・同断
元作・長百姓与兵衛・同断平右衛門 → 御産物方御会所 






 え 165 - 31 
－ 74－










綴） ・ 1通 
 え 165 - 32
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施五明村願人役人代弥兵衛代印助蔵（印）・瀬原田組同断弥
兵衛（印）・同断才吉（印）・名主重吉・組頭大作・役人代弥兵衛
（印）・石川村大行司勝左衛門（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 165 - 33
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 生
萱村馬作（印）・名主岩右衛門（印）・組頭幸左衛門（印）・長百
姓新九郎（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 165 - 34









綴） ・ 1通 
 え 165 - 35
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 矢
代村願人安兵衛（印）・名主平九郎・組頭要左衛門・同和三郎・
長百姓富左衛門 → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 165 - 36
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 羽
尾村仙石組矢代村新治郎病気ニ付代印大行司与五郎（印） →
 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 165 - 37
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 町
川田村願人喜藤太（印）・名主久右衛門（印）・組頭彦右衛門
（印）・同断久助（印）・長百姓健左衛門（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 
 え 165 - 39
 乍恐以書付奉願上候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　
 風間村願人常八（印）・名主宇右衛門・組頭孝右衛門・長百姓
万兵衛・役人代建吾（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 165 - 40
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 御
産物御徳居松林源之助（印） → 御産物御会所





綴） ・ 1通 
 え 165 - 41
－ 75－







 → ①・②御産物方御会所 






 え 165 - 42 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 新
山村願人安兵衛（印）・名主栄左衛門・組頭吉松・長百姓金吉・
出役九郎兵衛（印） → 御産物方御会所






 え 165 - 43 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 上
山田村大行司九八郎（印） → 御産物方御会所






 え 165 - 44 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 矢
代村大行司新次郎（印） → 御産物方御会所









 え 165 - 45 










 え 165 - 46 










 え 165 - 47 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 上
徳間村恒右衛門別家廉蔵弟留蔵（印）・名主徳兵衛・組頭栄左
衛門・長百姓茂一郎 → 御産物方御会所






 え 165 - 48 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 羽
尾村仙石組大行司与五郎（印） → 御産物方御会所










八（印） → 御産物方御会所 






 え 165 - 50 
－ 76－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付 












左衛門（印）・長百姓久兵衛（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 166 - 1
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 会
村願人常治弟仙五郎（印）・名主藤蔵・組頭四五右衛門・長百
姓弥平太（印）・同断喜藤治 → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 166 - 2
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施高田村大行司大太郎（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 166 - 3
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 若
宮村願人勇右衛門・同慶助・名主圓右衛門（印）・長百姓久蔵
（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 166 - 4
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 御
平川村願人平五郎・名主伊助（印）・組頭与右衛門・同利左衛
門・長百姓繁治・同政右衛門 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 166 - 5
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付）
 布施五明村願人柳左衛門（印）・同才吉（印）・名主惣右衛門
（印）・組頭市左衛門（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 166 - 6
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施高田村大行司大太郎（印） → 御産物方御会所









 え 166 - 7
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 風
間村願人直右衛門（印）・名主宇右衛門（印）・組頭孝右衛門・
長百姓万兵衛 → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 166 - 8
－ 77－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 善
光寺東町杏干仁行司磯五郎（印） → 松代御産物方御会所 






 え 166 - 9
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 紙
屋町清水戸佐久（印）、（奧書）名主上野要助（印） → 御産物方
御会所






 え 166 - 10 











 え 166 - 11 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 吉
田村願人喜七（印）・同断長五郎（印）・名主惣左衛門・組頭与
兵衛（印）・長百姓治左衛門 → 御産物方御会所






 え 166 - 12 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 上
平村願人定兵衛（印）・同断喜市（印）・同断弥市（印）・弥市手
代喜藤治（印）・名主半左衛門・組頭半兵衛・長百姓新五郎・儀
右衛門代新左衛門（印）・大行司佐市（印） → 御産物方御会所 






 え 166 - 13 










 え 166 - 14 











 え 166 - 15 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 若
宮村願人善兵衛・同與惣治・名主圓右衛門・同庄助・長百姓久
蔵・同徳左衛門（印） → 御産物方御会所 






 え 166 - 16 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 羽
尾村仙石組大行司与五郎（印） → 御産物方御会所






 え 166 - 17 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 馬
喰町与助（印）、（奥書）名主吉郎右衛門（印） → 御産物方御会
所 






 え 166 - 18 
－ 78－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施五明村願人助蔵（印）・名主重吉（印）・組頭大作（印） → 御産
物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 166 - 19
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施高田村大行司大太郎（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 166 - 20
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 下
横田村願人甚之助（印）・名主藤吉（印）・組頭惣十郎・長百姓
弥兵衛 → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 166 - 21
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施高田村大行司大太郎（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 166 - 22









綴） ・ 1通 
 え 166 - 23
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 八
幡村願人大助（印）・名主治郎八（印）・組頭富左衛門（印）・長
百姓八五郎（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 166 - 24
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 矢
代村大行司新治郎（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 166 - 25









綴） ・ 1通 
 え 166 - 26









綴） ・ 1通 
 え 166 - 27
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 腰
村願人亀吉（印）・名主利右衛門・組頭平右衛門（印）・同断助
右衛門・長百姓柳右衛門 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 166 - 28
－ 79－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 若
宮村大行司松左衛門（印） → 御産物御会所










（印）・長百姓長七（印） → 御産物方御会所 






 え 166 - 30 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 森
村大行司恒吉（印） → 御産物方御会所






 え 166 - 31 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 羽
尾村本郷願人駒蔵（印）・名主伊左衛門・長百姓吉右衛門・同
断谷蔵（印） → 御産物方御会所






 え 166 - 32 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 羽
尾村仙石組大行司与五郎（印） → 御産物方御会所

















 え 166 - 34 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 矢
代村大行司新次郎（印） → 御産物方御会所






 え 166 - 35 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 北
高田村願人大助（印）・名主喜惣治・組頭伊兵衛（印）・長百姓
吉兵衛 → 御産物方御会所 






 え 166 - 36 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 矢
代村大行司宿新次郎（印）・名主平九郎・組頭和三郎・長百姓
要左衛門・同断兵七（印） → 御産物方御会所






 え 166 - 37 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施高田村大行司大太郎（印） → 御産物方御会所






 え 166 - 38 
－ 80－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付 









綴） ・ 1通 
 え 166 - 39
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 三
輪村願人新十郎・同断幸吉・名主富左衛門・組頭惣兵衛・同断
元作・長百姓三右衛門（印）・同断与兵衛 → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 
 え 166 - 41









綴） ・ 1通 
 え 166 - 42
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 若
宮村大行司松左衛門（印） → 御産物御会所 





綴） ・ 1通 
 え 166 - 43
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 八
幡村願人嘉蔵（印）・名主治郎八・組頭八五郎（印）・長百姓富
左衛門 → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 166 - 44
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 大
豆嶋村富之助・伝兵衛・名主善之助・長百姓己之吉（印）・同文
左衛門（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 166 - 45
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 羽
尾村仙石組右宿大行司与五郎（印）・名主重郎治・長百姓栄左
衛門・同市郎兵衛・役人代角平（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 166 - 46
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付）
 久保寺村願人今吉・同重蔵・名主大吉（印）・長百姓勘左衛門
（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 166 - 47
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 久
保寺村右宿大吉（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 166 - 48
－ 81－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 小
森村願人祐作（印）・名主栄助・組頭重蔵（印）・長百姓冨作・同
断伴治良 → 御産物方御会所 






 え 166 - 49 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施高田村大行司大太郎（印） → 御産物方御会所






 え 166 - 50 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 中
御所村願人善治（印）・名主勝五郎（印）・組頭要左衛門（印）・
長百姓五右衛門（印） → 御産物方御会所






 え 166 - 51 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 久
保寺村宿御受負金左衛門（印） 






 え 166 - 52 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 原
村善五郎（印）・名主庄吉（印）・組頭与五左衛門・長百姓奧右
衛門 → 御産物方御会所






 え 166 - 53 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施高田村大行司大太郎（印） → 御産物方御会所






 え 166 - 54 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 若
宮村願人源太・名主圓右衛門・長百姓久蔵・役人代九郎左衛
門（印） → 御産物方御会所 






 え 166 - 55 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 羽
尾村仙石組与五郎（印） → 御産物方御会所






 え 166 - 56 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 羽
尾村仙石組大行司宿御受負与五郎（印）・名主重郎治・長百姓
栄左衛門・同断市郎兵衛（印） → 御産物方御会所 






 え 166 - 57 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 森
村願人八野右衛門（印）・名主宇源太・組頭与右衛門・長百姓
為作（印） → 御産物方御会所 






 え 166 - 58 
－ 82－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 森
村大行司恒吉（印） 





綴） ・ 1通 
 え 166 - 59
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 久
保寺村願人友十郎・名主太右衛門（印）・長百姓新作 → 御産物
方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 166 - 60
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 小
松原村願人龍吉（印）・名主万蔵・組頭助右衛門・長百姓兵右
衛門（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 166 - 61
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施高田村大行司大太郎（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 











綴） ・ 1通 
 え 166 - 63
 乍恐以書付奉願上候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　
 上平村大行司佐市（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 166 - 64
 乍恐以書付奉願上候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　
 網掛村願人重右衛門（印）・名主三郎右衛門（印）・組頭市郎右
衛門（印）・長百姓五郎兵衛（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 166 - 65
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 上
平村大行司佐市（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 166 - 66
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 矢
代村大行司新次郎（印） → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 166 - 67
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 市
村北組願人半左衛門・名主良右衛門・組頭茂右衛門（印）・長
百姓茂左衛門 → 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 166 - 68
－ 83－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /1. 鑑札給付
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /2. 買入れ 
 覚（杏仁〆2827貫500目買入金403両3分2朱銀3匁2分1
厘金銭書上） 　 菊屋伝兵衛・菊屋惣兵衛 → 御産物方御会所 
 （近世）卯8月  横切紙 ・ 1通  え 176 
 会処へ有之杏仁未十月御払ノ節改覚引付 　  横半半 ・ 1冊  え 69
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 新
山村願人富作・同重蔵（印）・名主金吉・組頭重兵衛・長百姓六
兵衛・役人代頭立安兵衛（印） → 御産物方御会所 






 え 166 - 69 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 廣
田村願人團蔵（印）・名主九十郎（印）・組頭良助（印）・長百姓
儀十郎（印） → 御産物方御会所






 え 166 - 70 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 石
川村願人佐源治兄良八・行司勝左衛門（印）・名主南沢源之助
（印）・長百姓儀助（印） → 御産物所御会所 






 え 166 - 71 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 下
横田村願人福蔵（印）・名主藤吉（印）・組頭惣十郎（印）・長百
姓弥兵衛（印） → 御産物方御会所






 え 166 - 72 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施高田村大助（印）・名主弥惣治（印）・組頭藤左衛門・長百姓
久兵衛・大行司大太郎（印） → 御産物方御会所






 え 166 - 73 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 布
施高田村大行司大太郎（印） → 御産物方御会所






 え 166 - 74 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 妻
科村願人久蔵（印）・同喜七（印）・名主庄左衛門・組頭良右衛
門（印）・同断八右衛門・長百姓徳武与市 → 御産物方御会所






 え 166 - 75 
 乍恐以書付奉願候（杏干仁商売鑑札頂戴願に付） 　 三
輪村願人和兵衛（印）・名主富左衛門・組頭惣兵衛・同断元作・
長百姓三右衛門（印）・同断与兵衛 → 御産物方御会所






 え 166 - 76 
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /3. 惣勘定 
 （書状、杏仁一件惣勘定中買とも皆済、印形成された
きに付） 　 （松本）嘉十郎 → （水井）忠蔵様・（春日）儀左衛門
 （近世）10月15日  横切継紙 ・ 1通  え 231 
－ 84－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /3. 惣勘定
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /4.「杏仁御買上ニ付入用之雑書類入」 





 安政3丙辰年9月  袋/（え838-2～
16は袋一括） ・ 1
点 




 3月  横切紙/（え
838-2～16は袋
一括） ・ 1通




 10月  横切継紙/（え
838-2～16は袋
一括） ・ 1通
 え 838 - 3
 杏仁俵数人別御書帳 　 羽尾村仙石組大行司与五郎（印） →
 御産物方御会所
 安政3辰年7月  半/（え838-2～
16は袋一括） ・ 1
冊 
 え 838 - 4
 （江戸での株仲間再興を受け松代国産品 ・々諸商売に
も冥加金を掛ける件に付） 　 産物会所懸
 巳10月  横長半/（え
838-2～16は袋
一括） ・ 1冊
 え 838 - 5
 （仙石組角之丞他4名125貫目に付） 　  横切紙/（え
838-2～16は袋
一括） ・ 1通
 え 838 - 6
 覚（70貫目に付） 　 上平村佐市  横切紙/（え
838-2～16は袋
一括） ・ 1通
 え 838 - 7
 （石川村直吉90貫目他書付） 　  横切紙/（え
838-2～16は袋
一括） ・ 1通
 え 838 - 8
 （種繭買冥加銀5匁ずつ他諸商売冥加銀書付） 　  横切紙/（え
838-2～16は袋
一括） ・ 1通
 え 838 - 9
 （稲荷山村松林源之助杏仁17駄他人名杏仁数書付） 　  横切紙/（え
838-2～16は袋
一括） ・ 1通
 え 838 - 10
 （杏仁売買取締すべきことに付）＊下書 　  横切紙/（え
838-2～16は袋
一括） ・ 1通
 え 838 - 11
 覚（杏仁を荒山村冨作より受け取るに付） 　 松本源之助  横切紙/（え
838-2～16は袋
一括） ・ 1通
 え 838 - 12
 （袋）＊（袋上書）「いせ町様　寺庵」　  袋/（え838-2～
16は袋一括） ・ 1
通 





括） ・ 1通 
 え 838 - 14
 差上申一札之事（松代御産物方御会所宛杏仁代金受
取書） ＊雛形 　 善光寺何町誰印 → 松代御産物方御会所 
 竪紙/（え838-2
～16は袋一
括） ・ 1通 
 え 838 - 15
 奉差上候一札之事（産物方御会所宛杏仁代金受取書）




括） ・ 1通 




 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /5. 諸書類綴
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /3. 杏仁 /5. 諸書類綴 
 （杏仁方関連書類綴） 　  綴/（え837-1～
18は一綴） ・ 1綴 
 え 837 
 （袋） ＊（袋上書）「杏仁方書類」 　  安政4丁巳年閏5月  袋/（え837-1～
18は一綴） ・ 1点 
 え 837 - 1
 （善光寺より杏仁の義内状到来、御領一統差支え有無
評議伺いに付） 　 産物会所元〆 





 安政4巳年11月  竪紙/（え837-1
～18は一綴） ・ 1
通
 え 837 - 3
 乍恐以書付奉願候（当人共病気のため杏仁代金御下
金頂戴日延期に付） 　 羽尾村仙石組大行司与五郎（印） →
 御産物方御会所
 安政4巳年11月  竪紙/（え837-1
～18は一綴） ・ 1
通











 安政4巳年10月8日  竪半/（え837-1
～18は一綴） ・ 1
冊





 安政4巳6月2日  竪紙/（え837-1
～18は一綴） ・ 1
通






 安政4巳年6月  半/（え837-1～
18は一綴） ・ 1冊 





 安政4巳年6月  竪紙/（え837-1
～18は一綴） ・ 1
通
 え 837 - 8
 乍恐以口上書奉申上候（生萱村杏仁杏干を木元と商
人相対相場にて売買致したきに付）  　 生萱村名主吟
右衛門・組頭良左衛門・長百姓平左衛門（印） → 御産物方御会
所 
 安政4巳年6月  竪紙/（え837-1
～18は一綴） ・ 1
通
 え 837 - 9
 指上申一札之事（御出役御改の杏仁〆27俵預かるに
付） 　 羽尾村仙石組預り主大行司与五郎（印）・名主与五郎
（印）・長百姓重郎治・同断庄左衛門 → 御産物方御会所 
 安政4巳年11月  竪半/（え837-1
～18は一綴） ・ 1
冊





 安政4巳年11月  竪紙/（え837-1
～18は一綴） ・ 1
通
 え 837 - 11 
 乍恐以書付奉申上候（倉科村・森村より杏仁21俵買入
に付） 　 矢代村安兵衛（印） → 御産物方御会所
 安政4年巳7月  竪紙/（え837-1
～18は一綴） ・ 1
通
 え 837 - 12 
－ 86－






 安政4巳年6月  竪紙/（え837-1
～18は一綴） ・ 1
通 





 安政4巳年11月  半/（え837-1～
18は一綴） ・ 1冊 





 安政4巳年7月  竪紙/（え837-1
～18は一綴） ・ 1
通 
 え 837 - 15
 乍恐以書付御訴申上候（杏仁27俵を御出役様の命令
で下戸倉宿問屋へ残らず送るに付） 　 羽尾村仙石組
大行司与五郎（印） → 御産物方御会所 
 安政4巳年11月  竪紙/（え837-1
～18は一綴） ・ 1
通 




門（印） → 御産物方御会所御手附片桐庫之助殿 
 安政4巳年6月22日  竪紙/（え837-1
～18は一綴） ・ 1
通 




（印）・長百姓茂三郎（印） → 御産物方御会所 
 安政4巳年11月8日  竪紙/（え837-1
～18は一綴） ・ 1
通 
 え 837 - 18
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /4. 杏仁・甘草 
 （杏仁・甘草関係書状綴） 　  綴/（え67-1～







綴） ・ 1通 




 安政2卯年6月  横切継紙/（え
67-1～16は一
綴） ・ 1通 
 え 67 - 2
 御鑑札受他所商人へ内談伺（杏仁の儀に付） 　  横切継紙/（え
67-1～16は一
綴） ・ 1通 
 え 67 - 3
 （書状、布施高田村島五郎女房ひめ音右衛門様へ欠訴
一条、七印の通り一同歎願に付） ＊（端裏書）「廻状」
 豊馬 → （竹村）金吾様・（山寺）源大夫様・（磯田）音門様 
 12月18日  横切継紙/（え
67-1～16は一
綴） ・ 1通 
 え 67 - 4
 （前条御買上代金の儀は代金御下ケ渡し下されたき




 え 67 - 5
 覚（甘草86箇〆156〆目、惣貫目1千275貫目勘定に付）  横切継紙/（え
67-1～16は一
綴） ・ 1通 
 え 67 - 6
 明屋敷御年貢（金2両1分4朱銀7分3厘請取に付） 　 中島
渡浪（印） → 八田喜兵衛殿内田村久蔵殿 
 安政5午年12月  切紙/（え67-1
～16は一綴） ・ 1
通 
 え 67 - 7
 子極月限仕切覚（大之真甘草9丸代1〆343匁5分5厘勘
定に付） 　 八箇屋弥助（印） → 菊屋伝兵衛様 
 子極月晦日  折紙/（え67-1
～16は一綴） ・ 1
通 
 え 67 - 8
－ 87－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /4. 杏仁・甘草 
 （書状、御領産杏仁御買上の儀にて伊勢町一文字屋彦
治郎他2名願書差し出すに付） ＊下書 　 産物会所懸 
 6月5日  横切継紙/（え
67-1～16は一
綴） ・ 1通
 え 67 - 9
 （書状、この度の御締筋を弁え御産物御一手に取計ら
い出精する旨等） 　 （関）新右衛門 → （松本）嘉十郎様 
 6月25日  横切継紙/（え
67-1～16は一
綴） ・ 1通






 え 67 - 11
 副書（杏仁直段・往還運送賃等に付存慮内々伺） 　  横切継紙/（え
67-1～16は一
綴） ・ 1通
 え 67 - 12
 （書状、5月に忠五郎は荷物積み佐州清三郎船に便船
し箱舘へ下り帰帆しないが着船次第差し登らせる
に付） 　 安達六兵衛 → 八田喜兵衛様 
 7月14日  横切継紙/（え
67-1～16は一
綴） ・ 1通
 え 67 - 13
 （差懸りの儀を申し上げるに付御用状） 　 産物方会所 →
 東寺尾村（印）・西寺尾村（印）・小嶋田村・丹波嶋村（印）・中御
所村 右村々三役人（久保寺村三役人） 




 え 67 - 14
 （書状、杏仁の位上げるようこの度申し合わせの趣意
を荷出し売捌きの向々へ申談の上当会所へ差し出
すべきに付） 　 産物方会所（印） → 久保寺村杏干仁中買共 
 6月23日  横切継紙/（え
67-1～16は一
綴） ・ 1通
 え 67 - 15
 （書状、其村中買友十郎親儀介が無鑑札にて杏干売っ
た趣の申し立てあり、儀介は会所へ罷り出るべき
に付） 　 産物方会所（印） → 久保寺村三組三役人之内惣代壱
人・儀介
 6月23日  横切継紙/（え
67-1～16は一
綴） ・ 1通
 え 67 - 16
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /5. 楮 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付ヲ再応奉願上候（楮商売人鑑札並びに荷
宿設立に付） ＊写 　 石川村荷宿願人藤右衛門・牧野嶋村
同断友左衛門・吉原村商人惣代庄之助 → 御産物方御会所 




 弘化2巳年11月  竪継紙 ・ 1通  え 214 
 楮商人御印鑑札䮒荷宿之儀ニ付御尋之趣再評申上
 産物会所懸 
 11月  切継紙 ・ 1通  え 16












 安政6未年正月  美/（え108～
167は紐一括）/
（え146～160は
紐一括） ・ 1冊 
 え 146 






 え 147 
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /6. 天秤振 /1. 鑑札給付 
－ 88－










綴） ・ 1冊 




人 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1冊 










綴） ・ 1冊 
 え 147 - 3









（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 




之吉 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 148 - 3
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 肴町忠平・取締役妻蔵（印） → 御産物
方御会所





綴） ・ 1通 










綴） ・ 1冊 
 え 148 - 5
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 中条村月夜柵組仁三郎・長百姓彦右
衛門（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 148 - 6
－ 89－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /6. 天秤振 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 五十平村房吉・組頭彦五郎（印） → 御
産物方御会所 






 え 148 - 7






 え 149 
 差上申一札之事（冥加金2朱銀4匁5分日延御聞き済ま
し有りがたきに付） 　 新町村与惣治（印） → 御鑑札御改方
御会所 






 え 149 - 1







 え 149 - 2
 差上申御日延一札之事（天秤振諸商売鑑札残り銀日
延に付） 　 大岡宮平組名主兵吾（印） → 御産物方御会所






 え 149 - 3
 乍恐以書付奉願上候（冥加銀上納日延に付） 　 大岡宮平
組名主兵吾（印）・取締役重兵衛（印） → 御産物方御会所






 え 149 - 4
 乍恐以書付奉願上候（冥加銀上納日延に付） 　 大岡宮平
組名主重三郎（印）・取締役重兵衛（印） → 御産物方御会所 






 え 149 - 5
 乍恐以書付御日延奉願候（天秤振諸商売冥加銀上納







 え 149 - 6
 乍恐以書付御日延奉願候（天秤振諸商売冥加銀上納
日延に付） 　 三輪村長百姓与兵衛（印） → 御産物方御会所






 え 149 - 7






 え 150 
－ 90－









綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 
 え 150 - 2
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 地京原村常膳・組頭勘兵衛（印） → 御
産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 150 - 3
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 追通村伝之丞・名主弥右衛門・頭立伝
右衛門（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 150 - 4
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 大豆嶋村安蔵・名主友之助（印）・組頭
小三郎（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 150 - 5
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 大豆嶋村初蔵・長百姓重蔵（印） → 御
産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 150 - 6
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 布施五明村瀬原田組勇七・名主大吉
（印）・組頭市左衛門（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 150 - 7
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁
5分ずつ上納に付） 　 町川田村巳之作・役人代瀬左衛門
（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 150 - 8
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 小森村彦左衛門・長百姓卯吉（印） →
 御産物方御会所





綴） ・ 1通 










綴） ・ 1通 
 え 150 - 10
－ 91－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /6. 天秤振 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 入山村影山組市左衛門・金作・菊太
郎・名主伊右衛門（印） → 御産物方御会所 


























 え 150 - 13 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 夏和村佐右衛門・弥右衛門・名主織右
衛門（印） → 御産物方御会所 


























 え 150 - 16 
 上（天秤振諸商売冥加銀1匁5分ずつ上納に付） 　 大岡
根越組多三郎・繁蔵・利兵衛・惣右衛門・量左衛門他14名 → 御
産物方御会所 






 え 150 - 17 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 栃原村友治・組頭仁右衛門（印） → 御
産物方御会所 






 え 150 - 18 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 仲條村文吉・組頭東作（印） → 御産物
方御会所 
















 え 150 - 20 
－ 92－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /6. 天秤振 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 腰村幸七・名主利右衛門（印） → 御産
物方御会所





綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 
 え 150 - 22
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁
5分ずつ上納に付） 　 下田町同心丁十兵衛・山下嘉兵衛
（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 










綴） ・ 1通 
 え 150 - 24
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 大豆嶋村篠八・名主友之助（印）・長百
姓栄左衛門（印）・同断重蔵（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 










綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 
 え 150 - 27
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁
5分ずつ上納に付） 　 竹房村長左衛門・名主七郎右衛門
（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 150 - 28
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 東寺尾村常松・取締役妻蔵（印） → 御
産物方御会所 





綴） ・ 1通 










綴） ・ 1綴 
 え 151
－ 93－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /6. 天秤振 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付奉申上候（天秤振諸商売鑑札御返上下げ
金願に付） 　 小市村名主権右衛門・組頭春吉・長百姓清蔵
 → 御産物方御会所 






 え 151 - 1
 差上申一札之事（天秤振諸商売鑑札御返上下げ金請
取に付） 　 小市村名主権右衛門（印）・組頭春吉・長百姓清蔵
 → 御産物方御会所 

















 え 151 - 3






 え 152 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 吉窪村長市・清蔵・名主良治 → 御産物
方御会所 






 え 152 - 1
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 深沢村善左衛門・良治・長百姓文左衛
門（印） → 御産物方御会所 










長百姓善左衛門 → 御産物方御会所 




































 え 152 - 6
－ 94－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /6. 天秤振 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 宮野尾村下組茂吉・文吉・役人代熊吉
（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 152 - 7
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 橋詰村上組八左衛門（印）・役人代兵
之助（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 




（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 










綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 
 え 152 - 11
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁
5分ずつ上納に付） 　 瀬脇村願人義兵衛・長百姓義兵衛
（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 










綴） ・ 1通 
 え 152 - 13
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 山村山村吉三郎・名主代茂作（印） →
 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 152 - 14
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 山布施村新之助・名主伴右衛門（印）
 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 
 え 152 - 16
－ 95－

























実平（印） → 御産物方御会所 






 え 152 - 19 
 乍恐以書付奉願上候（幸右衛門他1名今年より天秤振
諸商売仕らざるよう申し懸るため、御訴えに付） 　
 三水今泉村名主大助（印） → 御産物方御会所 






 え 152 - 20 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 氷熊村常作・吉三郎・組頭文蔵（印） →
御産物方御会所






 え 152 - 21 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 赤田村惣兵衛・組頭七郎治（印） → 御
産物方御会所 






 え 152 - 22 




































 え 153 - 3
－ 96－










綴） ・ 1通 









綴） ・ 1冊 










綴） ・ 1通 




（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 153 - 7
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 大岡村和平組与吉・民右衛門・倉右衛
門・組頭新右衛門（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 
 え 153 - 9
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 和田吐唄村仲右衛門・名主清右衛門
（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 










綴） ・ 1通 










綴） ・ 1通 




（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 153 - 13
－ 97－










 え 153 - 14 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 吉原村友蔵・長蔵・重三郎・喜代松・長
百姓市郎太（印） → 御産物方御会所 






 え 153 - 15 
















































 え 154 - 4
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 足沢村禄兵衛他8か村16名・新町村取
締役与惣次（印） → 御産物方御会所 



























 え 154 - 7
－ 98－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /6. 天秤振 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 本かや村勘左衛門・五兵衛・十左衛
門・長百姓梅右衛門（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 154 - 8
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 外鹿谷村佐右衛門・亀吉・名主吉蔵
（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 










綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 
 え 154 - 15
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 古山村佐右衛門・名主半兵衛（印） →
 御産物方御会所





綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 
 え 154 - 17
－ 99－
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /6. 天秤振 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 瀬戸川村吉右衛門・粂作・名主儀右衛
門（印） → 御産物方御会所 




































 え 154 - 21 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 花尾村佐兵衛・弁作子松吉・名主為之
助（印） → 御産物方御会所 


























 え 154 - 24 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 専納村浅右衛門・勝右衛門・名主嘉右
衛門（印） → 御産物方御会所 
















 え 154 - 26 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 上長井村寅蔵・名主重蔵（印） → 御産
物方御会所 






 え 154 - 27 
－ 100 －









綴） ・ 1通 
 え 154 - 28
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 大安寺村蔵右衛門・房蔵・藤太郎・名
主蔵吉・組頭藤太・長百姓惣吉（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 154 - 29









（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 155 - 1
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 西寺尾村岡神明組栄吉・利吉・清吉・
栄作・名主代惣兵衛（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 




忠太（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 155 - 3
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁
5分ずつ上納に付） 　 杵渕村願人幸右衛門・長百姓忠太
（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 155 - 4
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 中沢村願人長作・名主権右衛門（印）
 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 155 - 5
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 東福寺村嘉弥治他17名・名主長兵衛・
熊蔵・長百姓亀助（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 155 - 6
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 会村安右衛門・長百姓嘉源治（印） →
 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 155 - 7
－ 101 －
































 え 155 - 10 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 布施五明村佐治右衛門・八作・名主大




























 え 155 - 13 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 原村助治・米蔵・名主新平（印） → 御産
物方御会所 
 安政6未年正月  竪紙/（え108～
167は紐一括） ・
 1通 










 え 155 - 15 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 広田村藤左衛門・源五郎・喜三太・勘
兵衛・元助・喜八・七右衛門・名主藤作（印） → 御産物方御会所 
















 え 155 - 17 
－ 102 －
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /6. 天秤振 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 下氷䦑村杢左衛門・惣右衛門・名主官
左衛門（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 










綴） ・ 1冊 










綴） ・ 1通 









綴） ・ 1冊 










綴） ・ 1冊 









綴） ・ 1冊 
 え 155 - 23
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 上真島村庄右衛門他13名・名主米吉・






綴） ・ 1通 









綴） ・ 1冊 




久助 → 産物方御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 155 - 26
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 青木嶋村治左衛門・清十郎・下水䦑村
友左衛門・市兵衛・名主甚四郎（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 155 - 27
－ 103 －




















 え 155 - 29 
















 え 156 - 1
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 布野村又左衛門他12名・長百姓金左
衛門（印） → 御産物方御会所 


























 え 156 - 4
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 中俣村彦左衛門・名主寛蔵（印） → 御
産物方御会所 






 え 156 - 5
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 小嶋村音吉・弥曽吉・万之助・重兵衛・
要之助・組頭長吉（印） → 御産物方御会所 






 え 156 - 6
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 小嶋村弥助・取締役弥兵衛（印） → 御
産物方御会所 






 え 156 - 7
－ 104 －




 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 




 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 156 - 9
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 南堀村勘左衛門・組頭重兵衛（印） →
 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 156 - 10
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 南堀村常吉・長百姓林左衛門（印） →
 御産物方御会所





綴） ・ 1通 
 え 156 - 11
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 石渡村源左衛門弟元左衛門・才四郎・
名主三左衛門（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 156 - 12
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁
5分ずつ上納に付） 　 下越村願人伊兵衛・名主五左衛門
（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 156 - 13
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁
5分ずつ上納に付） 　 中越村願人栄左衛門・名主佐平治
（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 
 え 156 - 15
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁
5分ずつ上納に付） 　 吉田村勘治郎他14名・組頭九十郎
（印）・長百姓利兵衛・名主治左衛門 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 156 - 16
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 吉田村弥左衛門他9名、組頭九十郎
（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 156 - 17
－ 105 －




















 え 156 - 19 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 稲積村宇平太・梅太郎・名主善七・組
頭安右衛門・長百姓茂兵衛（印） → 御産物方御会所 







































































 え 156 - 26 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 三輪村長右衛門他62名・長百姓与兵
衛（印） → 御産物方御会所 






 え 156 - 27 
－ 106 －
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /6. 天秤振 /1. 鑑札給付 



























綴） ・ 1通 
 え 156 - 30
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 西和田村金左衛門・同仁右衛門・名主
仁兵衛・組頭広太（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 




衛門 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 










綴） ・ 1通 










綴） ・ 1通 
 え 156 - 34
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁
5分ずつ上納に付） 　 北長池村久右衛門・名主役金兵衛
（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 156 - 35
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 北長池村仁右衛門・文左衛門・房右衛
門・名主三郎右衛門（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 










綴） ・ 1通 
 え 156 - 37
－ 107 －
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /6. 天秤振 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 西尾張部村源右衛門・長右衛門・名主
喜右衛門（印）・平左衛門（印）・惣七 → 御産物方御会所 






 え 156 - 38 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 西尾張部村伊助・頭立利兵衛（印） →
御産物方御会所

















 え 156 - 40 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 上高田村治郎作弟大助（印）・助右衛
門子伝吉（印）・名主大八（印） → 御産物方御会所 
















 え 156 - 42 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 下高田村彦弥・長百姓金右衛門（印）



























 え 156 - 45 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 東風間村作重郎（印）・善治郎・伝五
郎・源治・惣蔵・粂吉・名主健治（印） → 御産物方御会所 

















 え 156 - 47 
－ 108 －









綴） ・ 1通 




（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 156 - 49
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 松岡村三左衛門・神左衛門・栄助・仁
兵衛・段蔵・名主善右衛門代栄助（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 




惣左衛門（印） → 御掛り御会所 





綴） ・ 1通 
 え 156 - 51
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 新田川合村愛吉他12名・名主甚三郎
（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 156 - 52
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁
5分ずつ上納に付） 　 文門村金兵衛（印）・名主良左衛門
（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 










綴） ・ 1通 
 え 156 - 54
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 市村南組弥平・善右衛門・常平・名主
清太夫（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 156 - 55
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 中野御所村勇作・組頭要右衛門（印）
 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 










綴） ・ 1冊 
 え 156 - 57
－ 109 －





















































 え 156 - 62 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 小市村織右衛門他9名・名主勘左衛
門・組頭杢吉 → 御産物方御会所 






 え 156 - 63 
















 え 157 - 1
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 牧嶋村与右衛門子政右衛門・名主清
十郎（印） → 御産物方御会所 
















 え 157 - 3
－ 110 －
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /6. 天秤振 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁
5分ずつ上納に付） 　 大宝村喜三次・取締役山下嘉兵衛
（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 











綴） ・ 1通 










綴） ・ 1通 









綴） ・ 1冊 










綴） ・ 1冊 
 え 157 - 8
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 森村吉之丞・同仁左衛門・同和惣治・
同栄吉・同美右衛門・名主荘兵衛（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 157 - 9
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 小出村助五郎・長百姓平左衛門（印）
 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 










綴） ・ 1通 
 え 157 - 11
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 赤野田村治右衛門他24名・名主藤右
衛門（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 157 - 12
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁
5分ずつ上納に付） 　 赤野田村源左衛門・名主作左衛門
（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 157 - 13
－ 111 －





























































 え 157 - 19 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 上八丁村永蔵・取締役源三郎・組頭荘
五郎（印） → 御産物方御会所 





































 え 157 - 23 
－ 112 －




（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 157 - 24
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 大熊村治兵衛・名主藤兵衛（印） → 御
産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 157 - 25
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 大熊村和十郎・長百姓勝蔵（印） → 御
産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 157 - 26
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 佐野村倉蔵・名主代長百姓嘉右衛門
（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 










綴） ・ 1冊 
 え 157 - 28
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 福嶋村作蔵・名主半左衛門（印） → 御
産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 157 - 29
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁
5分ずつ上納に付） 　 福嶋村惣左衛門・長百姓名右衛門
（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 
 え 157 - 31
















綴） ・ 1通 
 え 158 - 1
－ 113 －
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /6. 天秤振 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 牧野嶋村藤蔵・山和田吐唄村蔦蔵・牧
野嶋村世話人請人友左衛門（印） → 御産物方御会所 






 え 158 - 2
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 牧野嶋村世話人友左衛門（印）・取締
栗木十蔵 → 御産物方御会所 






































 え 158 - 6
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 椿峯村嘉左衛門・栄之助・菊十・辰蔵・
平右衛門・長百姓嘉右衛門（印） → 御産物方御会所 






 え 158 - 7
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 鬼無里村十助・八五郎・伝蔵・倉吉・組
頭荘右衛門（印） → 御産物方御会所 






 え 158 - 8
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 志垣村菊太郎・六右衛門・市右衛門・
廣太・名主治三郎（印） → 御産物方御会所 






 え 158 - 9
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 下祖山村喜代松・栄三郎・旋重郎・寅
之助・数右衛門・慶作・名主宇兵衛（印） → 御産物方御会所 
















 え 158 - 11 
－ 114 －
6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /6. 天秤振 /1. 鑑札給付
乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁
5分ずつ上納に付） 　 橋詰村上組辰五郎（印）・組頭良助
（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 158 - 12
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 古間村金三郎・甚蔵・三津五郎・駒治・
義与・長百姓磯吉（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 158 - 13
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 町川田村寅次郎・駒三郎・役人代瀬右
衛門（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 158 - 14
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 北高田村奥右衛門・清三郎・栄助・平
吉・名主佐五兵衛（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 158 - 15
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 大豆嶋村森蔵・名主友郎（印） → 御産
物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 158 - 16
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 妻科村久五郎・長左衛門・兵左衛門・
茂二郎・梅吉他8名 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 
 え 158 - 18















綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 
 え 159 - 2
－ 115 －










 え 159 - 3
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 条科村甚作・組頭佐市（印） → 御産物
方御会所 






 え 159 - 4
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 森村久蔵・名主与右衛門（印） → 御産
物方御会所 






 え 159 - 5
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 矢代村治右衛門・忠兵衛・安五郎・勘
蔵・龍蔵他47名・組頭要左衛門（印） → 御産物方御会所 


























 え 159 - 8
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 上徳間村梅吉・名主伝右衛門（印） →
御産物方御会所






 え 159 - 9
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 上平村吉郎左衛門・重作・役人代佐兵
衛（印形失念仕候ニ付） → 御産物方御会所 






 え 159 - 10 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 上五明村治右衛門（印）・名主忠右衛
門（印） → 御産物方御会所 






 え 159 - 11 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 力石村九蔵・役人治右衛門（印） → 御
産物方御会所 






 え 159 - 12 
－ 116 －
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /6. 天秤振 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 上山田村喜三郎・倉之丞・長左衛門・
名主勘右衛門（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 










綴） ・ 1通 
 え 159 - 14
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 大池新田村林左衛門（印）・名主重左
衛門（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 159 - 15
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 八幡村平右衛門・同村直吉・同村善
重・役人代八五郎（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 
 え 159 - 17
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 郡村伝作・同村治右衛門・頭立新右衛
門 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 159 - 18
















綴） ・ 1通 










綴） ・ 1通 










綴） ・ 1通 
 え 160 - 3
－ 117 －
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /6. 天秤振 /1. 鑑札給付 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 地京原村上組五郎右衛門・義惣治・名
主良左衛門（印） → 御産物方御会所 
















 え 160 - 5
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 地京原村下組留蔵・徳蔵・半之助・清
重郎・名主喜兵衛（印） → 御産物方御会所 






 え 160 - 6
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 伊折村上組才太郎・名主留士吉（印）
 → 御産物方御会所 






 え 160 - 7
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 和佐尾村常左衛門子休作・名主越右
衛門（印） → 御産物方御会所 




































 え 160 - 11 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 追迫村吉兵衛・吉兵衛厄介ちの・棟
吉・移治・喜右衛門・名主孫右衛門（印） → 御産物方御会所 
















 え 160 - 13 
－ 118 －










綴） ・ 1通 




作（印）・名主友市（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1冊 
 え 160 - 15
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 栃原村酉未組市郎左衛門・要左衛門・
米作・名主清治郎（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 
 え 160 - 17
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 入山犬飼組藤右衛門（印）・名主孫右
衛門（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 
 え 160 - 19
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 入山村預山組作左衛門・与吉・名主伊
左衛門（印） → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 160 - 20
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 入山村預組嘉助・名主伊左衛門 → 御
産物方御会所 





綴） ・ 1通 
 え 160 - 21
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 廣瀬村上組森吉・組頭弥右衛門（印）
 → 御産物方御会所 





綴） ・ 1通 









綴） ・ 1通 
 え 160 - 23
－ 119 －




衛（印）・長百姓浅右衛門（印） → 御産物方御会所 





























 え 160 - 26 
 乍恐以書付御請奉申上候（天秤振諸商売冥加銀1匁5
分ずつ上納に付） 　 上ヶ屋村京田組要右衛門・名主喜右
衛門（印） → 御産物方御会所 
















 え 160 - 28 









門 → 御産物方御会所 
 嘉永2酉年3月  半 ・ 1冊  え 35
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /8. 明礬 
 乍恐以書付奉申上候（明礬渡世売捌仕切印形お聞き
済まし下されたきに付） 　 小松原村蓬右衛門（印「信州
松代吉飯」） → 御産物御会所 








 天保14卯年9月  半 ・ 1冊  え 34
 乍恐以書付奉願上候（明礬燈手広く売り捌きたくに
付） 　 原村願人菊蔵（印） → 御産物御会所





 天保14年卯10月22日  半 ・ 1冊  え 38
－ 120 －






 天保14年卯11月  半 ・ 1冊  え 47




 天保14卯年  竪紙 ・ 1通（2枚）  え 21
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /10. 硫黄








 弘化4年未9月  竪紙/（え36-1
～3は一綴） ・ 1
通 
 え 36 - 1
 差出申一札之事（御山御法度の条々相守るに付） 　 信
州松代伊勢町代人伝兵衛・関山駅宿源八 → 社領村役人衆中 
 弘化4年未9月  竪継紙/（え
36-1～3は一
綴） ・ 1通 
 え 36 - 2
 （書状、弥左衛門様今日御地へ御出張の積りにて、岡
本氏御取替金並びに雑用ともお返し下されたきに
付） 　 関山山本利兵衛 → 松代松井栄八様貴下
 10月4日  竪紙/（え36-1
～3は一綴） ・ 1
通 
 え 36 - 3








 弘化4年未9月  折紙/（え37-1
～7は一綴） ・ 1
通 
 え 37 - 1
 覚（社領庄屋権左衛門様他人名書上） 　  切紙/（え37-1
～7は一綴） ・ 1
通 
 え 37 - 2
 （書状、来る10日暮頃より頼母敷講にて御出で下され
たきに付） 　 多五 → （八田）嘉右衛門様
 3月5日  切紙/（え37-1
～7は一綴） ・ 1
通 
 え 37 - 3
 覚（203匁7分6厘金銭書上） 　 大庭伊兵衛 → 菊屋伝兵衛様  酉11月15日  切紙/（え37-1
～7は一綴） ・ 1
通 
 え 37 - 4
 覚（13日分御泊り3貫266文金銭書上） 　 関山村岡本四郎
右衛門 → 松井栄八様 
 未9月15日  折紙/（え37-1
～7は一綴） ・ 1
通 
 え 37 - 5
 （書状、1ヶ年15両仕切にては宜しからず、何貫冥加と
取り極め申すべきに付） 　 赤倉より亦右衛門 → 関山宿
ニて栄八様・儀左衛門様貴下
 9月10日  切継紙/（え
37-1～7は一
綴） ・ 1通 
 え 37 - 6
 覚（鷹のめ4貫250目他〆43貫目硫黄書上） 　  切継紙/（え
37-1～7は一
綴） ・ 1通 
 え 37 - 7
－ 121 －
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /11. 木綿 





 天保8年酉2月  竪継紙 ・ 1通  え 169 
 乍恐以口上書奉申上候（栗田村惣八他1名綿商い取り
組み、買い返し仕りたくも承知なしに付） 　 西和田村
綿行事長太夫 → 御産物御会所 
 天保15辰年5月3日  竪紙 ・ 1通  え 194 
 乍恐以書付奉願候（小布施村十八屋文右衛門産物・木
綿代金197両滞り、済まし方仰せ付けられたきに
付） 　 紺屋町藤吉煩ニ付代伜伴之助・伊勢町親類藤左衛門 →
 御産物御会所










 未正月18日  横切継紙 ・ 1通  え 869 
 口上覚（木綿一件、善光寺人気騒立にて、甚十郎忰寿
一郎処遇に付） ＊え869と関連　 
 正月  横切継紙 ・ 1通  え 870 








 嘉永3戌年11月  半 ・ 1冊  え 15
 覚（当村中買手元の疋数に応じ代金の内金受取に付） 
＊雛形  何村三役人印 → 御産物方御会所 
 安政2卯年7月12日  竪紙 ・ 1通  え 197 
 覚（当村中買手元の疋数に応じ代金の内金受取に付） 
＊雛形 　 何村三役人印 → 御産物方御会所 




 竪紙 ・ 1通  え 65
 覚（当村中買手元の疋数に応じ代金の内金受取に付） 
＊雛形 　 何村三役人印 
 竪紙 ・ 1通  え 198 
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /13. その他 /1. 鑑札給付 
 （商売筋御印鑑札の内冥加銀上納之儀に付伺） 　 産物
会所掛
 半 ・ 1冊  え 14
 6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /13. その他 /2. 鑑札製作 
 覚（御鑑札200枚代銀200匁受取に付） 　 建具師国治（印）  午2月朔日  横継紙 ・ 1通  え 32
－ 122 －
6. 産物会所 /1. 諸産物の統制 /13. その他 /2. 鑑札製作 
 6. 産物会所 /2. 近郷での取引 
（産物代金受取証他綴） 　  綴/（え172-1～




 （近世）酉8月10日  横切紙/（え
172-1～9は一
綴） ・ 1通 
 え 172 - 1
 覚（産物代金115両受取に付） 　 大塚孝三郎（印）・山崎久右
衛門・水井忠蔵 → 亀屋清吉殿
 （天保6年）未12月26日  横切紙/（え
172-1～9は一
綴） ・ 1通 
 え 172 - 2
 覚（産物代金230両の内15両受取に付） 　 大塚孝三郎・山
崎久右衛門（印） → 亀屋清吉殿 
 天保6年未12月20日  横切継紙/（え
172-1～9は一
綴） ・ 1通 
 え 172 - 3
 覚（産物代金230両の内100両受取に付） 　 大塚孝三郎
（印）・山崎久右衛門・水井忠蔵 → 亀屋清吉殿
 （天保6年）未11月16日  横切継紙/（え
172-1～9は一
綴） ・ 1通 
 え 172 - 4
 覚（松代荒物屋藤吉より荷物2箇送り代金80両受取に
付） 　 大塚孝三郎・山崎久右衛門（印） → 亀屋清吉殿 
 （近世）申11月朔日  横切継紙/（え
172-1～9は一
綴） ・ 1通 
 え 172 - 5
 覚（産物代金の内60両受取に付） 　 山崎久右衛門（印） →
 亀や清吉殿 
 天保8年酉正月元日  横切継紙/（え
172-1～9は一
綴） ・ 1通 
 え 172 - 6
 覚（産物代金の内50両受取に付） 　 山崎久右衛門（印） →
 亀屋清吉殿 
 （天保8年）酉3月11日  横切紙/（え
172-1～9は一
綴） ・ 1通 
 え 172 - 7
 覚（産物代金30両受取に付） 　 堀内与一右衛門・水井忠蔵
（印） → 亀屋清吉殿
 天保8酉年7月13日  横切紙/（え
172-1～9は一
綴） ・ 1通 
 え 172 - 8
 覚（産物代金10両受取に付） 　 堀内与一右衛門・水井忠蔵
（印） → 中条亀屋清吉殿 
 天保8酉年7月13日  横切紙/（え
172-1～9は一
綴） ・ 1通 
 え 172 - 9
 （産物代金受取証綴） 　  （天保8酉年7月～8月）  綴/（え171-1～
4は一綴） ・ 1綴 
 え 171
 覚（産物代金100両受取に付） 　 堀内与一右衛門・水井忠蔵
（印） → 小布施十八屋虎之助殿 
 天保8酉年7月13日  横切紙/（え
171-1～4は一
綴） ・ 1通 
 え 171 - 1
 覚（産物代金50両受取に付） 　 堀内与一右衛門・水井忠蔵
（印） → 十八屋虎之助殿 
 天保8酉年7月15日  横切紙/（え
171-1～4は一
綴） ・ 1通 
 え 171 - 2
 覚（産物代金50両受取に付） 　 堀内与一右衛門・水井忠蔵
（印） → 十八屋虎之助殿 
 天保8酉年7月22日  横切紙/（え
171-1～4は一
綴） ・ 1通 
 え 171 - 3
 覚（産物代金50両受取に付） 　 堀内与一右衛門・水井忠蔵
（印） → 十八屋虎之助殿 
 天保8酉年8月4日  横切紙/（え
171-1～4は一
綴） ・ 1通 
 え 171 - 4
 覚（明礬正味40貫目代金13両1分銀5匁受け取りに付）
 小市村清太郎（印） → 御産物御会所
 天保14卯年11月23日  竪紙 ・ 1通  え 18
 → 産物方御役所
 6. 産物会所 /3. 江戸での取引 /1. 諸品 
乍恐以書付奉願上候（御領産の品江府売捌の儀、御屋
鋪様御会所御引受を初め万端命ぜられたきに付） 
＊控  小石川指谷町赤塚久右衛門 → 松代様御産物御会所
 天保10亥年3月  竪切紙 ・ 1通  え 50
－ 123 －
 6. 産物会所 /3. 江戸での取引 /1. 諸品 
 6. 産物会所 /3. 江戸での取引 /2. 売り捌き代金滞り
 覚（金150両三井店紬買金差し支え、為替金請取に付）
 増田弥兵衛（印） → 御産物方御会所 
 天保14卯年3月  竪紙 ・ 1通  え 215 
 以書付御届奉申上候（手代売捌代金滞り、三井店買役
文四郎取り計らい出来かね、万作出府仕りたきに
付） 　 増田徳左衛門（印） → 御産物方御会所





伝右衛門 → 三井八郎兵衛殿店御支配人衆中 














 年号月  竪紙 ・ 1通  え 190 
 6. 産物会所 /3. 江戸での取引 /3. 荷物送り状 
 覚（金275両江戸大丸助七方へ送り金請取に付） 　 松代
家中八田嘉助（印墨消）・八田喜兵衛（印墨消）、（裏書）大丸屋
代助七（印墨消） → 大丸喜七殿 





 天保7申年12月  竪紙 ・ 1通  え 203 
 （産物会所関係書状等一括） 　  （え227-2・3は
包紙一括）・ 1点
 え 227 
 （包紙） ＊（包紙上書）「御内用興津権左衛門様　菅沼弥惣右衛
門」  菅沼弥惣右衛門 → 興津権左衛門様
 （近世）  包紙/（え227-1
に2・3が同封） ・
 1点 
 え 227 - 1
 （書状、産物荷物其表へ送返したく、別紙の通り差し
出すに付） 　 （興津）権左衛門様 → （菅沼）弥惣右衛門
 （近世）10月7日  切継紙/（え
227-2・3は包紙
一括） ・ 1通
 え 227 - 2
 午十月八日出（生縮78疋代金51両113分2厘他合金152
両2分6匁9分7厘荷物出し12所へ送り返し荷差し出
すに付） 　 江府産物会所懸 
 （近世）午10月7日  横切継紙/（え
227-2・3は包紙
一括） ・ 1通
 え 227 - 3




 嘉永2酉年9月19日  竪継紙 ・ 1通  え 864 
 乍恐以書取奉願候（御産物品物拝借仕り、網掛村半兵
衛江戸表にて商売仕りたきに付） 　 網掛村願人久米右
衛門・本町善兵衛 → 御産物御会所 
 未10月17日  切継紙 ・ 1通  え 24
－ 124 －
6. 産物会所 /4. 大坂での取引 /1. 嘉永期杏仁・甘草大坂取引
6. 産物会所 /4. 大坂での取引 /1. 嘉永期杏仁・甘草大坂取引 
以書付奉歎願候（甘草方取調中売買差し留め、家内の
者指図の場所へ引き移るべき仰せなるも、調帳面
差し上げるまでは同居仕りたきに付） 　 栄八（印） →
 （菊屋）市兵衛殿・（菊屋）佐助殿
 嘉永4亥年8月11日  竪紙/（下札あ




ても申し訳なきに付） 　 栄八（印） → （菊屋）市兵衛殿・（菊
屋）佐助殿





 嘉永5子年3月  竪継紙 ・ 1通  え 29
 （甘草一條関係到来書状綴） 　  綴/（え82-1～
72は一綴） ・ 1綴 
 え 82
 （袋）＊（袋上書）「甘草一條ニ付此表到来之手簡」 　  袋/（え82-1～
72は一綴） ・ 1点 
 え 82 - 1
 （書状、京都小川平左衛門の儀は諸事内談の次第によ
り取り行いたき旨、昨日拝借の友吉よりの状を返
上するに付他） 　 松本嘉十郎 → 八（八田）嘉助様御尊様
 6月  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 2




大） ・ 1通 
 え 82 - 3
 （書状、例の一条はこの場にて皆止めにしたき旨に
て、喜六出府面談の上皆止めか何とかすべきか引
合に付他） 　 松本嘉十郎 → 八（八田）嘉助様御受上
 9月26日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴）/（虫損あ
り） ・ 1通 
 え 82 - 4
 （書状、金子返上の儀は容易には御調達如何に付） 　
 （松本）嘉十郎 → 伊勢町様御受 
 3日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴）/（虫損あ
り） ・ 1通 
 え 82 - 5
 （書状、上田の一条は手間取り居るに付） 　 （松本）嘉十
郎 → 伊勢町様御受上 
 11月4日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 6
 （書状、大坂和光寺へ上人様御勧化のための善光寺御
普請向は入料雑費1万2千両位3ヶ年納めで十分の
旨、10分1入料は私共も申受けたきに付） ＊下書 　 
 横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 7
 （書状、甲田も雉子の鳥よう天意隠して尻隠さずの訳
に付他） 　 （松本）嘉十郎 → （八田）嘉助様□（綴紐）下 
 11月7日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 8
 （書状、源八も明後日出立の旨、この度持参の人参は
源八に代料呉れるに付） 　 （松本）嘉十郎 → 八嘉（八田嘉
助）様申上
 10月19日  横切紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 





 18日  折紙/（え82-1
～72は一綴） ・ 1
通 
 え 82 - 10
 （書状、結構の御見事の御品頂戴御礼） 　 （松本）嘉十郎
 → 八田様御請
 18日  横切紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 11
－ 125 －
 6. 産物会所 /4. 大坂での取引 /1. 嘉永期杏仁・甘草大坂取引 
 （書状、竹山丁へ御差出の御品は御留守にても下り有
無を伺うに付） 　 （松本）嘉十郎 → （八田）嘉助様御受
 13日  切紙/（え82-1
～72は一綴） ・ 1
通
 え 82 - 12
 （書状、忠左衛門へ面会し与助宅へ呼込み理解申合い
のところ、御手段50両なり70両なり御工夫された
きに付） 　 （松本）嘉十郎 → （八田）嘉助様・（八田）慎蔵様御
内申上 
 8月4日  横切紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通
 え 82 - 13
 （書状、今朝源八私宅にて申聞あった旨、羽田氏連名
にて書状佐久間殿へ差し上げの旨） 　 松本嘉十郎 →
 八田嘉助様几下
 10月20日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通
 え 82 - 14
 （書状、極めて差し懸りの御内用筋あり大延引、例の
先触の義は先日の通り認め差し出されたきに付） 
 松本嘉十郎 → 八（八田）嘉助様差進申上
 8月24日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通
 え 82 - 15
 （書状、妻科村新田組治兵衛内願申出の買次荷宿の儀
は荷札・冥加に付御勘考を願う） ＊（端裏書）「御内願
書」  （松本）嘉十郎 → （水井）忠蔵様・（春日）儀左衛門様・（佐
竹）周蔵様・（八田）嘉助様・（八田）喜兵衛様・（八田）義三郎
様・（大塚）孝三郎様
 7月24日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通




 9月10日  切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通
 え 82 - 17
 （書状、為替金の儀は御内談あり明朝御咄伺いたきに
付） 　 （水井）忠蔵 → （松本）嘉十郎様 




 え 82 - 18
 （書状、大坂書状差し上げるので御紙面と一同御出し
下さるよう願うに付） 　 高井（三九郎）生拝 → 八田（嘉助）
様貴下 
 5月2日  横切紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通
 え 82 - 19
 （書状、先荷の86箇着いたところ目方等の儀に付ご覧
下されたき旨、甘草直段引き立て舟積埋まるよう
にすべきに付） 　 （松本）嘉十郎 → 水井（忠蔵）様 
 11月19日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通
 え 82 - 20
 （書状、大坂炭屋孫七殿の来状を松本氏より廻すので
ご覧下されたきに付） 　 （水井）忠蔵 → （八田）嘉助様
 11月19日  横切紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通
 え 82 - 21
 （書状、大坂よりの別紙を差し越すに付） 　 竹村金吾 →
 八田嘉右衛門殿
 11月19日  切紙/（え82-1
～72は一綴） ・ 1
通




 9月6日  横切紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通
 え 82 - 23
 （書状、大坂炭孫並びに栄八よりの来状をご覧に入れ
るに付） 　 （水井）忠蔵 → （八田）嘉助様 
 11月19日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通
 え 82 - 24
 （書状、江戸表より書状到来し御金拝借に付） 　 （水井）
忠蔵 → （八田）嘉助様




 え 82 - 25
 （書状、宇田川自筆の書付をご覧に入れるに付嘉右衛
門天神社内への立会いは〆8人に付） 　 間庭（平右衛
門） → 松本（嘉十郎）様 
 12月27日  横切紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通
 え 82 - 26
 （書状、今朝拝顔の砌のお願いはご苦労様だが、この
使い同道御光栄の程願うに付） 　 竹屋喜六 → 信州松代
間庭平右衛門様尊下 
 12月4日  切紙/（え82-1
～72は一綴） ・ 1
通
 え 82 - 27
－ 126 －
 6. 産物会所 /4. 大坂での取引 /1. 嘉永期杏仁・甘草大坂取引
 （書状、竹村御奉行より御用呼び出しにて、友七が甘
草日本一の名所に賞翫した件に付） ＊（端裏書）「御
内々申上」 　 松嘉（松本嘉十郞）拝 → 伊勢町様梧下 
 2月20日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 28
 （書状、御精々骨折の一条に付友吉は今日帰った旨、
糸の儀は下直の様子にて質入無きに付友吉に聞く
べきに付） 　 松本（嘉十郞）拝 → 水井（忠蔵）様
 8月23日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 29
 （書状、白子は先月21日に罷り出、藤戸殿は20日出立
が延引になった趣を松本様へ申し上げ置きに付） 
 小布施塩屋太三郎 → 松代菊屋伝兵衛様・友吉様几下 
 4月1日  横切紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 30
 （書状、善光寺よりの書状・間庭の手状を取り込み残
らず尊君様へ封を願うに付） 　 松嘉（松本嘉十郎） → 八
嘉（八田嘉助）様御受 
 12月27日  切紙/（え82-1
～72は一綴） ・ 1
通 
 え 82 - 31
 （書状、小布施高井よりの件にて太三郎方へ喜六より
何か遣わす様子に付） 　 （松本）嘉十郎 → （八田）慎蔵様御
受上 
 4月2日  横切紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 32
 （書状、甘草一条にて公辺御達しになり一統振り留め
に付庄吉方へ御書面下され委細申し談じ差し上げ
るに付） 　 高井（三九郞）生拝 → 松本（嘉十郞）様貴下 
 11月16日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 33
 （書状、来状別紙の趣に付ご覧なされたきに付） 　 松本
嘉十郎 → 八（八田）嘉助様申上置
 8月23日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 34
 （書状、竹村御奉行等御上京の旨、この一事は御秘し
置き下されたきに付） ＊（端裏書）「極秘密御覧後ハ御火
中奉願上候」 　 （松本）嘉十郎 → （八田）嘉助様
 2月3日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 35
 （書状、炭彦が喜六への縁金御返金の上は、甘草の事
は商家の差引なので、内借金差引は流し荷物に取
り計らうに付） 　 → （八田）慎蔵様内密
 閏朔  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 36
 （書状、戸佐久大坂表へ着致し甘草荷物売代金の預け
内金借りを取り計らうべきところ孫七へ一向に面
会せざるに付他） 　 （松本）嘉十郎 → （八田）慎蔵様申上
 6月8日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 37
 （書状、大坂に出居りの甘草の件にて、太三郎・栄八・
友吉等の内談評決の取り合わせに付） 　 松本嘉十郎
 → 八（八田）慎蔵様差進申上 
 2月29日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 38
 （書状、藤戸荷物売り捌き預け内借りの件、炭彦の方
一条等は少しも弁じない心中にて相違無き由に
付） 　 松本嘉十郎 → 八（八田）慎蔵様御受 
 2月11日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 39
 （書状、泉屋源八等の書状御廻し下されたき申し出は
出来兼ねるに付） 　 （松本）嘉十郎 → 伊勢町様御請申上
 4月26日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 40
 （書状、小布施より高井氏が紺屋町山田やへ着に付栄
八・友吉へも知らされたきに付他） 　 （松本）嘉十郎 →
 いせ町様
 3月5日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 41
 （書状、高井氏内評は今晩に付厚き御賢慮成し下され
たきに付） 　 松本嘉十郎 → 八（八田）慎蔵様御内々申上
 3月6日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 42
 （書状、炭彦方にて荷物廻しの分等為替の件、甘草畑
運上止め買人へ御鑑札渡すに付他） 　 （松本）嘉十郎
 → （八田）嘉助様几下 
 3月22日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 43
 （書状、栄八は日雇ものだがこの場に至り諸事万事取
り計らいの事にて功次第にて勘弁すべきに付） 　
 （松本）嘉十郎 → （八田）慎蔵様［　　］（破損）
 4月8日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 44
－ 127 －




下書　 松本嘉十郎・八田嘉助・八田忠左衛門 → 佐久間修理様
 1月9日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通
 え 82 - 45
 （書状、別紙共ご覧成し下されたきに付） 　 （水井）忠蔵・
（松本）嘉十郎 → 寺町様・いせ町様 
 25日  切紙/（え82-1
～72は一綴） ・ 1
通
 え 82 - 46
 （書状、栄八へ明日にも参るように申し通しくだされ
たきに付） 　 （松本）嘉十郎 → 伊勢町様
 8月26日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通
 え 82 - 47
 （書状、栄八如何の事に付、上坂手間取り居るのか待
たされているに付） 　 松嘉（松本嘉十郎） → 八田若様 
 3月5日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通
 え 82 - 48
 （書状、大坂より早道し漸く只今帰着、栄八も明日着
くに付） 　 松本嘉十郎 → 八（八田）嘉助様申上
 晦日  横切紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通
 え 82 - 49
 （書状、申し上げ置きの写し差し上げるので御摺込に
成し下さるべきに付） 　 （松本）嘉十郎 → 伊勢町様
 28日  切紙/（え82-1
～72は一綴） ・ 1
通
 え 82 - 50
 （書状、孫七申し越しの塩の儀は今町高田直下げにて
見合わせ、栄八首尾能く申し談じ帰国するよう願
うに付他） 　 松本嘉十郎 → 八（八田）嘉助様御差上
 6月17日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通
 え 82 - 51
 （書状、御内用囲金拝借の件にて貴様御登りの節200
両程時借したき旨、嘉助様へ御願い下されたきに
付） ＊（端裏書）「極内密事　松嘉」 　 松嘉（松本嘉十郎） → 栄
八様
 3月7日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通
 え 82 - 52
 （書状、菱徳一件の事、何とぞ御心中のみに成し下さ
れたく別段申し上げに付） ＊（端裏書）「極秘御火中」
 松嘉（松本嘉十郎） → 八嘉（八田嘉助）様
 3月29日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通
 え 82 - 53
 （書状、塩積込取り計らいの様子、甘草・硫礦・小豆・く
わつ石の直段に付他） ＊（端裏書）「御覧後御火中奉願
候」　 （松本）嘉十郎 → （八田）嘉助様几下
 3月29日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通
 え 82 - 54
 （書状、為替金の儀は誠に迷惑にてとても渡し兼ねる
旨御返事に付） 　 太三郎 → 友吉様 
 戌12月13日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通
 え 82 - 55
 （書状、康楽一条にて別紙の趣申し上げるに付） 　 （松
本）嘉十郎 → 直蔵様御直披
 7月28日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通
 え 82 - 56
 覚（康楽寺一件の書類書状等は取り調べに入用にて
内々御用意成し下さるべきに付） 　 
 7月28日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通
 え 82 - 57
 （書状、この節を外すと品により取り返しがつかない
旨別紙申し上げに付）） ＊（端裏書）「極内々申上」 　 松嘉
（松本嘉十郎） 
 28日  切紙/（え82-1
～72は一綴） ・ 1
通




 2月22日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通
 え 82 - 59
 （書状、孫七よりの彼下案を見せるに付） 　 松嘉（松本嘉
十郎） → 伊勢町様書状添 
 8月9日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通
 え 82 - 60
 （書状、栄八出立は内実は2日も延びた旨内調に付、去
る文化9年諏訪宮遷宮の節の狂言他の委細伺いに
付） 　 松本嘉十郎 → 御用筋八田嘉助様差懸り 
 7月26日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通
 え 82 - 61
－ 128 －
 6. 産物会所 /4. 大坂での取引 /1. 嘉永期杏仁・甘草大坂取引
 （書状、大坂炭彦一件にて喜六よりは内状も遣わしく
れず心配に付） 　 （松本）嘉十郎 → 伊勢町様御受上 
 2月3日  横切紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 




 6月20日  横切紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 




 6月20日  切紙/（え82-1
～72は一綴） ・ 1
通 




 → 松本嘉十郎様・八田嘉助様御報 
 12月13日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 65
 （書状、先達て願い奉る金子何分お廻し下されたきに
付） 　 寺町 → 伊勢町様希内用
 11月朔日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 66
 （書状、先日の3000両お願い飛脚参るべきご様子等伺
いに付） 　 松本嘉十郎 → 八（八田）嘉助様申上置
 6月18日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 67
 （書状、藤助に話しを求め、喜六・友吉・炭彦・栄八等の
様子報告に付） 　 （松本）嘉十郎 → （八田）嘉助様御内々
 6月16日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 





 10月11日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 69
 （書状、柄澤孝左衛門実は老耄したかの事態にて、伜
忠蔵早春の内に国元へ差し戻しその代りに尊公召
し抱えの積もり等含め置くに付） 　 松本嘉十郎 → 浅野
佐兵衛様人々御中 
 12月10日  横切継紙/（え
82-1～72は一
綴） ・ 1通 
 え 82 - 70
 （書状、麁肴召し上がりなら有り難いが御眼病にてい
ずれでもよいに付） 　 松本嘉十郎 → 伊勢町様申上
 9月9日  切紙/（え82-1
～72は一綴） ・ 1
通 
 え 82 - 71
 （書状、この程より拝借の桃灯2ツ返上に付） 　 松本嘉十
郎 → 八（八田）嘉助様拝借御品返上
 12月4日  切紙/（え82-1
～72は一綴） ・ 1
通 
 え 82 - 72
 覚（大甘草100箇代金500両他〆金600両のうち、金500
両大坂表にて御貸し下げ願いに付） 　




綴） ・ 1通 
 え 30
 6. 産物会所 /4. 大坂での取引 /2. 安政期杏仁大坂取引 
 口上書一札之事（松代様御領分杏仁御取り締まり御
厳重に成されるよう願に付） 　 道修町薬種問屋小西彦
七（印） → 松代様御用場守津田屋友七殿 
 安政2年卯4月  竪継紙 ・ 1通  え 10
 （袋）＊（袋上書）「安政六未年二月大坂炭屋孫七より名古屋へ
向為替金之義ニ付取調書類」 　 
 安政6年2月  袋/（え72～81






衛印 → 御奉行所 
 安政6未年4月  半 ・ 1冊  え 64
－ 129 －
 6. 産物会所 /4. 大坂での取引 /3. 西国産諸品買い上げ 
 6. 産物会所 /4. 大坂での取引 /3. 西国産諸品買い上げ
 御改塩仕切状之事（塩3800俵代銀合25貫380匁） 　 赤穂
西濱柴原幾左衛門（印「濱野屋」） → 信州松代菊屋伝兵衛殿
 酉5月4日  竪継紙/（虫損
甚大） ・ 1通
 え 25
 覚（大坂炭彦宛為登金手形1200両請取に付） 　 喜多村富
兵衛（印「廻船下り塩北新堀町喜多村」） → 久吉丸多蔵殿
 丑ノ7月3日  切紙 ・ 1通  え 42





 え 177 
 口達（越後今町船問屋柴山作左衛門手代作右衛門・石
塚六三郎手代太吉杏仁荷物取引に付） 　 松代産物方
会所印 → 越後今町高田や源兵衛江 
 （近世）11月8日  横切紙/（え
177-1～3は一
綴） ・ 1通
 え 177 - 1
 乍恐以書付奉願候（為替金銭195両受取りに付） 　 越後
国今町柴山作左衛門代召使作右衛門・同処石塚六三郎代召
使太吉 → 松代御産物方御会所附片桐庫之助様
 安政2年卯11月6日  竪継紙/（え
177-1～3は一
綴） ・ 1通
 え 177 - 2
 乍恐以書付御内願奉申上候（手代不調法至極、お詫び
の上金子早々上納に付） ＊下書 　 越後今町高田や源兵
衛 → 松代様御産物御会所 
 安政2年卯11月7日  半/（え177-1～
3は一綴） ・ 1通
 え 177 - 3
 （書状、御運送荷物賃銭600両御下げ渡し下されたき
に付） 　 （北越魚沼郡）小下り（藤屋）与市・喜三治 → 松代御
藩中冨岡（良右衛門）様
 （近世）6月10日  横切継紙/（包
紙共） ・ 1通
 え 168 
 6. 産物会所 /4. 大坂での取引 /5. 炭屋孫七割済金関係
 （大坂炭屋割済金関係綴） 　  綴/（え6-1～5











 申5月  竪紙/（え6-1～
5は一綴） ・ 1通
 え 6 - 2 







 え 6 - 3 
 諸品下代銀差引扣（合銀33貫419匁4分4厘） 　  丑3月  横長半/（え6-1
～5は一綴） ・ 1
冊





 嘉永6丑年8月  竪紙/（え6-1～
5は一綴） ・ 1通
 え 6 - 5 
 6. 産物会所 /4. 大坂での取引 /6. 炭屋彦五郎からの預り金 
 乍恐以書付奉歎願候（炭屋孫七より預け置く金子の
儀、勘弁仕るよう願人どもへ御利解下されたきに
付） 　 伊勢町伝兵衛（印） → 御奉行所 
 安政6未年4月  半/（え72～81
は袋一括） ・ 1冊 
 え 72
－ 130 －
 6. 産物会所 /4. 大坂での取引 /6. 炭屋彦五郎からの預り金 
 乍恐以書付奉願上候（炭屋孫七より預け置く金子の
儀、勘弁仕るよう願人どもへ御利解下されたきに
付） ＊下書  伊勢町伝兵衛・紙屋町戸佐久・たれ → 御町御奉
行処 




























 え 75 - 1
 （書状、孫七義嘉永六年当所へ下り金約定仕る処、困
窮し家出に付大坂炭屋彦五郎店支配人へ委細懸合









 え 75 - 2





















付） 　 伊勢町伝兵衛（印） → 御奉行所




内） ・ 1冊 
 え 77
 （書状、尾州名古屋井澤や新治郎・大坂炭や孫七より










括） ・ 2通 
 え 80






 7月  半 ・ 1冊  え 70
－ 131 －
6. 産物会所 /4. 大坂での取引 /7. 炭屋孫七関係書状など綴
 6. 産物会所 /4. 大坂での取引 /7. 炭屋孫七関係書状など綴 
 （炭屋彦七他書状綴） 　  綴/（え55-1～




 小西彦七 → 菊屋栄八様貴下 
 3月7日  横切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通
 え 55 - 1
 （包紙） ＊（包紙上書）「菊屋伝兵衛様貴下　小西彦七」 　 小西




 え 55 - 2
 （書状、先年御産物御取極り一件で御店栄八様登板す
るも御掛合談事行き届かず今一応工夫を願うに
付） 　 小西彦七 → 菊屋伝兵衛様・御子息様参人々御中
 3月7日  横切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通
 え 55 - 3
 （書状、去亥年に差し出された産物代金分の為替取計
の本送は重便廻しにて下さる旨承知に付） 　 （松沢）
文右衛門 → 御在所御掛り様 
 7月3日  横切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通
 え 55 - 4
 （書状、小泉氏への為替取計らいの儀、私より懸合よ
うにとの御紙面の趣承知に付） 　 （松沢）文右衛門 →
 （八田）嘉兵衛様
 7月3日  横切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通
 え 55 - 5
 （書状、町川田村彦左衛門このたび金3両拝借願に付
産物代送り金の内貸し渡し証文取り置くに付） 　
 （松沢）文右衛門 → 御在所御掛り様 
 7月2日  切紙/（え55-1
～52は一綴） ・ 1
通










 11月24日  横切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通
 え 55 - 8
 （包紙） ＊（包紙上書）「八田嘉助様・松本嘉十郎様御直披　林
孫七」  林孫七 → 八田嘉助様・松本嘉十郎様御直披 
 嘉永4年亥11月  包紙/（え55-1
～52は一綴） ・ 1
点
 え 55 - 9
 乍憚口上（銀方外々の取扱は不本意の折柄だが是迄
通り御用向等命ぜられたきに付） 　 林孫七 → 八田嘉助
様・松本嘉十郎様
 （嘉永4年）亥11月  横切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通
 え 55 - 10
 （包紙） ＊（包紙上書）「御用筋興津権右衛門様　藤田為之丞」




 え 55 - 11
 （書状、白斜子5疋を御納戸方より慥かに受取るに付）
 （藤田）為之丞 → （興津）権右衛門様 
 10月17日  横切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通
 え 55 - 12
 （書状、白斜子5匹進上の件でその方の直段分かれば
仰せ進られ下さるよう願うに付） 　 （藤田）為之丞 →
 （興津）権右衛門様 
 10月19日  切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通






 え 55 - 14
 覚（白斜子江七十四代金1両1分8匁8分2厘他〆金6両3
分6匁1分7厘を御手元へ差出に付） 　
 11月  横切紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通
 え 55 - 15
 （包紙） ＊（包紙上書）「於松代菊伝兵衛様御請　炭屋孫七」
炭屋孫七 → 於松代菊（菊屋）伝兵衛様御請 
 6月6日  包紙/（え55-1
～52は一綴） ・ 1
点
 え 55 - 16
－ 132 －






大） ・ 1通 
 え 55 - 17
 御請（栄八様御上坂に付暑中御伺として熨斗添岩茸1
箱他を指し出すに付） 　 炭屋孫七 → 菊（菊屋）伝兵衛様
 6月6日  横切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通 




 6月6日  横切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通 
 え 55 - 19
 （包紙）＊（包紙上書）「八田喜兵衛様急用［  ］（虫損）　佐竹周




 え 55 - 20
 （書状、十八屋より300両持参し、早速御納戸へ収め為
替証文をお廻しするところ明26日受け取り差し上
げるに付） 　 （佐竹）周蔵 → （八田）喜兵衛様申上
 10月25日  横切紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通 
 え 55 - 21
 （包紙）＊（包紙上書）「八田喜兵衛様・堀内与一右衛門様　佐





 え 55 - 22
 （書状、毎度面倒ながらこの書状お届下さるよう願う
に付） 　江店会所掛り → 御在所御掛中様
 8月21日  横切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通 
 え 55 - 23
 （包紙）＊（包紙上書）「松代御家中松本嘉重郎様御報急用書　
より松本文字屋清八郎」 　 （より松本）文字屋清八郎 → 松代
御家中松本嘉重郎様 
 10月3日  包紙/（え55-1
～52は一綴） ・ 1
点 
 え 55 - 24
 （書状、このたびの一条の儀は漸々出来下され家内一
統大祝の旨、大坂表より飛脚帰宅にて書面指し上
げるに付他） 　 文字屋清八郎代正助 → 松本嘉重郎様上 
 10月3日  横切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通 
 え 55 - 25
 （包紙）＊（包紙上書）「八田喜兵衛様　佐竹周蔵　子十一月
十七日到来」 　 佐竹周蔵 → 八田嘉兵衛様
 子11月17日到来  包紙/（え55-1
～52は一綴） ・ 1
点 
 え 55 - 26
 （書状、増田為替金30両上納、御納戸へ収め証文等こ
の便に差し上げるに付） 　 江店かゝり → 御在所御掛り
中様 
 11月11日  横切紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通 
 え 55 - 27
 （書状、十八屋より金150両差し出し、明12日御納戸へ
収め為替証文受け取り、御便次第差し送るに付） 　
 （佐竹）周蔵 → （八田）喜兵衛様 
 11月11日  横切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通 
 え 55 - 28
 （書状、為替金十八屋300両は上納次第手形差し上げ
るか追々150両差し上げるかに付他） 　 （佐竹）周蔵 →
 （八田）喜兵衛様
 11月11日  横切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通 
 え 55 - 29
 （包紙）＊（包紙上書）「信州松代八田嘉右衛門様御請用書　河





 え 55 - 30
 （書状、先達って差し下しの御茶料金1両2分慥に落手
に付） 　河村宗順内武村千造 → 八田嘉右衛門様御請 
 12月6日  横切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通 
 え 55 - 31





 え 55 - 32
 （書状、河村への金子入御状山城屋迄届けるので受け
取り書付御落手すべきに付） 　 岡野陽之助 → （八田）嘉
右衛門様申上 
 12月17日  横切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通 
 え 55 - 33
－ 133 －
 6. 産物会所 /4. 大坂での取引 /7. 炭屋孫七関係書状など綴





 え 55 - 34
 （書状、赤倉願人他一統必至と行き立ち難き件にて榊
原様御屋敷にてお尋ね下されたきに付） 　 笠井伝兵
衛 → 有賀平兵衛様人々御中 
 3月18日  横切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通
 え 55 - 35
 （包紙） ＊（包紙上書）「八田喜兵衛様　松沢文右衛門」 　 松沢




 え 55 - 36
 （書状、去冬惣兵衛殿差し出しの白木綿代を別紙書付
の通り小林平右衛門殿へ渡したので御落手下さる
べきに付） 　 （松沢）文右衛門 → （八田）喜兵衛様
 5月7日  横切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通




 5月  切紙/（え55-1
～52は一綴） ・ 1
通
 え 55 - 38
 （包紙） ＊（包紙上書）「松代松本嘉十郎様別飛脚　竹屋喜六」
 竹屋喜六 → 松代松本嘉十郎様
 8月2日  包紙/（え55-1
～52は一綴） ・ 1
点
 え 55 - 39
 覚（富濱1000俵他〆3艘入津着船に付） 　  切紙/（え55-1
～52は一綴） ・ 1
通




 8月2日  横切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通
 え 55 - 41
 （包紙） ＊（包紙上書）「八田鉄之助様　中島三右衛門」 　 中島




 え 55 - 42
 （書状、兼ねて仰せ越しの大画仙の件は思し召しなら
ば直ぐに貰い差し上げる旨問い合わせに付） 　 （中
島）三右衛門 → （八田）鉄之助様 
 5月21日  横切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通







 え 55 - 44
 （包紙） ＊（包紙上書）「水忠蔵様・松嘉十郎様上　津国屋友七
拝」/（下札上書）「嘉永三戌年」　 （従大坂）津国屋友七拝 → 水
（水井）忠蔵様・松（松本）嘉十郎様上 
 嘉永3戌年4月19日  包紙/（え55-1
～52は一綴） ・ 1
点
 え 55 - 45
 （書状、御馳走等の御礼、八田様・栄八様御上坂の御取
掛り御掛合は宜しき御取合にもならず心配の旨
等） 　 津国屋友七 → 松本嘉十郎様・水井忠蔵様
 （嘉永3年）戌4月19日  横切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通
 え 55 - 46









 4月2日  横切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通
 え 55 - 48
 （包紙） ＊（包紙上書）「後丁深美甚十郎様　松代菊屋伝兵衛」




 え 55 - 49
 （書状、越州小山氏御同伴の節塩荷物運送方は見合わ
せになったが今般御示談整ったので申談したきに
付） 　 菊屋伝兵衛 → 深美甚十郎様
 3月7日  横切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通
 え 55 - 50
－ 134 －
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 （書状、越州小山氏御同伴の節塩荷物運送方は見合わ
せになったが今般御示談整ったので申談したきに
付） ＊下書/（端裏書）「三月十七日」 　 菊屋伝兵衛 → 深美甚
十郎様 
 3月  横切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通 
 え 55 - 51
 （書状、塩御引合の儀は追々延引の所この程松代菊屋
よりの別紙書状を御覧なされたきに付） ＊（端裏書）
「添簡下書扣」 　 深美甚十郎 → 小山吉之丞様 
 3月24日  横切継紙/（え
55-1～52は一
綴） ・ 1通 
 え 55 - 52
 （炭屋孫七関係綴・受取） 　  綴/（え27-1～




て上納致すと申すに付） ＊（表書）「回状」 　 （松本）嘉十
郎 → （水井）忠蔵様・（春日）儀左衛門様・（佐竹）周蔵様・（八
田）慎蔵様・（八田）喜兵衛様 
 11月6日  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通 





綴） ・ 1通 
 え 27 - 2
 （書状、昨冬少々御買い入れの甘草・杏仁御送状の通
り、御積み出しの由承知に付）＊（端裏朱書）「嘉永元年
葉月廿日水井忠蔵様より至来」 　 炭屋孫七 → 菊（菊屋）伝兵
衛様・沼大蔵様
 9月5日  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通 
 え 27 - 3
 （書状、金2両遣わされ御注文の御品畏まり奉り、今日
調え、明晩差し上げるに付） 　 （岡野）陽之助 → （八田）銕
之助様
 26日  横継紙/（え
27-1～55は一
綴）/（継紙剥
離） ・ 1通 
 え 27 - 4
 （書状、日本橋大問屋共残らず穿鑿仕り、何方にても
高値にて3匁6分より下値の品無きに付） 　 甚蔵拝 →
 八田様上
 11月27日  横継紙/（え
27-1～55は一
綴）/（継紙剥
離） ・ 1通 
 え 27 - 5
 （書状、金談一件ようやく500両だけ江戸為替にて相
納めるほか御工風成されたきに付） 　 炭屋孫七 → 水
（水井）忠蔵様・松（松本）嘉十郎様 
 4月17日  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通 
 え 27 - 6
 （書状、栄八様当所成り行き申し上げたところ、御承
引成し下さるほかに付） 　 炭屋孫七 → 菊（菊屋）伝兵衛
様 
 8月19日  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通 





綴） ・ 1通 





綴） ・ 1通 





綴） ・ 1通 








み） ・ 1通 






 え 27 - 12
 （書状、為替金の儀、御承知下さるに付） 　  12月20日  切紙/（え27-1
～55は一綴） ・ 1
通 
 え 27 - 13
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 （書状、御用場御入用帳面ほか慥に落手仕り、明日宮
本氏へ相廻したきに付） 　 善治 → （松本）嘉十郎様 
 7月5日  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 27 - 14
 杏（松代産杏仁の効能書上） 　  切紙/（え27-1
～55は一綴） ・ 1
通
 え 27 - 15





 え 27 - 16
 覚（上条村佐市195俵ほか〆939俵1斗4升俵数書上） 　  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 27 - 17
 （書状、荷品代金渡方の儀に付） 　 （春日）儀左衛門 → （佐
竹）周蔵様・（八田）慎蔵様・（八田）喜兵衛様




 え 27 - 18
 乍恐（石川村より荷出し金1両に付10貫500匁他書上）  6月  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 27 - 19
 内意申含認取（当国杏仁の儀、世話方精々骨折り出精
下されたきに付） 　 稲荷山宿松屋源之助
 卯7月6日  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 27 - 20
 回状（相場の儀は杏仁も船入れ出立よりは高きに付）
 （松本）嘉十郎 → （佐竹）周蔵様・（八田）慎蔵様・（八田）喜兵衛
様・（八田）義三郎様・（高野）覚之進様 
 7月1日  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 27 - 21
 （書状、矢代村新治之助異印の事、源之助明日呼び出




 え 27 - 22
 差上申御受一札之事（杏仁為登方手はじめに付、世話
方の仰せを蒙るに付） 　 松屋源之助 → 松代御産物方御会
所 
 卯7月  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 27 - 23
 差上申一札之事（杏仁世話方の御内意を被りありが
たきに付） 　 稲荷山村松屋源之助 → 松代御産物方御会所
 安政2卯7月6日  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通




 7月9日  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 27 - 25
 （書状、川田宿又右衛門内願大豆一件、兵庫北風庄右
衛門店へ積めば大丈夫に付他） 　 （松本）嘉十郎 → 善治
様・慎介様
 7月5日  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 27 - 26





 （松本）嘉十郎 → （春日）儀左衛門様 
 9月  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通






 え 27 - 29
 回状（杏仁一条、別紙伺書など案文取調べ御覧に入れ
るに付） 　 松本嘉十郎・（春日）儀左衛門 → （水井）忠蔵様・
（佐竹）周蔵様・（八田）慎蔵様・（八田）喜兵衛様・藤三郎様・
（高野）覚之進様 
 7月2日  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通






 え 27 - 31
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 （書状、杏仁一条惣〆出代金の儀、御繰り合わせ御光
来下されたきに付） 　 （八田）嘉助 → （佐竹）周蔵様・（八
田）喜兵衛様・（八田）慎蔵様 
 12月20日  切紙/（え27-1
～55は一綴） ・ 1
通 





 卯8月  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通 













 え 27 - 35
 廻章（御領分杏仁の儀、御一手に大坂へ登らせば、炭
彦気向きも引き立ち申すべきに付他） 　 八兵衛 → 金
五郎様・九兵衛様・恒太夫様・十左衛門様・一政様
 6月12日  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通 




 6月  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通 
 え 27 - 37
 （書状、御勘弁の上、それぞれ御手配願い上げに付） 　
 （関）新右衛門拝上 → （佐竹）周蔵様・（八田）喜兵衛様 
 6月18日  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通 
 え 27 - 38
 申上（御他領商人へ杏仁を御会所に相当値段にて売
り渡しの対談に付） 　 関新右衛門
 6月18日  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通 
 え 27 - 39
 （書状、新右衛門より別紙の通り申し来るに付） 　 佐竹
（周蔵） → 松本（嘉十郎）様
 6月19日  切紙/（え27-1
～55は一綴） ・ 1
通 
 え 27 - 40
 覚（〆3貫目代金104両金銭書上） 　 菱屋与兵衛 → 炭屋孫
七殿 
 6月10日  切紙/（え27-1
～55は一綴） ・ 1
通 
 え 27 - 41
 覚（30目5分かへ他数量書上） 　 錫屋卯兵衛［印］ → 炭孫（炭
屋孫七）様 
 6月8日  切紙/（え27-1
～55は一綴） ・ 1
通 
 え 27 - 42
 覚（上玉印中輪3樽代金57両他金銭書上） 　 かぎや武兵
衛（印） → 炭屋孫七様 
 6月10日  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通 
 え 27 - 43
 ［　　］（綴紐）覚（四出印小木壱丸） 　 日野屋伊兵衛 → 炭
屋孫七様 
 戌3月16日  切紙/（え27-1
～55は一綴） ・ 1
通 
 え 27 - 44
 覚（6匁6分3厘他〆11匁1分4厘勘定改めに付） 　 （印「大
阪高麗橋壱丁目」） → 上
 10月15日  切紙/（え27-1
～55は一綴） ・ 1
通 




 酉極月晦日  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通 




 6月4日  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通 
 え 27 - 47
 覚（1斗樽4丁代金10目他〆金320目金銭書上） 　 柏屋保
兵衛（印） → 炭屋太兵衛様
 酉6月23日  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通 
 え 27 - 48
 覚（箱36代金28匁8分他宜しく御算用下されたきに
付） 　 かぎや重兵衛（印「大坂」） → 炭屋孫七様
 酉6月10日  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通 
 え 27 - 49
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 覚（白梅印金米糖1桶代金124匁他〆572匁金銭書上）
 松ゑ屋吉兵衛（印） → 炭屋孫七様
 3月14日  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 27 - 50
 覚（百福来10束他〆210束数量書上） 　 升屋吉右衛門店 →
 炭（炭屋）孫七様
 3月19日  切紙/（え27-1
～55は一綴） ・ 1
通
 え 27 - 51
 覚（白梅中輪99匁他樽大ろともに御手引き下された
きに付） 　 かぎや武兵衛 → 炭屋孫兵衛様 
 3月19日  横継紙/（え
27-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 27 - 52
 覚（大俵塩1500俵積み渡しに付） 　 赤穂西濱柴原幾左衛
門（印「濱野屋」）
 6月14日  切紙/（え27-1
～55は一綴） ・ 1
通
 え 27 - 53
 ［　　］（綴紐）（〆30斤他品物書上） 　 錫屋卯兵衛［印］ →
 炭孫（炭屋孫七）様 
 3月13日  切紙/（え27-1
～55は一綴） ・ 1
通
 え 27 - 54
 （百福来10束代金255匁他合4貫345匁金銭書上） 　 升屋
吉右衛門店 → 炭屋孫七様御店
 戌4月2日  切紙/（え27-1
～55は一綴） ・ 1
通
 え 27 - 55
 （大坂炭屋孫七関係綴） 　  綴/（え7-1～49





は一綴） ・ 1点 




 未4月  横切紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通




49は一綴） ・ 1通 




49は一綴） ・ 1通 




49は一綴） ・ 1通 
 え 7 - 5 
 （名古屋新治郎願面写ほか書状類書上） 　  切紙/（え7-1～
49は一綴） ・ 1通 
 え 7 - 6 
 （書状、御取立一件、関新右衛門帰国までにゆるゆる
御掛け引き下さるべきに付） 　 林孫七 → 平田三千太郎
様 
 3月晦日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通
 え 7 - 7 
 （書状、炭屋孫七殿より手紙落手に付） 　 平田三千太郎  4月10日  切紙/（え7-1～
49は一綴） ・ 1通 





49は一綴） ・ 1通 
 え 7 - 9 
 口上（両封早々御届け下さるべく願うに付） 　 関（新右
衛門） → 菊伝（菊屋伝兵衛）殿
 4月17日  切紙/（え7-1～
49は一綴） ・ 1通 
 え 7 - 10
 （書状、御内用一条、未だ決着仕らず、22・3日頃帰国仕
るに付） ＊（端裏書）「御内々申上」　 （関）新右衛門 
 4月17日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通
 え 7 - 11
 （書状、馬喰町様へ宜しきよう仰せ上げられたきに
付） 　
 17日  切紙/（え7-1～
49は一綴） ・ 1通 
 え 7 - 12
 （書状、菊伝一件、平田三千太郎懸け合い赤面の至り、
尊意を得たきに付） 　 関新右衛門 → 水（水井）忠蔵様御
内々申上 
 4月17日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通
 え 7 - 13
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 （書状、昨4日終日御待ち申し上げるところ、それな
く、如何思し召すやに付） 　 長崎屋ニ而健六郎・三千太
郎 → 菊屋伝兵衛様 
 3月5日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通 
 え 7 - 14
 覚（御在坂関新右衛門様へ御状御預かりに付） 　 川北
屋善右衛門［印「信州善光寺平䥈目川喜多屋」］ → 八田新蔵様
 未4月15日  切紙/（え7-1～
49は一綴） ・ 1通 




 11月晦日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通 
 え 7 - 16
 （金257両2分3朱銀2分2厘井澤新次郎殿へ元利とも振
り向かいに付） 　 炭孫（炭屋孫七） → 菊伝（菊屋伝兵衛）様・
菊市（菊屋市兵衛）様 
 11月晦日  切紙/（え7-1～
49は一綴） ・ 1通 




49は一綴） ・ 1通 
 え 7 - 18
 （書状、菊伝一条、昨日炭伝方へ参り帰国まで猶予の
儀申し遣わすに付） 　 （関）新右衛門 → （水井）忠蔵様御
内々申上 
 3月晦日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通 
 え 7 - 19
 （書状、菊屋・藤屋両家の證文一件、津国屋友七連印の
事一切存ぜざるに付） 　 津国屋友七（印） → 松本（嘉十郎）
様 
 未3月23日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通 
 え 7 - 20
 （書状、友七の印形に関わらず、菊伝・藤佐久両人相手
ばかり故安心致すべき様孫七申すに付） 　 津国屋友
七 → 松本嘉十郎様 
 3月30日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通 
 え 7 - 21
 （書状、一応思し召し伺い申したきに付） 　 尾州井澤屋
三千太郎 → 菊屋伝兵衛様
 4月6日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通 
 え 7 - 22
 （書状、貴家證文連印謀判の儀、頃日中官府より御沙
汰に付） 　 尾州井澤屋三千太郎 → 菊屋伝兵衛様
 4月7日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通 
 え 7 - 23
 （書状、年賦御約定金の儀、残金御遣わし無く、大いに
迷惑に付） 　 炭屋孫七 → 菊屋伝兵衛様
 正月10日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通 
 え 7 - 24
 覚（寅年元入金5両請け取りに付） 　 炭屋孫七（印）  卯7月17日  切紙/（え7-1～
49は一綴） ・ 1通 
 え 7 - 25
 覚（利滞の内20両請け取りに付） 　 炭屋孫七（印） → 菊屋
伝兵衛殿・同（菊屋）市兵衛殿
 丁巳2月29日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通 
 え 7 - 26
 （書状、改年の御祝詞） 　 炭屋孫七 → 八田慎蔵様参人々御中  正月4日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通 
 え 7 - 27
 （書状、八荷屋より御受け置く金高御調書御送り下さ
れたきに付） 　 菊屋伝兵衛 → 炭屋孫七様
 5月28日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通 
 え 7 - 28
 （書状、年賦金の儀、8月末迄には差し送り候間、御承
引下されたきに付） ＊（端裏書）「重兵衛様相渡候書面下
案」　 → 炭屋孫七殿手代 
 7月11日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通 
 え 7 - 29
 （書状、大坂表御用場普請出来、程なく御役人様も御
登りに付） 　 津国屋友七 → 菊屋伝兵衛様
 正月21日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通 
 え 7 - 30
 （書状、嘉永6年6月小子へ渡す覚書は如何なる訳があ
るかに付） 　 （塩屋）太三郎 → 真蔵様
 卯5月9日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通 
 え 7 - 31
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 （書状、御地滞留中度々御見舞、御国産御品御送り下
され忝きに付） 　 炭屋孫七 → 菊（菊屋）全兵衛様・佐助様
 9月7日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通
 え 7 - 32
 （書状、旧冬八荷仕切御入手、およそ3貫目ばかり請け
取り方承知に付他） 　 炭屋孫七 → 菊（菊屋）伝兵衛様・全
兵衛様・佐助様 
 寅7月26日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通
 え 7 - 33
 覚（別紙證文元利〆金257両2分3朱銀2分2厘尾州井澤
新次郎殿へ振り向けに付） 　 炭屋孫七（印） → 菊屋伝兵
衛殿・同（菊屋）市兵衛殿・津国屋友七殿
 戊午12月  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通
 え 7 - 34
 （書状、年賦金一昨年より不納、高井氏へ利足一口も
御引き渡し下されたきに付） 　 炭屋孫七（印） → 菊（菊
屋）伝兵衛様・同（菊屋）市兵衛様
 6月7日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通
 え 7 - 35
 （書状、御目に掛かり御談申し上げたく御光臨下され
たきに付） 　 炭屋孫七 → 菊（菊屋）市兵衛様御内披
 28日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通
 え 7 - 36
 （書状、利足金不足のうち金6両1分2朱銀3匁9分3厘今
に御渡し無く、御埒明けの程願うに付） 　 炭屋孫七 →
 菊屋伝兵衛様・同（菊屋）市兵衛様
 3月27日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通
 え 7 - 37
 （書状、兼々御引合いの一件、何ら御返答無く、今日昼
までに御答え下されたきに付） 　 壽之孫（壽之孫七） →
 菊（菊屋）市兵衛様・同（菊屋）佐助様
 2月19日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通




49は一綴） ・ 1通 
 え 7 - 39
 （書状、その砌御申す一件、別紙にて差し引き済み、宜
しく御承引に付） 　 
 2月24日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通




49は一綴） ・ 1通 
 え 7 - 41
 （書状、御肴一重・御手籠一重下されありがたきに付）
 壽之孫七 
 2月3日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通
 え 7 - 42
 （書状、一件如何御談じ候や、御様子御答え下された




 え 7 - 43
 （書状、御国産御引き起こし一件、真綿・絹糸の手本御
勘弁にて早々頼むに付） 　 壽之孫（壽之孫七） → 菊（菊
屋）佐助様貴下 
 2月10日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通
 え 7 - 44
 （書状、宿払い旅方差し支えの儀、菊さ殿荷為替御断
りにて当惑致すに付） 　 炭屋孫七 → 八田慎蔵様尊下御内
披 
 2月29日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通
 え 7 - 45
 （書状、御引き合い申す一件、種々払い方多く当惑致
し、早々引き払い申したきに付） 　 壽之孫（壽之孫七）
 → 八田慎蔵様玉机下御内披 
 2月28日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通
 え 7 - 46









 林鐘26日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通
 え 7 - 48
－ 140 －
 6. 産物会所 /4. 大坂での取引 /7. 炭屋孫七関係書状など綴 
 （書状、兼々御引き合いの年賦金の分、早々滞り分御
入金下されたきに付） 　 炭屋孫七 → 菊屋伝兵衛様・同（菊
屋）市兵衛様
 3月7日  切継紙/（え7-1
～49は一綴） ・ 1
通 
 え 7 - 49
 6. 産物会所 /4. 大坂での取引 /8. 諸仕切状綴 
 （為登荷物仕切関係綴） 　  綴（え9-1～4は
一綴） ・ 1綴
 え 9
 戌極月限仕切覚（〆906匁7分2厘） 　 小西彦七（印）・鍵屋
彦右衛門（印） → 菊屋伝兵衛殿・栄八殿
 戌11月1日  折紙（え9-1～4
は一綴） ・ 1通
 え 9 - 1
 酉極月限仕切覚（硫黄他〆136匁3分1厘） 　 小西彦七
（印）・鍵屋彦右衛門（印） → 菊屋伝兵衛様・栄八様
 酉年11月5日  折紙（え9-1～4
は一綴） ・ 1通
 え 9 - 2
 （書状、硫黄仕切ほか宜しく御入手下されたきに付）
 か上 → 栄八様
 11月15日  横切紙（え9-1
～4は一綴） ・ 1
通 
 え 9 - 3
 （竹節人参7株半4匁6分替書上） 　 鍵屋彦右衛門（印）・小西
彦七（印） → 菊屋伝兵衛様・栄八様 
 酉11月5日  切継紙（え9-1
～4は一綴） ・ 1
通 
 え 9 - 4








 6. 産物会所 /5. 京都での取引 
 覚（金50両借用、10月25日までに上州表へ相違なく差
送るに付） 　 京都小橋屋利助・代五兵衛（印） → 松代増田孫
兵衛殿 
 天保5年午10月11日  切紙 ・ 1通  え 866
 一札之事（京都越後屋喜右衛門への御産物方為替金
20両3朱銭142文御請取書紛失か、再応頂戴仕りた
きに付）　 増田徳兵衛［印「信州松代増田」］ → 御産物御会所
 天保12年丑12  半 ・ 1冊  え 193
 6. 産物会所 /6. 横浜での取引 /1. 才覚金徴集 
 覚（産物方才覚金95両受取に付） 　 八田慎蔵（印）・富岡良
右衛門（印） → 羽尾村仙石組大谷幸蔵 
 明治3午年2月17日  竪紙 ・ 1通  え 31









 万延元申年6月  竪継紙 ・ 1通  え 856
－ 141 －
 6. 産物会所 /7. 会所より貸下げ品・拝借金 
 6. 産物会所 /7. 会所より貸下げ品・拝借金 
 乍恐以書附御日延奉願候（年賦上納12月25日迄日延
に付） 　 中町吉左衛門（印）・同所仁兵衛（印） → 御産物御元
方様
 天保9戌11月  竪紙/（包紙
共） ・ 1通
 え 226 
 乍恐以書付奉申上候（産物紬その外品々代金上納の
儀、藤吉死去により延引、上納方いずれ幾重にも出
精に付） ＊控 　 
 （近世）  横切紙 ・ 1通  え 174 
 6. 産物会所 /7. 会所より貸下げ品・拝借金 /1. 蚕種紙
 覚（種数1110枚拝借に付） 　 羽尾屋仙石組大谷幸蔵（印「信
州更級郡千石村大黒屋幸蔵」） → 産物方御役所 
 明治3巳8月26日  竪紙/（綴穴あ
り） ・ 1通
 え 12
 覚（蚕種半紙905枚拝借に付） 　 羽尾屋仙石組大谷幸蔵（印
「信州更級郡千石村大黒屋幸蔵」） → 御産物方御役所 
 明治3巳年9月9日  竪紙/（綴穴あ
り） ・ 1通
 え 11
 6. 産物会所 /7. 会所より貸下げ品・拝借金 /2. 拝借金
 乍恐以書付御日延奉願候（真綿代金拝借のところ滞
りになり17日まで日延べに付） 　 上山田村御借主佐重
（印）・頭立茂兵衛（印） → 産物方御会所 




 天保7年申6月  横切紙 ・ 1通  え 191 
 （産物代金借用綴） 　  綴/（え62-1～
11は一綴） ・ 1綴 
 え 62
 覚（金75両御渡に付） 　 泉屋文次郎（印「信州善光寺」） → 高
井善兵衛殿 
 天保7申6月  竪紙/（え62-1
～11は一綴） ・ 1
通
 え 62 - 1
 乍恐以書付日延奉願候事（金32両余上納に付） 　 新地
村願人彦三郎（印）・受人治郎左衛門 → 御産物方御会所
 天保7申6月  竪紙/（え62-1
～11は一綴） ・ 1
通
 え 62 - 2
 借用申金子之事（産物代金338両に付） 　 高井郡小布施
村十八屋虎之助［印「信州小布施十八屋」］ → 松代御産物方荒
物屋友吉殿・柏屋藤吉殿 
 天保7年申9月  竪紙/（え62-1
～11は一綴） ・ 1
通
 え 62 - 3
 拝借證文之御事（産物の絹紬代金60両に付） 　 下横田村
御借主次郎兵衛（印）・同断平助（印）・名主平助（印）・組頭半
兵衛（印）・長百姓和十郎（印） → 御産物方御会所 
 天保7申年11月  竪継紙/（え
62-1～11は一
綴） ・ 1通
 え 62 - 4
 拝借證文之御事（産物の絹紬代金230両に付） 　 下横田
村拝借人平助（印）・同断次郎兵衛（印）・名主平助（印）・組頭
半兵衛（印）・長百姓和十郎（印） → 御産物方御会所 
 天保7申年8月  竪継紙/（え
62-1～11は一
綴） ・ 1通
 え 62 - 5
 差上申一札之事（産物白紬代金285両450文上納に付）
 鼠宿村（湊屋）仁右衛門（印）・買次友吉 → 御産物御会所
 天保5年午11月  切紙/（え62-1
～11は一綴） ・ 1
通
 え 62 - 6
 一札之事（絹紬代金160両受取に付） 　 買主善光寺立町伊
の屋佐兵衛（印）・引受寺領役人唐沢孝左衛門（印） → 御会所
附荒物屋友吉殿 
 天保6乙未年9月  竪継紙/（え
62-1～11は一
綴） ・ 1通
 え 62 - 7
 拝借金證文之御事（白紬80疋代金65両に付） 　 竹房村
拝借人平之丞（印）・親類受人小兵衛（印）・組合受人佐伝治
（印）・名主七郎右衛門（印）・組頭七左衛門（印）・長百姓請人
吉郎右衛門（印） → 御産物方御会所 
 天保5午年12月  竪継紙/（え
62-1～11は一
綴） ・ 1通
 え 62 - 8
－ 142 －





 天保6未年12月27日  竪継紙/（え
62-1～11は一
綴） ・ 1通 
 え 62 - 9




 天保5午年11月  竪継紙/（え
62-1～11は一
綴） ・ 1通 
 え 62 - 10
 拝借金證文之御事（白紬200疋代金174両3分に付） 　 竹
生村拝借人直右衛門（印）・別家親類請人寅吉（印）・名主源九
郎（印）・組頭五郎右衛門（印）・同断義右衛門（印）・長百姓林
右衛門（印） → 御産物方御会所 
 天保5午年12月  竪継紙/（え
62-1～11は一
綴） ・ 1通 





 天保10亥年2月  竪継紙 ・ 1通  え 204
 乍恐以書付御日延奉願候（去冬中会所年賦割合金上
納不足金10両日延願のところ手元差支の為当月29
日迄上納金差延に付） 　 紺屋町藤吉（印） → 御産物方御会
所 
 天保12丑年12月  竪紙 ・ 1通  え 865
 乍恐以書付奉歎願候（産物品代拝借金上納滞り、拝借
御勘弁に付） ＊雛形 　 伊勢町伝兵衛 → 御産物方御会所
 弘化2巳年4月  竪継紙 ・ 1通  え 233









 え 49 - 1
 覚（大甘草50箇仕入金に差し支え、拝借金100両請取
に付） ＊（端裏書）「戌七月廿二日上納済」 　 伊勢町伝兵衛
（印） → 御産物御会所 
 嘉永3年戌10月  切紙/（え49-1
～4は一綴） ・ 1
通 
 え 49 - 2
 覚（太甘草10貫500目入り30箇他買入れのため御貸
下ヶ金150両請取に付）　＊（端裏書）「亥七月廿二日上
納済」 　 伊勢町伝兵衛（印） → 御産物方御会所
 嘉永3年戌10月3日  竪継紙/（え
49-1～4は一
綴） ・ 1通 
 え 49 - 3
 覚（菊屋伝兵衛甘草買い方差し支え、金250両内借請
取に付） ＊（端裏書）「亥七月廿二日上納済」 　 八田嘉助
（印） → 片桐重之助殿・高野覚之進殿
 嘉永3年戌11月  竪紙/（え49-1
～4は一綴） ・ 1
通 
 え 49 - 4
 （拝借金証文綴） 　  綴/（え33-1～
11は一綴） ・ 1綴 
 え 33
 御借用金一札之事（金9両2分銀13匁5分6厘） 　 借主土口
村幸松（印） → 御産物方御出役八田礒治様
 明治2年巳7月  竪紙/（え33-1
～11は一綴） ・ 1
通 
 え 33 - 1
 拝借金子之事（金17両1分銀13匁9厘） 　 拝借主土口村幸
松（印） → 御産物方御出張役八田礒治様 
 明治2年巳7月  竪紙/（え33-1
～11は一綴） ・ 1
通 
 え 33 - 2
 拝借金子證文之事（金15両3分銀9匁7分2厘） 　 拝借主土
口村幸松（印「信州松代土口枡幸」） → 御産物方御役所 
 明治2年巳8月6日  竪紙/（え33-1
～11は一綴） ・ 1
通 
 え 33 - 3
 拝借金一札之事（金8両3分銀1匁3厘） 　 借主土口村幸松
（印） → 御産物方御出役八田礒治様御役所
 明治2年巳7月16日  竪紙/（え33-1
～11は一綴） ・ 1
通 
 え 33 - 4
 御拝借申證文之事（金13両2分銀8匁2分7厘） 　 矢代村啓
重（印） → 御産物方御役所
 明治2巳年9月  竪紙/（え33-1
～11は一綴） ・ 1
通 
 え 33 - 5
－ 143 －
 6. 産物会所 /7. 会所より貸下げ品・拝借金 /2. 拝借金 
 御拝借證文之事（金19両銀16匁4分） 　 羽尾村仙石組大谷
幸蔵（印「信濃更級郡千石村大黒屋幸蔵」） → 御産物方御役所 
 11月5日  竪紙/（え33-1
～11は一綴） ・ 1
通
 え 33 - 6
 御借用申上一札之事（金38両2朱銀1匁9分） 　 矢代村繁
重（印） → 御産物方御出役様 
 明治2巳年8月5日  竪紙/（え33-1
～11は一綴） ・ 1
通
 え 33 - 7
 御時借一札之事（金10両） 　 借主土口村幸松（印） → 御産物
方御出役竹内藤左衛門様 
 明治2年巳8月11日  竪紙/（え33-1
～11は一綴） ・ 1
通
 え 33 - 8
 御拝借申金子之事（金2両2分銀8匁9分4厘） 　 矢代村駒
田屋啓重（印） → 御産物方御役所
 明治2己巳年9月27日  竪紙/（え33-1
～11は一綴） ・ 1
通
 え 33 - 9
 御内借金證文之事（金10両1分） 　 拝借用人石坂安治郎
（印）・請人松崎善代治（印） → 御産物方御役所
 明治2年巳7月3日  竪紙/（え33-1
～11は一綴） ・ 1
通
 え 33 - 10
 借用申金子證文之事（生糸158提他） 　 矢代村啓重（印） →
 御産物方御役所
 明治2巳年9月5日  竪紙/（え33-1
～11は一綴） ・ 1
通
 え 33 - 11
 覚（産物方才覚金として金700両受け取りに付） 　 八田
慎蔵（印墨消）・冨岡良右衛門（印墨消）、（奥書）岡敬一郎（印
墨消） → 紺屋町安右衛門 
 明治3午年2月  竪紙 ・ 1通  え 184 
 6. 産物会所 /7. 会所より貸下げ品・拝借金 /3. 諸品
 乍恐以書付御日延奉願候（品物拝借のところ当年名
主役勤めお情けを以て上納日延に付） ＊（端裏書）「亀
三郎拝借金日延書」 　 上徳間村亀三郎（印） → 御産物方御会
所 
 天保6未年4月  竪紙 ・ 1通  え 863 
 6. 産物会所 /8. 藩よりの拝借金 
 覚（金15両2分紬方口銭の内中借請取に付） 　 八田辰三
郎・八田喜兵衛、（奥書）八田嘉右衛門 → 小林三左衛門殿・吉
沢十助殿・宮沢彦左衛門殿・池田良右衛門殿・竹内藤助殿 
 天保4巳年4月  竪紙 ・ 1通  え 201 
 覚（産物の品染方繰合の儀、100両請取に付） 　 八田嘉
助（印墨消）・八田辰三郎（印墨消）・八田喜兵衛（印墨消）、（奥
書）八田嘉右衛門（印墨消） → 大嶋磯右衛門殿・西村源蔵殿
 天保5年午12月  竪紙/（え61を
巻込一括） ・ 1通 
 え 60
 覚（産物代金の内持替金102両受取に付） 　 八田辰三郎
（印）・八田喜兵衛（印）・八田嘉右衛門（印） → 佐竹周蔵殿・松
沢文右衛門殿 
 天保11子年10月  竪紙/（え60に
巻込一括） ・ 1通 
 え 61
 覚（金85両銭78貫500文他金銭書上） 　  （近世）  横切継紙 ・ 1通  え 208 
 三月中御中借（金7013両3朱金銭書上） 　  （近世）  横切継紙 ・ 1通  え 210 
 6. 産物会所 /9. 諸方より預り金 
 覚（金79両産物会所預金受取に付） 　 八田嘉助・八田喜兵
衛 → 徳田五百人殿 
 天保11子年正月  竪紙 ・ 1通  え 192 
 乍恐以書付奉願候（1ヶ年金10両宛にて10ヶ年の内御
上納出精に付） 　 内川村重右衛門（印）・親類弥右衛門（印）
 → 御会所御掛り様 
 天保14卯年8月  竪継紙 ・ 1通  え 23
 （産物会所内預ヶ金請取綴） 　  綴/（え3-1～8
は一綴） ・ 1綴 
 え 3
－ 144 －
6. 産物会所 /9. 諸方より預り金 
 6. 産物会所 /10. 会所運営・賄い領収書 /1. 近代産物会所領収書綴 




きに付） 　 福嶋村長百姓音八（印） → 産物御役所
 明治3年午6月29日  竪紙/（え4-1～
23は一綴） ・ 1通 
 え 4 - 1
 覚（産物会所御借り入れ金30両上山田村宮原喜右衛
門ほか請け取りに付） 　 酒井市治（印） → 小野唯之進殿
 慶応4年辰4月  竪紙/（え4-1～
23は一綴） ・ 1通 





 午11月  竪継紙/（え4-1
～23は一綴） ・ 1
通 
 え 4 - 3
 覚（玄米68駄5分運賃金31両2分銀6分ほか〆金118両
銀6匁5分3厘請け取りに付） 　 組頭円蔵・千代松・寅蔵・
重治郎・善之丞・西寺尾村藤右衛門（印） → 御産物御役所 
 明治3年庚午9月  竪継紙/（え4-1
～23は一綴） ・ 1
通 
 え 4 - 4
 奉差上書付之事（桑皮7詰〆48貫匁御届に付） 　 福島村
名主竹内文八（印） → 産物御役所 
 明治3年庚午6月2日  竪紙/（え4-1～
23は一綴） ・ 1通 




同断音八（印） → 御産物御役所 
 明治3年午6月28日  竪紙/（え4-1～
23は一綴） ・ 1通 
 え 4 - 6
 差上申一札之事（夏蚕種手取50枚代金23両3分請け取
りに付） 　 柏屋平左衛門 → 御産物御役所 
 明治3年午8月9日  竪紙/（え4-1～
23は一綴） ・ 1通 
 え 4 - 7
 覚（焔硝2駄途賃金1両銀9匁受け取りに付） 　 組頭円蔵・
千代松・寅蔵・善之丞・西寺尾村藤右衛門（印） → 御産物御役
所 
 庚午8月6日  竪紙/（え4-1～
23は一綴） ・ 1通 
 え 4 - 8
覚（産物会所内預ヶ金201両1分2朱請け取りに付） 　 水
井市治（印） → 小野唯之進殿 
 明治2年巳2月17日  竪紙/（え3-1～
8は一綴） ・ 1通 
 え 3 - 1
 覚（産物会所内預ヶ金17両3朱請け取りに付） 　 佐川又
左衛門（印） → 産物会所 
 明治2年巳3月6日  竪紙/（え3-1～
8は一綴） ・ 1通 
 え 3 - 2
 覚（産物会所内預ヶ金18両請け取りに付） 　 谷口左仲
（印） → 産物会所
 明治2年巳3月10日  竪紙/（え3-1～
8は一綴） ・ 1通 
 え 3 - 3
 覚（産物会所内預ヶ金30両1分請け取りに付） 　 水井市
治（印） → 産物会所
 明治2年巳5月3日  竪紙/（え3-1～
8は一綴） ・ 1通 
 え 3 - 4
 覚（産物会所内預ヶ金268両2分請け取りに付） 　 上村
何右衛門（印） → 産物会所
 明治2年巳10月6日  竪紙/（え3-1～
8は一綴） ・ 1通 
 え 3 - 5
 覚（産物会所内預ヶ金66両請け取りに付） 　 徳嵩広馬
（印） → 産物会所
 明治2年巳10月20日  竪紙/（え3-1～
8は一綴） ・ 1通 
 え 3 - 6
 覚（産物会所内預ヶ金68両1分請け取りに付） 　 水井市
治（印） → 産物会所
 明治2年巳11月15日  竪紙/（え3-1～
8は一綴） ・ 1通 
 え 3 - 7
 覚（産物会所内預ヶ金23両請け取りに付） 　 谷口大角
（印） → 産物会所
 明治2年巳11月15日  竪紙/（え3-1～
8は一綴） ・ 1通 




 明治3午年2月  竪紙 ・ 1通  え 855
 覚（金8両3分1朱産物会所内預金請取に付） 　 産物会所  明治2巳年3月  竪紙 ・ 1通  え 229
 覚（金18両産物会所内預金請取に付） 　 産物会所  明治2巳年3月  竪紙 ・ 1通  え 230
－ 145 －
 6. 産物会所 /10. 会所運営・賄い領収書 /1. 近代産物会所領収書綴
 覚（活用米継送賃銭金400両請け取りに付） 　 越後小下
り喜三治代芦崎村治右衛門 → 松代御藩中富岡様
 明治3年午7月3日  竪紙/（え4-1～
23は一綴） ・ 1通 
 え 4 - 9 
 御時借金證文之御事（金200両請け取りに付） 　 老須村
岡本広太（印） → 産物方御役所 
 明治3年午6月22日  竪紙/（え4-1～
23は一綴） ・ 1通 
 え 4 - 10
 覚（御買い上げ御米のため新潟へ罷り下る道中御賄
代金5両受け取りに付） 　 野田徳左衛門（印） → 富岡良右
衛門様・八田慎蔵様
 午6月14日  竪紙/（え4-1～
23は一綴） ・ 1通 
 え 4 - 11
 覚（杉原紙代金30両請け取りに付） ＊（端裏書）「牛越佐
市」  日名村牛越佐市（印） → 御産物御懸り八田慎蔵様 
 明治3年午4月2日  竪紙/（え4-1～
23は一綴） ・ 1通 




 明治3年午4月22日  竪紙/（え4-1～
23は一綴） ・ 1通 
 え 4 - 13
 覚（産物方御才覚金700両請け取りに付） 　 大田兼一郎
（印墨消）・八田五十司（印墨消）・青柳増太郎（印墨消） → 紺屋
町安右衛門殿 
 明治3年午2月  竪紙/（え4-1～
23は一綴） ・ 1通 
 え 4 - 14
 覚（松御鑑札305枚代銀305匁請け取りに付） 　 善兵衛
（印） → 御産物方御役所
 午4月10日  竪紙/（え4-1～
23は一綴） ・ 1通 
 え 4 - 15
 積送り申一札之事（松代様御用米170俵） 　 西大滝村太
兵治（印「信州西大滝火屋」）・船方与助 → 松代様産物御会所
 明治3年午4月  竪紙/（え4-1～
23は一綴） ・ 1通 
 え 4 - 16
 覚（茶の実2俵請け取りに付） 　 日名村牛越佐市（印） → 御
産物御役所 
 明治3年午4月18日  竪紙/（え4-1～
23は一綴） ・ 1通 
 え 4 - 17
 覚（金115両御無心請け取りに付） 　 新政方附弁次郎 → 八
田慎蔵様・大里忠一郎様 
 明治3年午3月晦日  竪紙/（え4-1～
23は一綴） ・ 1通 
 え 4 - 18
 覚（才覚金500両受け取りに付） 　 大里忠一郎（印）・八田
五十司（印）・八田慎蔵（印）・青柳増太郎・伊勢町九蔵、（奥書）
岸善八（印） 
 明治3年午3月  竪紙/（え4-1～
23は一綴） ・ 1通 
 え 4 - 19
 御拝借金證文之事（金9両） 　 御拝借人御仲間辰三郎（印）・
同断仙吉（印）・同断善兵衛（印）・御番人御請人柔兵衛（印） →
 富岡良右衛門様・八田慎蔵様・八田五十司様・青柳増太郎様
 明治2年巳12月  竪紙/（え4-1～
23は一綴） ・ 1通 
 え 4 - 20
 御拝借金證文之事（金10両）＊（端裏書）「紺屋町卯作」
 紺屋町御拝借人卯作（印）・中町請人伊織之進（印） → 御産物
方御役所 
 明治2年巳7月  竪紙/（え4-1～
23は一綴） ・ 1通 
 え 4 - 21
 御内借金證文之事（金400両）＊下書ヵ 　 拝借人吉村幸
松、（奥書）右村三役人 → 御産物御役所
 竪紙/（え4-1～
23は一綴） ・ 1通 
 え 4 - 22
 差上申一札之事（米代為替金2両御下げに付） 　 福島村
音八（印） → 御産物御役所 
 明治3年午8月12日  竪切紙/（え4-1
～23は一綴） ・ 1
通
 え 4 - 23
 （近代産物会所請取関係綴） 　  綴/（え5-1～17
は一綴） ・ 1綴 
 え 5
 覚（当巳御払いの金45両請け取りに付） 　 南澤善右衛門
（印） → 富岡良右衛門様
 午正月25日  切紙/（え5-1～
17は一綴） ・ 1通 
 え 5 - 1 
 覚（奉書紙代金50両請け取りに付） 　 日名村牛越佐市
（印） → 御産物御掛り富岡良右衛門様・八田新蔵様 
 明治2年巳12月8日  竪紙/（え5-1～
17は一綴） ・ 1通 
 え 5 - 2 
 覚（越前表御内用金50両請け取りに付） 　 古井祭之助 →
 富岡良右衛門様
 6月22日  横切紙/（え5-1
～17は一綴） ・ 1
通
 え 5 - 3 
 覚（7月御払いの金20両請け取りに付） 　 南澤善右衛門
 → 八田慎蔵様
 明治2年巳7月11日  横切紙/（え5-1
～17は一綴） ・ 1
通
 え 5 - 4 
－ 146 －
 6. 産物会所 /10. 会所運営・賄い領収書 /1. 近代産物会所領収書綴 
 覚（7月御払いの金30両請け取りに付） 　 南澤善右衛門
（印） → 富岡良右衛門様 
 明治2年巳7月  横切紙/（え5-1
～17は一綴） ・ 1
通 
 え 5 - 5
 覚（元金150両の利足金13両2朱請け取りに付） 　 坂本
寛介・坂本斎助（印） → 富岡良右衛門殿
 明治2年巳7月23日  横切継紙/（え
5-1～17は一
綴） ・ 1通 
 え 5 - 6
 覚（産物会所御借入金150両請け取りに付） 　 小野唯之
進（印） → 坂本斎助様・坂本寛介様 
 明治2年巳正月  竪紙/（え5-1～
17は一綴） ・ 1通 
 え 5 - 7
 覚（金15両拝借に付） 　 小野福馬 → 富岡良右衛門様  8月15日  横切紙/（え5-1
～17は一綴） ・ 1
通 
 え 5 - 8
 覚（金20両拝借に付） 　 小野福馬（印） → 富岡良右衛門様  7月11日  横切紙/（え5-1
～17は一綴） ・ 1
通 
 え 5 - 9
 覚（御内用御内借金200両請け取りに付） 　 大里忠一郎
 → 富岡良軒殿
 巳9月11日  横切紙/（え5-1
～17は一綴） ・ 1
通 




 巳8月  横切紙/（え5-1
～17は一綴） ・ 1
通 
 え 5 - 11
 覚（大蝋燭10丁代金3貫文他〆金5貫文受け取りに付）
 嶋屋藤兵衛 → 松代御役中様和田弥太郎様
 8月18日  横切紙/（え5-1
～17は一綴） ・ 1
通 
 え 5 - 12
 覚（重膳5重代金2両3分他〆金17両2朱銀2匁5分受け
取りに付） 　 三沢半蔵 → 御役人様和田小太郎様
 8月18日  横切紙/（え5-1
～17は一綴） ・ 1
通 
 え 5 - 13
 覚（書物箱1つ代銀37匁5分受け取りに付） 　 刺物や金作
 → 丸山様御内
 巳9月  横切紙/（え5-1
～17は一綴） ・ 1
通 
 え 5 - 14
 覚（白斜子1疋金10両他〆金77両2分受け取りに付） 　
 菊屋伝兵衛［印「信州幾久屋伝兵衛」］ → 御産物方御役所 
 巳10月20日  横切継紙/（え
5-1～17は一
綴） ・ 1通 
 え 5 - 15
 覚（御内用御入料金100両請け取りに付） 　 竹花道馬
（印） → 富岡良右衛門殿 
 明治2年巳9月  竪紙/（え5-1～
17は一綴） ・ 1通 
 え 5 - 16
 覚（元金500両産物方御才覚金のうち、元金居直り利
分金30両受け取りに付） 　 坂本寛介・坂本斎助 → 富岡良
右衛門殿
 明治2年巳7月23日  横切紙/（え5-1
～17は一綴） ・ 1
通 
 え 5 - 17
 6. 産物会所 /10. 会所運営・賄い領収書 /2. 御用米世話料 
 覚（御用米世話料御手当金1両2分受取に付） 　 西尾村藤
右衛門（印） → 御産物御役所 
 明治3午年7月  竪紙 ・ 1通  え 175
 6. 産物会所 /10. 会所運営・賄い領収書 /3. 荷物駄賃 
 覚（賃銭3朱銭162文請取書） 　 御飛脚組重平（印） → 御産物
方御会所
 天保6未年3月8日  切紙 ・ 1通  え 209
 （高崎布袋屋金銭受取関係綴） 　  綴/（え180-1～
3は一綴） ・ 1綴 
 え 180
 覚（高崎布袋屋御内用荷物1箇賃銭8匁7分受取に付）
 御飛脚組池田春蔵（印） → 御産物御会所
 （近世）午9月23日  切紙/（え180-1
～3は一綴） ・ 1
通 
 え 180 - 1
－ 147 －
6. 産物会所 /10. 会所運営・賄い領収書 /3. 荷物駄賃
 6. 産物会所 /10. 会所運営・賄い領収書 /4. 諸品 
 覚（金1両2分7厘賄代受け取るに付） 　 上山田村御産物御
改所宮原弁右衛門代市郎左衛門（印） → 御産物方御役所
 慶応4辰年2月晦日  横切紙 ・ 1通  え 185 
 （産物方金銭書上綴） 　  綴/（え1-1～5
は一綴） ・ 1綴 
 え 1
 覚（はかた地他〆金11両銭292文金銭書上） 　 あら物や
友吉 → 八田嘉助様御内
 午極月  切継紙/（え1-1
～5は一綴） ・ 1
通
 え 1 - 1 
 覚（はかた帯他〆金6両3分銭17文金銭書上） 　 あら物や
友吉 → 八田嘉助様御内
 未7月  切継紙/（え1-1
～5は一綴） ・ 1
通
 え 1 - 2 
 覚（はかた帯他〆金13両銭406文金銭書上） 　 あら物や
友吉 → 八田嘉助様御内
 未12月  切継紙/（え1-1
～5は一綴） ・ 1
通
 え 1 - 3 
 覚（斜子嶋他〆金16両1分銭362文金銭書上） 　 荒物屋友
吉 → 八田嘉助様御役所
 申3月  切継紙/（え1-1
～5は一綴） ・ 1
通
 え 1 - 4 
 覚（白紬他〆金1両銭784文金銭書上） 　 重郎治 → 八田嘉
助様御内 
 7月13日  切紙/（え1-1～
5は一綴） ・ 1通
 え 1 - 5 
 （諸品代金受取関係綴） 　  （近世）  綴/（え207-1～
14は一綴） ・ 1綴 
 え 207 
 覚（そば代金200文他請取に付） 　 丸屋長兵衛 → 産物御会
所 
 （近世）卯12月  切紙/（え207-1
～14は一綴） ・ 1
通
 え 207 - 1
 覚（正酒代金900文請取に付） 　 辰巳屋文源太（印「松代伊
勢町辰巳屋」） → 御産物御会所
 （近世）卯極月  切紙/（え207-1
～14は一綴） ・ 1
通
 え 207 - 2
 覚（1匁他〆6匁36分請取に付） 　 江戸屋佐吉 → 御産物御会
所 
 （近世）卯極月  横切継紙/（え
207-1～14は一
綴） ・ 1通
 え 207 - 3
 覚（真綿代金15匁他〆135匁請取に付） 　 きく屋伝兵衛
角店 → 御産物方御会所
 （近世）卯12月  横切継紙/（え
207-1～14は一
綴） ・ 1通
 え 207 - 4
 覚（7匁他〆2貫3匁8分受取に付） 　 井桁や玉兵衛［印「松
代東小越町井桁屋］ → 産物方御会所 
 （近世）卯12月  横切継紙/（え
207-1～14は一
綴） ・ 1通
 え 207 - 5
 覚（2匁1分8厘受取に付） 　 かち町万吉 → 産物御会所  （近世）卯極月  切継紙/（え
207-1～14は一
綴） ・ 1通
 え 207 - 6
 覚（使牧治殿御状箱代金245文他受取に付） 　 袋屋惣兵
衛 → 木町御役所
 （近世）卯極月  切紙/（え207-1
～14は一綴） ・ 1
通
 え 207 - 7
 覚（140分他〆1貫2匁76分請取に付） 　 丁子や喜三郎 → 産
物御会所 
 （近世）卯極月  横切継紙/（え
207-1～14は一
綴） ・ 1通
 え 207 - 8
 覚（上州高崎宿布袋屋迄荷物2箇駄賃銭金1分銀25匁
受取に付） 　 御才領組児沢藤蔵（印）・山崎吉左衛門 → 御産
物方御会所 
 （近世）午10月朔日  横切紙/（え
180-1～3は一
綴） ・ 1通
 え 180 - 2
 覚（高崎行き筵包2箇銀26匁6分の釣26文差し申すに
付） 　 御飛脚林林平（印） → 御会所
 （近世）10月24日  切継紙/（え
180-1～3は一
綴） ・ 1通
 え 180 - 3
－ 148 －
 6. 産物会所 /10. 会所運営・賄い領収書 /4. 諸品 
 覚（1匁5文3厘他〆14匁83分受取に付） 　 菊屋惣兵衛 →
 御産物方御会所
 （近世）卯極月  横切継紙/（え
207-1～14は一
綴） ・ 1通 
 え 207 - 9
 覚（種油代金202文請取に付） 　 菊屋惣兵衛 → 御産物方御
会所 
 （近世）卯極月  切紙/（え207-1
～14は一綴） ・ 1
通 
 え 207 - 10
 覚（巻紙代金24文他〆銭1貫121文銀8匁1分請取に付）
 みのや喜兵衛 → 御産物方御会所
 （近世）卯極月  横切継紙/（え
207-1～14は一
綴） ・ 1通 
 え 207 - 11
 覚（甘鯛代金550文他〆金2朱銭12貫510文請取に付）
 のとや富作 → 御会所様
 （近世）卯極月  横切継紙/（え
207-1～14は一
綴） ・ 1通 
 え 207 - 12
 覚（御状箱代金402文受取に付） 　 袋屋惣兵衛（印「信州松
代袋屋」） → 上 
 （近世）2月2日  切継紙/（え
207-1～14は一
綴） ・ 1通 
 え 207 - 13
 覚（2匁1分5厘受取に付） 　 かし町万吉（印「松代鍛冶町萬
屋」） → 産物御会所 
 （近世）辰2月6日  切紙/（え207-1
～14は一綴） ・ 1
通 
 え 207 - 14




内） ・ 2綴 
 え 225




内） ・ 2綴 
 え 225 - 1
 覚（書物代金100文他〆200文請取に付） 　 丁子屋喜三郎
 → 産物御会所






 え 225 - 1 - 1






 え 225 - 1 - 2
 覚（炭代金257文他請取に付） 　 池島屋長左衛門 → 産物方
御会所






 え 225 - 1 - 3






 え 225 - 1 - 4
 覚（五嶋いか代115文請取に付） 　 江戸や重兵衛 → 産物御
会所 






 え 225 - 1 - 5
－ 149 －
 6. 産物会所 /10. 会所運営・賄い領収書 /4. 諸品
 覚（手桶代金50文他〆150文請取に付） 　 桶屋太助 → 会
所御役所 






 え 225 - 1 - 6






 え 225 - 1 - 7
 覚（申年〆7分5厘959文請取に付） 　 菊屋惣兵衛酒店 → 御
産物方御会所 






 え 225 - 1 - 8
 覚（申年〆高2匁6分2貫142文請取に付） 　 菊屋伝兵衛 →
 御産物方御役所






 え 225 - 1 - 9
 覚（生いか代金60文他〆866文請取に付） 　 江戸屋佐兵
衛 → 産物御会所






 え 225 - 1 - 10
 覚（巻紙代金24文他〆1貫821分12匁3分請取に付） 　 み
のや喜兵衛 → 産物御会所 






 え 225 - 1 - 11
 （合金1両2分2朱9歩4厘桶屋大助払いに付〆高除き置
くに付） 　






 え 225 - 1 - 12





 え 225 - 2
 覚（申年〆2匁6分2貫142文請取に付） 　 菊屋伝兵衛 → 御
産物方御役所 






 え 225 - 2 - 1
 覚（朱代100文他〆2分72文受取に付） 　 みの屋左兵衛 →
 産物方御会所






 え 225 - 2 - 2
－ 150 －
 6. 産物会所 /10. 会所運営・賄い領収書 /4. 諸品 






 え 225 - 2 - 3
 覚（五嶋いか代115文受取に付） 　 江戸や重兵衛 → 産物御
会所 






 え 225 - 2 - 4
 覚（炭代金440文他〆1貫739文受取に付） 　 辰巳屋文源
太 → 御産物御会所 






 え 225 - 2 - 5
 覚（数の子代金50文他〆274文請取に付） 　 能登屋富作
 → 御産物方御会所 






 え 225 - 2 - 6
 覚（六物代金100文他〆200文受取に付） 　 丁子屋喜三郎
 → 産物御会所






 え 225 - 2 - 7






 え 225 - 2 - 8
 覚（糖水代金260文他〆1貫212文金銭書上） 　 菊屋惣兵
衛 → 御産物方御会所 






 え 225 - 2 - 9
 覚（寒菊代金2匁2分他〆8匁2分9厘959文請取に付） 　
 菊屋惣兵衛 → 御産物御会所 






 え 225 - 2 - 10






 え 225 - 2 - 11
 覚（茶碗代150文他〆264文受取に付） 　 江戸屋手代 → 御
産物方御会所衆中様 






 え 225 - 2 - 12
－ 151 －
 6. 産物会所 /10. 会所運営・賄い領収書 /4. 諸品






 え 225 - 2 - 13
 覚（5合2度分代116文受取に付） 　 油や嘉兵衛 → 御産物方
御役人中様 






 え 225 - 2 - 14






 え 225 - 2 - 15
 覚（御鑑札700枚代2貫184分受取に付） 　 和左衛門（印）
 → 御産物方御会所 






 え 225 - 2 - 16
 覚（申年〆866文他〆1貫66文受取に付） 　 江戸や佐兵衛
 → 産物御会所






 え 225 - 2 - 17
 覚（附木10文他〆3貫441文18分7厘受取に付） 　 みのや
喜兵衛 → 産物御会所






 え 225 - 2 - 18






 え 225 - 2 - 19






 え 225 - 2 - 20
 6. 産物会所 /10. 会所運営・賄い領収書 /5. 通船川岸端地所売り渡し 
 （通船川岸端譲渡関係綴） 　  （近世）  綴/（え220-1～
3は一綴） ・ 1綴
 え 220 
 （袋） ＊（袋上書）「通船川岸端図面入　外地所譲渡証文壱通」
 池田良右衛門 → 八田嘉助様 
 （近世）  袋/（え220-1～
3は一綴） ・ 1点






 嘉永2酉年11月  竪継紙/（え
220-1～3は一
綴） ・ 1通
 え 220 - 2
－ 152 －
6. 産物会所 /10. 会所運営・賄い領収書 /5. 通船川岸端地所売り渡し
 6. 産物会所 /11. 川船会所 /1. 貸付金
 （川船会所御用金貸出金証文綴） 　  綴/（え63-1～
25は一綴） ・ 1綴 
 え 63
 （袋）＊（袋上書）「産物方貸出金證文」　  （文化13年7月～文政3
年正月） 
 袋/（え63-1～
25は一綴） ・ 1点 
 え 63 - 1
 御借用金證之事（5両に付） 　 東寺尾村御借主重左衛門
（印）・受人八左衛門（印）、（奥書）治五右衛門（印） → 八田嘉右
衛門様御役人衆中様 
 文化13年子12月  竪継紙/（え
63-1～25は一
綴） ・ 1通 
 え 63 - 2
 御借用金證之事（30両に付） 　 東寺尾村御借主甚三郎
（印）・請人吉兵衛（印）、（奥書）東寺尾村名主治五右衛門（印）
 → 八田嘉右衛門様御役人衆中様
 文化13年子7月  竪継紙/（え
63-1～25は一
綴） ・ 1通 
 え 63 - 3
 御借用金證文之事（10両に付） 　 東寺尾村御借主武左衛門
（印）・藤牧村御請人嘉藤太（印）、（奥書）同村名主治五右衛門
 → 八田嘉右衛門様御役人中様 
 文化13年子7月  竪継紙/（え
63-1～25は一
綴） ・ 1通 
 え 63 - 4
 御借用金證文之事（10両に付） 　 東寺尾村御借主甚三郎
（印）・請人吉兵衛（印）、（奥書）東寺尾村治五右衛門（印） → 八
田嘉右衛門様御役人衆中様 
 文化13年子12月  竪継紙/（え
63-1～25は一
綴） ・ 1通 
 え 63 - 5
 御借用金證文之事（商売方仕入物差し詰まり5両借用
に付） 　御借主中村や逸八郎（印） → 中嶋三右衛門様御内
 文政元寅12月  竪紙/（え63-1
～25は一綴） ・ 1
通 




 安政元寅年11月  竪継紙/（え
63-1～25は一
綴） ・ 1通 
 え 63 - 7
 御内借證文之事（楮仕入5両他〆8両2分に付） 　 漉方立
合兼戸根山小右衛門（印） → 中嶋三右衛門様
 文政2卯年12月  竪継紙/（え
63-1～25は一
綴） ・ 1通 
 え 63 - 8
 御内借證文之事（楮皮仕入金6両に付） 　 丈助親類小右
衛門（印） → 中嶋三右衛門様 
 文政2卯年2月  竪紙/（え63-1
～25は一綴） ・ 1
通 
 え 63 - 9
 御内借證文之事（甲州表ニて桑紙種引合為仕金12両
借用に付） 　 漉方立合兼戸根山小右衛門（印） → 中嶋三右
衛門様
 文政2卯年12月  竪紙/（え63-1
～25は一綴） ・ 1
通 
 え 63 - 10
 覚（川船方御下金の内御時貸金20両借用に付） 　 塗師
方世話役深美甚十郎（印）、（奥書）高田孝七（印）・高野祖兵衛
（印） → 川船御会所 
 文政2卯年10月  竪継紙/（え
63-1～25は一
綴） ・ 1通 





 文政2卯年12月  竪継紙/（え
63-1～25は一
綴） ・ 1通 
 え 63 - 12
 覚（大病相煩等のところ10両拝借に付） 　 高山内蔵進
（印）、（奥書）中島三右衛門（印） → 中嶋三右衛門殿、（奥書）八
田嘉右衛門殿 
 文政3辰年3月  竪継紙/（え
63-1～25は一
綴） ・ 1通 





 文政3辰年12月  竪継紙/（え
63-1～25は一
綴） ・ 1通 
 え 63 - 14
 （絵図面　千曲川側望月主水殿分久治郎屋敷他絵図）
 　
 （近世）  28.0×57.5/（え
220-1～3は一
綴） ・ 1点 
 え 220 - 3
－ 153 －





 文政3辰年12月  竪継紙/（え
63-1～25は一
綴） ・ 1通
 え 63 - 15
 御内借金證文之事（10両に付） 　 丹波嶋村御借主弥八郎
（印）・名主弥八郎（印）・組頭多恵八（印）・同断喜三郎（印）・長
百姓勘左衛門（印） → 塚田恒平様
 文政3辰年5月  竪継紙/（え
63-1～25は一
綴） ・ 1通
 え 63 - 16
 御内借金證之御事（金2両に付） 　 川田宿問屋西沢又右衛
門（印） → 御川船御会所
 文政3辰年2月  竪紙/（え63-1
～25は一綴） ・ 1
通
 え 63 - 17
 覚（墨製方入用金20両借用に付） 　 上村何右衛門（印） →
 八田嘉右衛門殿
 文政3辰年3月  竪紙/（え63-1
～25は一綴） ・ 1
通




 文政5午年12月  竪紙/（え63-1
～25は一綴） ・ 1
通
 え 63 - 19
 覚（金181両3分銀8匁1分8厘関川宿大石清右衛門證文
を以って御中借受け取りに付） 　 中嶋三右衛門（印） →
 八田嘉右衛門殿
 文政5午年12月  竪紙/（え63-1
～25は一綴） ・ 1
通
 え 63 - 20
 御借用金證文之事（金19両1分銀14匁1分8厘に付） 　 関
川宿大石彦四郎代大石清右衛門（印）・須坂町加判惣代牧七
郎右衛門 → 中嶋三右衛門様 
 文政5午年12月  竪紙/（え63-1
～25は一綴） ・ 1
通
 え 63 - 21
 御借用金證文之事（金25両に付） 　 関川宿大石彦四郎代
大石清右衛門（印）・須坂町加判惣代牧七郎右衛門 → 中嶋三
右衛門様 
 文政5午年12月  竪紙/（え63-1
～25は一綴） ・ 1
通
 え 63 - 22
 御借用金證文之事（金25両に付） 　 関川宿大石彦四郎代
大石清右衛門（印）・須坂町加判惣代牧七郎右衛門 → 中嶋三
右衛門様 
 文政5午年12月  竪紙/（え63-1
～25は一綴） ・ 1
通
 え 63 - 23
 御借用金證文之事（金25両借用に付） 　 関川宿大石彦四
郎代大石清右衛門（印）・須坂町加判惣代牧七郎右衛門 → 中
嶋三右衛門様 
 文政5午年12月  竪紙/（え63-1
～25は一綴） ・ 1
通
 え 63 - 24
 御借用金証文之事（金25両借用に付） 　 関川宿大石彦四
郎代大石清右衛門（印）・須坂町加判惣代牧七郎右衛門 → 中
嶋三右衛門様 
 文政5午年12月  竪紙/（え63-1
～25は一綴） ・ 1
通




 文政2卯年4月  竪紙/（綴穴あ
り） ・ 1通
 え 244 
 質地証文之事（名所関崎道上上畑他、金10両に付） ＊
（端裏貼紙）「辰正月質地代金拾両壱割弐分川船方会所名目




 文政3辰年正月  竪継紙/（綴穴
あり） ・ 1通
 え 243 
 覚（金3両2分栄八通船借用、滞りのところ出府、帰国
まで日延べ願うに付） 　 通船取締方平野彦兵衛（印） → 船
元和七殿 
 天保11子2月  竪紙 ・ 1通  え 234 
 6. 産物会所 /11. 川船会所 /2. 廻送荷物の改め 
 覚（米55俵他改め送りに付） 　 川田宿会所出張向無印 → 松
代川船御会所 
 （近世）丑5月24日  竪継紙 ・ 1通  え 237 
－ 154 －
6. 産物会所 /11. 川船会所 /3. 船手の者の願書受付
 6. 産物会所 /11. 川船会所 /3. 船手の者の願書受付 
 乍恐以書付奉願候（西大瀧村吉左衛門・森村和七通船
商売仰せ付けられ、小売り仕りたきに付） 　 
 （近世）  竪紙 ・ 1通  え 239
 6. 産物会所 /11. 川船会所 /4. 川船会所への地所売り渡し 
 覚（金34両3分銀6匁5分8厘市川七郎治居屋敷川船会
所へ譲渡代金受取に付） 　 市川友作（印）・親類勇之助
（印）・加判飯嶋久左衛門（印） → 川船御会所 
 文政5午年4月  竪紙 ・ 1通  え 241




健左衛門（印） → 川船御会所 
 文政3辰年正月  竪継紙/（綴穴
あり） ・ 1通
 え 242
 6. 産物会所 /11. 川船会所 /6. その他
 通船一件（和田主馬様他善光寺御泊りの砌、御懸方後
丁へ御出張、雑用の儀甚十郎願人銘目にて村方へ
割り出し申さざるに付） 　 甚十郎 
 （近世）亥2月  横切継紙 ・ 1通  え 238
 6. 産物会所 /12. 藩内他地域の産物会所 /1. 力石村 
 覚（産物改冥加金12両1分3朱銀4分2厘上納に付） 　 →
 力石村産物御改所 
 丑11月  竪紙 ・ 1通  え 186
 差出申一札之事（絹糸178匁他代金16両銀6匁8分宜し
く願上に付） 　 力石村丑左衛門 → 御会所
 辰12月16日  横切継紙 ・ 1通  え 862
 6. 産物会所 /12. 藩内他地域の産物会所 /2. 内川村 
 覚（金3両3分1匁6分7厘出役賄料下げ渡し受け取るに
付） 　 内川村産物御改所中村伊平次（印） → 産物方御役所 
 慶応4辰正月20日  竪紙 ・ 1通  え 228
 6. 産物会所 /12. 藩内他地域の産物会所 /3. 向八幡村 
 覚（布施高田村治兵衛他より杏仁〆俵数139俵買取に
付） 　 土屋茂右衛門（印「信州川中嶋稲荷山土屋茂兵衛」） →
 八幡村久五郎様
 卯7月朔日  竪紙 ・ 1通  え 68
 6. 産物会所 /13. 役人任免・俸禄
 以書附御縋奉申上候（伊勢衛様へ勤の処お暇下され
たが、御赦免願いに付） ＊（端裏書）「先年甘草方為取拵
候栄八歎願縋書」 　 栄八（印） → 八田喜兵衛様御取次中様 
 安政2卯年3月  竪継紙 ・ 1通  え 219
 （書状、伊勢町伝兵衛産物方問屋勤格段厚き心がけ、
酒代300疋下さるるに付） 　
 （近世）正月25日  横切継紙 ・ 1通  え 218
－ 155 －
6. 産物会所 /13. 役人任免・俸禄
 6. 産物会所 /14. 諸書類綴
 （諸金銭差引関係書類一括） 　  （え851-2～41
は袋一括）・ 1点
 え 851 
 （袋） ＊（袋上書）「嘉永元年より諸金銭差引帳」 　 八田知道  袋/（え851-2～
41は袋一括） ・ 1
点
 え 851 - 1
 払証文之事（妹とつ・同人女子みや御支配下与四兵衛
方に縁付に付） 　 山家村名主三右衛門（印墨消） → 野田村
名主新蔵殿 
 明和4年亥3月  切紙/（え851-2
～41は袋一
括） ・ 1通
 え 851 - 2
 払証文之事（源壱郎娘えり御支配下藤兵衛方に縁付
に付） 　 山家村名主三右衛門 → 天童三日町名主理兵衛殿
 明和4年亥2月  切紙/（え851-2
～41は袋一
括） ・ 1通
 え 851 - 3
 人別請証文之事（山家村三右衛門妹とつ・同人女子み
や御支配下与四兵衛方に縁付に付） 　 野田村名主新
蔵（印） → 山家村御名主三右衛門殿 
 明和4年亥3月  切紙/（え851-2
～41は袋一
括） ・ 1通
 え 851 - 4
 （包紙） ＊（包紙上書）「水井忠蔵様証文入　八田喜兵衛」　 八
田喜兵衛 → 水井忠蔵様証文入
 （近世）  包紙/（え851-2
～41は袋一
括） ・ 1通
 え 851 - 5
 （包紙） ＊裏面に手習 　 八田喜兵衛・八田嘉助 → 水井忠蔵様証
文入 
 （近世）  包紙/（え851-2
～41は袋一
括） ・ 1通
 え 851 - 6
 （書状、新規市場について御賢慮成し下されたきに




 え 851 - 7
 （書状、木綿師共冥加金上納の儀聞き済み下されたく
内々伺に付）  ＊（端裏書）「冥加金之儀ニ付伺　産物会所
懸」  産物会所掛り 
 （近世）12月  切紙/（え851-2
～41は袋一
括） ・ 1通
 え 851 - 8
 （会所諸入料出方は、暫く紬方御中借金の内への上納
を聞き済み下されたく、御内慮伺に付） ＊下書 　 
 （近世）  切紙/（え851-2
～41は袋一
括） ・ 1通
 え 851 - 9
 （かめ・たか他人名書上） 　  切紙/（え851-2
～41は袋一
括） ・ 1通
 え 851 - 10 
 （書状、大丸店為替金200両願い上げに付） 　  11月朔日  切紙/（え851-2
～41は袋一
括） ・ 1通
 え 851 - 11 
 （書状、紬方御中借御足金上納方の儀御内慮伺うに
付） ＊前欠　 産物会所懸り
 12月  横切継紙/（え
851-2～41は袋
一括） ・ 1通
 え 851 - 12 




 え 851 - 13 









 明治2巳年11月  横継紙 ・ 1通  え 188 
－ 156 －
 6. 産物会所 /14. 諸書類綴 
 （書状、来客のため木綿夜着5つ・布の蒲団1つ拝借仕
りたきに付） 　 本湛 → （八田）喜兵衛様 




括） ・ 1通 
 え 851 - 13 - 2




括） ・ 1通 
 え 851 - 13 - 3









括） ・ 1通 





括） ・ 1通 




 （近世）  竪紙/（え851-2
～41は袋一
括） ・ 1通 
 え 851 - 17
 （産物方御入料金115両2分銀3匁7分9厘他金銭書上）  （近世）  横切継紙/（え
851-2～41は袋
一括） ・ 1通






れ） ・ 2通 
 え 851 - 19
 可致分（元利滞共金銭書上） ＊後欠　  折紙/（え851-2
～41は袋一
括） ・ 1通 
 え 851 - 20
 覚（御産物会所品物取扱方、金400両までは品物を差
し出すに付）＊下書 　 堀田弥兵衛・加判伊せ町伝兵衛 →
御産物方御会所
 天保11子年12月  竪紙/（え851-2
～41は袋一
括） ・ 1通 
 え 851 - 21
 （売買所代金4852両2分銀11匁4分1厘等金銭書上） 　  折紙/（え851-2
～41は袋一
括） ・ 1通 
 え 851 - 22
 覚（金1298両3分銀5匁8分5厘年賦上納成し下された
きに付） ＊下書 　 大サ 
 折紙/（え851-2
～41は袋一
括） ・ 1通 
 え 851 - 23
 （書状、糸会所方御貸下げ金、病気の者もあり延引願
いに付） 　 八田喜兵衛
 7月26日  切紙/（え851-2
～41は袋一
括） ・ 1通 
 え 851 - 24
 （書状、旧臘為替金の内御預り証文請取に付） 　 水井忠
蔵 → 八田嘉助様・堀内与一右衛門様
 3月19日  切紙/（え851-2
～41は袋一
括） ・ 1通 





括） ・ 1通 
 え 851 - 26
 （1516両1分銀5分2厘他金銭書上） 　  横長半/（え
851-2～41は袋
一括）/（帳くず
れ） ・ 1通 
 え 851 - 27
－ 157 －






 え 851 - 28 
 （書状、産物御出方金差し出し、御勘定吟味相違なく
返却に付） 　 磯田音門 → 産物会所中
 4月22日  切継紙/（え
851-2～41は袋
一括） ・ 1通
 え 851 - 29 
 乍恐以書付御縋り奉願候（御鑑札後に繭買取仕りた
く、鑑札頂戴に付） 　 紙屋町御願人平吉（印）・親類清水戸
佐久（印） → 御産物方御会所 
 万延元申年7月  竪紙/（え851-2
～41は袋一
括） ・ 1通
 え 851 - 30 




 え 851 - 31 





 え 851 - 31 - 1
 卯春酒造勘定調三月晦日迄（白米503石3斗代金449両
1分銀13匁2歩4厘他酒造関係金銭書上）  　 酒造方 





 え 851 - 31 - 2













 え 851 - 31 - 4
 請手形之事（当村の者へ縁付に付） ＊雛形  山家村名主
三右衛門 → 何村名主誰レ殿 
 明和2酉年何月  竪紙/（え851-2
～41は袋一
括） ・ 1通
 え 851 - 32 
 請証文之事（与助娘そね卯之助伜左之助方に縁付に
付） ＊（端裏書）「卯之介伜左之助女房請証文控也」 　 山家村
名主三右衛門 → 田麦野村名主忠左衛門殿
 明和3戌年3月  竪切紙/（え
851-2～41は袋
一括） ・ 1通
 え 851 - 33 
 （包紙） ＊（包紙上書）「寺払手形　安永六酉三月中町之寺より
触替寺へ山家村与三郎女房と三太郎女房取替之宗旨」 　 
 安永6酉年3月  包紙/（え851-2
～41は袋一括 ・
 1点 
 え 851 - 34 - 1
 寺払手形之事（与三郎女房さよ当寺旦那のところ、三
太郎女房と替改にて貴寺旦那になりたき願いにて
以後貴寺旦那との印形に付） 　 天堂仲町善行寺（印） →
 山家村聴流寺





 え 851 - 34 - 2
 （南湖画・鶏之彫他絵画彫刻書付） 　  横切継紙/（え
851-2～41は袋
一括） ・ 1通
 え 851 - 35 




 え 851 - 36 
－ 158 －
 6. 産物会所 /14. 諸書類綴 




括） ・ 1点 
 え 851 - 36 - 1





 え 851 - 36 - 2





 え 851 - 36 - 3





 え 851 - 36 - 4




綴） ・ 1通 
 え 851 - 36 - 5




綴） ・ 1通 
 え 851 - 36 - 6











 え 851 - 37
 （産物会所金銭受取関係綴） 　  綴/（え851-2～
41は袋一括）/
（え851-38-1～
3は一綴） ・ 1綴 
 え 851 - 38





 え 851 - 38 - 1





 え 851 - 38 - 2





 え 851 - 38 - 3
 （辰の10の冬12月巳の春の松山行へ2両他金銭書上）  切継紙/（え
851-2～41は袋
一括） ・ 1通
 え 851 - 39
－ 159 －
 6. 産物会所 /14. 諸書類綴
 （申年御歳暮代金〆1910両書付） 　  切継紙/（え
851-2～41は袋
一括） ・ 1通
 え 851 - 40 












 え 851 - 41 - 1





 え 851 - 41 - 2





 え 851 - 41 - 3







 え 851 - 41 - 4







 え 851 - 41 - 4 - 1







 え 851 - 41 - 4 - 2







 え 851 - 41 - 4 - 3







 え 851 - 41 - 4 - 4
－ 160 －
 6. 産物会所 /14. 諸書類綴 







 え 851 - 41 - 4 - 5







 え 851 - 41 - 4 - 6







 え 851 - 41 - 4 - 7







 え 851 - 41 - 4 - 8






綴） ・ 1通 










 え 851 - 41 - 4 -
 10 







 え 851 - 41 - 4 -
 11 







 え 851 - 41 - 4 -
 12 







 え 851 - 41 - 4 -
 13 
－ 161 －
 6. 産物会所 /14. 諸書類綴







 え 851 - 41 - 4 -
14
 （産物会所取引関係綴） 　  綴/（え28-1～
44は一綴） ・ 1綴 
 え 28
 （書状、御内談の産物方御用の儀、委細御認め遣わさ
れ下されたきに付） 　 大嶋武左衛門 → 八田嘉右衛門様 
 11月27日  切紙/（え28-1
～44は一綴） ・ 1
通
 え 28 - 1
 （書状、御満入金21日に御渡し下されたきに付） 　 大嶋
武左衛門・菊地孝助 → 八田嘉右衛門様
 6月18日  横継紙/（え
28-1～44は一
綴） ・ 1通
 え 28 - 2
 （書状、文化14年よりの御用達金他御返済のため、明
13日御勘定書まで御借入証文持参下されたきに
付） 　 大嶋武左衛門・菊地孝助 → 八田嘉右衛門様 
 3月12日  横継紙/（え
28-1～44は一
綴） ・ 1通
 え 28 - 3
 （御内御用のため金50両受取に付他借金証文写し）
 大島（武左衛門）・菊地（孝助）
 11月  横継紙/（え
28-1～44は一
綴） ・ 1通
 え 28 - 4
 （書状、御預け金の儀とても相減ずること相成りか
ね、何分御才覚御差し出されたきに付） 　 菊地孝助 →
 八田嘉右衛門様
 12月7日  横継紙/（え
28-1～44は一
綴） ・ 1通
 え 28 - 5
 （書状、御手元御差引の儀、御印形並びに御持ち出し
の分御持参、今日御役所まで御来駕下されたきに
付） 　 大嶋武左衛門・菊地孝助 → 八田嘉右衛門様 
 6月27日  横継紙/（え
28-1～44は一
綴） ・ 1通
 え 28 - 6
 （書状、三井店弥次郎名当の證文、私共御中借證文と
御引替に下されるか相伺うに付） 　 （八田）辰三郎 →
 （八田）嘉助様
 12月8日  切紙/（え28-1
～44は一綴） ・ 1
通
 え 28 - 7
 （一郎治金1両2分銭200文他金銭書上） 　  切紙/（え28-1
～44は一綴） ・ 1
通
 え 28 - 8
 （〆金6両銭24文他金銭書上） 　  切紙/（え28-1
～44は一綴） ・ 1
通
 え 28 - 9
 （書状、御約束の大坂表薬や調書御一覧の上、御返却
下されたきに付） 　 高井三九郎 → 菊屋金兵衛様人々御中




 え 28 - 10
 （友吉絵嶋15疋のうち5疋当人へ相渡す他品物書上）  切紙/（え28-1
～44は一綴） ・ 1
通






 え 28 - 12
 （書状、紬代金のうち為替金200両宜しく御取扱い下
さるべきに付） 　 江店産物掛 → 御在所方御掛様 
 9月8日  横継紙/（え
28-1～44は一
綴） ・ 1通
 え 28 - 13
 （書状、先達て注文の白綾2疋他たしかに届け申すに
付他） 　 江店懸り → 御在所方御掛様 
 9月7日  横継紙/（え
28-1～44は一
綴） ・ 1通
 え 28 - 14
 （書状、大丸店要助差し出しの土産の品、御落手下す
べきに付） 　 ねつ → （八田）喜兵衛様
 14日  切紙/（え28-1
～44は一綴） ・ 1
通
 え 28 - 15
－ 162 －
 6. 産物会所 /14. 諸書類綴 
 （書状、新潟へ差し向かいの金子差し支え、御用金の
うち500両拝借仕りたきに付） 　 良右衛門 → 八田様
 7月3日  横継紙/（え
28-1～44は一
綴） ・ 1通 
 え 28 - 16
 （書状、大丸よりの品御配り宜しく頼むに付） 　 （八田）
喜兵衛 → 御会所様 
 3月16日  切紙/（え28-1
～44は一綴） ・ 1
通 
 え 28 - 17
 （書状、元利勘定成し、相残り金を彼方へ用立て遣わ
し下されたきに付） 　 三郎右衛門 → （八田）嘉右衛門様 
 9月20日  横継紙/（え
28-1～44は一
綴） ・ 1通 




 9月23日  横継紙/（え
28-1～44は一
綴） ・ 1通 




 1月21日  横継紙/（え
28-1～44は一
綴） ・ 1通 
 え 28 - 20
 （その儀一条、万事先日御はなしの通り成されるよう
願い上げほかに付） 　 
 15日  切紙/（え28-1
～44は一綴） ・ 1
通 
 え 28 - 21
 絹紬織元内穿鑿之節賄代之儀申上 　 松木孫八  9月  横継紙/（え
28-1～44は一
綴） ・ 1通 
 え 28 - 22
 覚（絹紬織元値段内々穿鑿の節、御賄代〆1貫248文頂
戴仕りたきに付） 　 御手附松本元右衛門・塚原健三郎 
 辰9月  横継紙/（え
28-1～44は一
綴） ・ 1通 
 え 28 - 23
 覚（佐藤殿代金2分銭932文他惣〆3貫827文金銭書上）  切紙/（え28-1
～44は一綴） ・ 1
通 





綴） ・ 1通 
 え 28 - 25
 覚（金10両他〆金16両金銭書上） 　  横継紙/（え
28-1～44は一
綴） ・ 1通 
 え 28 - 26
 覚（あら1本代172文他〆金1両と銭804文金銭書上） 　  折紙/（え28-1
～44は一綴） ・ 1
通 
 え 28 - 27
 覚（金10両請取、指引金3分銭213文金銭書上） 　  横継紙/（え
28-1～44は一
綴） ・ 1通 





綴） ・ 1通 






綴） ・ 1通 
 え 28 - 30
 覚（御用達金月懸御利足金10両受取に付） 　 八田嘉右衛
門 
 文政5午年12月  切紙/（え28-1
～44は一綴） ・ 1
通 
 え 28 - 31
 （書状、若宮村新左衛門紬買い継ぎ訴訟の儀、願いの
通り承る段、掛り御役人申し聞くに付） 　 恩田頼母 →
 矢沢監物様
 5月  横継紙/（え
28-1～44は一
綴） ・ 1通 




 6月10日  切紙/（え28-1
～44は一綴） ・ 1
通 
 え 28 - 33
－ 163 －













 え 28 - 35
 （根元を弱らせずなど紬の元真綿御仕法に付書付） 　  横継紙/（え
28-1～44は一
綴） ・ 1通






 え 28 - 37
 （書状、御用場家賃の儀、愚意もあらば申し上げるに
付） 　 善治 → （松本）嘉十郎様 




 え 28 - 38
 （書状、会所御寄合の儀、越前までは会所御懸りにて
御弘め仕りたきに付） 　 善治 → ［　］（破損）郎様 
 11月18日  切紙/（え28-1
～44は一綴） ・ 1
通
 え 28 - 39
 （書状、江戸出しの方も矢代へ相任せる儀、別段申し
上げること無きに付） 　 高野 → 松本（嘉十郎）様 
 28日  切紙/（え28-1
～44は一綴） ・ 1
通
 え 28 - 40
 （書状、私儀病中、他所ものも参ること御免蒙りたき
に付） 　 寺町 → 松本（嘉十郎）様
 18日  切紙/（え28-1
～44は一綴） ・ 1
通
 え 28 - 41
 （書状、兵庫よりの金子受け取り、早速上納のところ、
善光寺その他へ借りがあり、15日まで御延ばし願
うに付） 　 （松本）嘉十郎 → 善治様・慎助様
 11月6日  横継紙/（え
28-1～44は一
綴） ・ 1通
 え 28 - 42
 覚（備後市松染15枚代52匁他〆金3分2朱受取に付）
 大文字屋嘉兵衛（印「日本橋通二町目大文字屋」） → 岡野様
 子11月26日  切紙/（え28-1
～44は一綴） ・ 1
通
 え 28 - 43
 覚（賃銭1貫35文他〆金3朱銭235文金銭書上） 　 甚之丞  切紙/（え28-1
～44は一綴） ・ 1
通
 え 28 - 44
 （産物会所関係綴） 　  綴/（え26-1～
14は一綴） ・ 1綴 
 え 26
 （白米27升2合8勺代金6貫733文請取に付） 　 下高田村彦
三郎（印） 
 5月7日  折紙/（え26-1
～14は一綴） ・ 1
通






 え 26 - 2
 覚（書状、産物方荷送りの品御払い代金いかが相なる
や他に付） 　 両人 → 久右衛門様
 5月27日  折紙/（え26-1
～14は一綴） ・ 1
通






 え 26 - 4
 （下井尻村御所持の御地の小作米徳左衛門分1俵ほか
相納めるに付） ＊後欠 　 下井尻村御米小作人徳左衛門
（印）・茂左衛門（印）
 天保2卯年12月  折紙/（え26-1
～14は一綴） ・ 1
通
 え 26 - 5
 仕切覚（杏仁25箇代〆金44両3分銀6匁2分9厘） 　 伊勢
屋吉兵衛 → 源之助殿 
 未11月11日  折紙/（え26-1
～14は一綴）/
（え26-6-1～3
は一綴） ・ 1通 
 え 26 - 6 - 1 
－ 164 －
 6. 産物会所 /14. 諸書類綴 
 仕切覚（杏仁20箇他代〆金63両3分銀7匁4分3厘） 　 小












 え 26 - 6 - 3
 （丹後嶋1疋他品物書上） 　 重郎治  正月12日  切紙/（え26-1
～14は一綴） ・ 1
通 





 文久2戌年11月4日  折紙/（え26-1
～14は一綴） ・ 1
通 
 え 26 - 8
 （きぬ・木綿書上） 　  切紙/（え26-1
～14は一綴） ・ 1
通 
 え 26 - 9
 （10貫200匁他〆銀125貫300匁金銭書上） 　  切紙/（え26-1
～14は一綴） ・ 1
通 






 え 26 - 11








 9月  横切紙/（え
26-1～14は一
綴） ・ 1通 




 巳正月  横継紙/（え
26-1～14は一
綴） ・ 1通 
 え 26 - 14
 （産物会所書状・領収書他綴） 　  綴/（え106-1～




 （松本）嘉十郎 → （八田）喜兵衛様
 8月11日  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通 
 え 106 - 1
 当時相庭（大嶋黒砂糖上棟・白砂糖天光印他） 　 店
 → 菊屋様 
 7月27日  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通 
 え 106 - 2
 覚（金82両並びに金42両2分の為替証文2通を夕方迄
お渡し下さるよう願うに付） 　 （水井）忠蔵 → （八田）喜
兵衛様
 12月10日  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通 
 え 106 - 3
 （書状、裏絹は当時この表専ら織立の風聞に付、捌口
を思し召しにて取り計らい下さるべき旨） 　 江府懸
り → 御在所御掛様 
 9月13日  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通 
 え 106 - 4
 （書状、別紙の通り差し上げるので御落手下されたき
に付） 　八田喜兵衛様 → 水井忠蔵様 
 4月20日  切紙/（え106-1
～61は一綴） ・ 1
通 
 え 106 - 5
 （書状、3月中差紙の儀は分かり兼ねるので、善左衛門
取り計らいの御貸下帳をお借し下さるよう願うに
付） 　 （八田）辰三郎 → （八田）喜兵衛様 
 4月29日  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通 
 え 106 - 6
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 （書状、金12両差し上げるのでお承知下されたき旨、
並びに増田も漸く一昨9日願いの通り命じられた
旨） 　 佐竹周蔵 → （八田）喜兵衛様
 12月11日  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通
 え 106 - 7
 （書状、このたびお調べの売買所上納金並びに向々御
払荷造帳が手元にあればお廻し下されたきに付）
 （八田）喜兵衛 → （八田）嘉助様
 20日  切紙/（え106-1
～61は一綴） ・ 1
通
 え 106 - 8
 （書状、廻談のところ別紙の通り異存なきに付、即刻
買出し出来るよう仲買行司へ申し渡されたき旨） 
 松木源八 → 八田喜兵衛様 
 5月26日  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通
 え 106 - 9
 覚（残糸310本13ヶ月御札金8匁1分2厘他〆銀24匁3分
7厘金銭書上） 　 御会所御用達 → 松源（松木源八）様
 戌12月  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通
 え 106 - 10 
 （書状、近日調べ上げ仕りたく、御才覚申し上げるに
付） 　 ■■儀右衛門 → 八田嘉助様
 2月21日  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通
 え 106 - 11 
 （ヱトヲ判12本代27匁6分他金銭書上） 　 山田安次郎 →
 山崎久右衛門様
 8月23日  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通
 え 106 - 12 
 （書状、売買所より差出の荷送帳は間違いにてこの程
引き合いのところ、為替金等取り計らいのため増
田が早々出府するよう願うに付） 　 （佐竹）周蔵 → （八
田）喜兵衛様 
 8月18日  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通
 え 106 - 13 
 おほへ（白紬7丈・斜子2丈2尺1寸他書上） 　 藤吉 → 御［  ］
（綴紐） 
 午8月  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通
 え 106 - 14 
 覚（御時拝借金17両2分受取に付） 　 増田孫兵衛（印「信州
松代本町増田」） → 八田嘉助様
 戌5月16日  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通







 え 106 - 16 
 覚（古木代金3分受取に付） 　 平林村弥忠治・代判佐竹周蔵
（印） → 御産物方御会所
 子4月25日  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通
 え 106 - 17 
 覚（粉薬代2匁4分5厘他〆43匁3分銭300文金銭書上）  （3月晦日～5月9日）  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通
 え 106 - 18 
 （金165両2分2朱銭184貫50文金銭書上） 　  切紙/（え106-1
～61は一綴） ・ 1
通
 え 106 - 19 
 （金8両1分銭17貫600文金銭書上） 　  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通
 え 106 - 20 
 （金131両の内絹紬代113両2分他金銭書上） 　  切紙/（え106-1
～61は一綴） ・ 1
通
 え 106 - 21 
 （金114両銭111貫750文他金銭書上） 　  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通






 え 106 - 23 
 （書状、例年の通り挽抜蕎麦下された御礼）＊下書 　 八




 え 106 - 24 
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 （書状、桐油包1ツ江府表御会所へお届けに付） 　 山田
宗古 
 8月7日  切紙/（え106-1
～61は一綴） ・ 1
通 
 え 106 - 25
 （書状、寺領木綿並びに布中買の者共到着、例の通り
取り計らうべきに付） 　 山寺源太夫 → 産物会所掛中
 8月5日  横切紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通 
 え 106 - 26
 （書状、愛之助紬売の儀は、当所へ出て鑑札を受け、中
野へ紬持参することなきよう申し渡すに付） 　 （堀
内）与一右衛門 → 御会所様 
 9月3日  切紙/（え106-1
～61は一綴） ・ 1
通 





綴） ・ 1通 





綴） ・ 1通 
 え 106 - 29
 覚（縮緬浅黄無地代9匁6分他〆309匁1分金銭書上） 　
 大黒屋甚兵衛（印） → 増田孫兵衛様
 午5月19日  折紙/（え106-1
～61は一綴） ・ 1
通 
 え 106 - 30
 覚（横麻上下代48匁の内代金2歩受け取り、残り銀18
匁銭8文金銭書上） 　 白木屋（印「日本橋南一町目白木屋
彦太郎かけねなし」）又七・由兵衛 → 岡野陽之助様 
 11月15日  横切紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通 
 え 106 - 31
 （書状、御上納金受取印書並びに御納戸戻しの1朱金
差し上げるに付） 　 （水井）忠蔵 → （八田）喜兵衛様印書并
銀子入
 2月7日  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通 
 え 106 - 32
 （文左衛門へ21貫185匁他〆124貫408匁金銭書上） 　  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通 
 え 106 - 33
 口上覚（私娘病気のところ養生叶わず死去、当月26日
迄忌中に付） 　 中町善左衛門 → 御元方様
 正月17日  切紙/（え106-1
～61は一綴） ・ 1
通 
 え 106 - 34
 （書状、同心町斎藤円七へ送り金為替願いを受け取っ
たので、私よりの手形引き替えに正金6両お渡し下
されたきに付） 　 （佐竹）周蔵 → （水井）忠蔵様
 12月18日  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通 
 え 106 - 35
 （書状、別封の通り佐竹氏より為替金6両申し来ると
ころ、私手には為替の金子無きに付、御手の方にて
繰り合い下されたきに付） 　 水井忠蔵 → 八田喜兵衛様
 12月27日  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通 
 え 106 - 36
 覚（横麻御上下差し上げるので御入手されたきに付）
 白木屋又七・由兵衛 → 岡野陽之助様
 極月朔日  横切紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通 
 え 106 - 37
 覚（琉文9枚代20匁7分他〆76匁8厘銭1貫94文お払い
願い上げるに付） 　 大黒や徳兵衛 → 御産物方御会所 
 酉8月  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通 
 え 106 - 38
 覚（友吉上納分金50両他〆金130両1分金銭書上） 　  切紙/（え106-1
～61は一綴） ・ 1
通 












綴） ・ 1通 
 え 106 - 41
 （書状、布袋屋手代荘五郎へ下される御目六その他両
人への同道はお聞き済みのため取り計らうべきに
付） 　 松木源八 → 八田喜兵衛殿 
 3月30日  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通 
 え 106 - 42
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 覚（御納戸縮緬2丈代40匁他〆140匁8分9厘金銭書上）
 唯吉 → 長崎源吾様 
 申極月  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通
 え 106 - 43 
 覚（御扶持の内金3分御中預り請け取りに付） ＊（端裏
書）「治左衛門渡金之内三分御番人江相渡ス」 　 治左衛門 →
 御会所御役人中様 
 天保6年未之3月23日  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通
 え 106 - 44 
 覚（御内用銭100文金銭書上） 　 御番人庫之助  午11月  小切紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通
 え 106 - 45 
 覚（筵包3並御駄賃金2分3朱受取に付） 　 御飛却林平
（印） → 御会所
 午11月29日  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通
 え 106 - 46 
 覚（紬切4尺代2匁5分6厘他〆26匁7分2厘金銭書上）
 御産物方善兵衛 → 松木（源八）様
 未12月  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通
 え 106 - 47 
 （書状、紬方滞の儀は、取り調べの上御上納なさるべ
き旨仰せのところ、今以て沙汰も無きに付） 　 拝借
掛 → （八田）喜兵衛様・（八田）辰三郎様・（八田）嘉助様 
 8月29日  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通




 9月20日改  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通
 え 106 - 49 
 覚（御貸下金90両並びに礼金3両受取に付） 　 八田喜兵
衛（印墨消） → 内川村柳八 
 天保7申年9月29日  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通
 え 106 - 50 
 （産物会所御仕法替に付願いの通り命じるので、以来
御締筋厳重に心掛けるべきに付） 　 → 増田孫兵衛
 12月  切紙/（え106-1
～61は一綴） ・ 1
通
 え 106 - 51 
 （紺屋町和七・同豊吉当辰年番に付） 　 → 糸御会所  天保3辰年12月  切紙/（え106-1
～61は一綴） ・ 1
通
 え 106 - 52 
 （書状、印鑑の儀は文字5ツの内、初めの方が見やすく
て然るべきなので、彫刻出来の上差し出すよう仰
せに付） 　 松木源八 → 産物会所懸中
 10月7日  横切紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通
 え 106 - 53 
 （書状、差し懸かり入用なので紬方上納金拝借したき
に付） 　 （八田）喜兵衛 → （八田）嘉助様
 12月26日  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通
 え 106 - 54 
 覚（5両の内真木代1両他差し引き〆残金3両2分1朱銀
2匁2分1厘差し上げに付） 　 （佐竹）周蔵
 12月29日  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通
 え 106 - 55 
 覚（江府御産物代金拝借の分金4両上納、請け取りに
付） 　 八田嘉助 → 才領組弥平殿
 天保6未年6月  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通




 6月  横切紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通






 え 106 - 58 
 （卯年納の内白絹18匹・うね織1匹他書上） 　  （辰）10月5日  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通
 え 106 - 59 
 （書状、伊勢屋市郎兵衛より金1両1分銭72文を添えて
書状到来のためお届けに付） 　 （大塚）孝三郎 → （八田）
嘉助様 
 4月7日  横切継紙/（え
106-1～61は一
綴） ・ 1通
 え 106 - 60 
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 覚（曽代絹4疋代金4両銀11匁5分8厘宜しきよう頼み
に付） 　
 11月4日  折紙/（え106-1
～61は一綴） ・ 1
通 
 え 106 - 61
 （産物会所書状・領収書他綴） 　  綴/（え105-1～




付） 　 大嶋武左衛門・斎藤善九郎 → 八田嘉右衛門様証文入
 横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 
 え 105 - 1
 （書状、小川一条はこのたびは引き詰めも致し兼ねる
ので、別帳はご覧になり今日中に差し出し下さる
よう願うに付） 　 隠居 → 寺町様差上申候
 23日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 
 え 105 - 2
 覚（武鑑代3匁7分5厘他〆金17両銀4匁9分勘定承知に
付） 　 （佐竹）周蔵 → （八田）喜兵衛様
 11月  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 
 え 105 - 3
 （書状、会所土蔵釣棚の儀は承知の旨、並びに先日の
12通留差し戻すに付） 　 松木源八 → 松本嘉十郎様
 9月21日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 
 え 105 - 4
 覚（琭球包板〆1箇代14貫300文他請け取りに付） 　 会
所 
 12月20日  切紙/（え105-1
～82は一綴） ・ 1
通 





綴） ・ 1通 
 え 105 - 6
 （書状、越後より御領分へ入る塩直段高直のため水内
郡古間宿与右衛門申し立て通りに成し下されたき
に付） 　（堀内）与一右衛門 → （八田）喜兵衛様 
 4月28日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 
 え 105 - 7
 （書状、9月30日出の御荷物違いは10匁に付、荷送帳の
写しを別紙の通りお目に懸けるに付他） 　 山崎久右
衛門 → 八田喜兵衛様 
 10月10日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 
 え 105 - 8
 九月晦日出之内（染縮緬金〆13両3分銀2匁8分5厘荷
送帳丸写し他内々貴意を得るに付） 　 （山崎）久右衛
門 → （八田）喜兵衛様 
 10月10日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 
 え 105 - 9
 （書状、中町近江屋作右衛門手代仕入物に上京の節差
し登せたき件、品代金差し支えの趣も聞かないの
で登せたき旨内評に付） ＊下書 　 
 横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 






綴） ・ 1通 
 え 105 - 11
 （書状、三井店より坂田孫兵衛への送り金360両為替
上納に付、樋口一平殿請け取り証文1通・御郡方へ
の御用状を送るに付） 　 江戸店掛り → 御在所御掛り様
 10月晦日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 
 え 105 - 12
 （渡し高〆金71両3分他無尽掛金書上） 　  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴）/（継目剥離
し3枚綴） ・ 1通 
 え 105 - 13
 （書状、産物会所普請出来にて明15日開きの儀、御勝
手方へ申し立ては承り済みに付） 　 石倉源左衛門・松
木源八 → 会所懸中 
 6月14日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 






 え 105 - 15
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 9月  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通
 え 105 - 16 
 白紬（高井へ3分1〆150文他〆12疋他金銭書上） 　  折紙/（え105-1
～82は一綴） ・ 1
通
 え 105 - 17 
 （金157両1分2朱余他金銭書上） 　  折紙/（え105-1
～82は一綴） ・ 1
通
 え 105 - 18 
 （上糸・中糸・下糸代金〆2両2朱銀2匁3分7厘受け取り
に付） 　 為印




 え 105 - 19 
 覚（御代官上納金6両3朱銭867文他〆金37両3分3朱銭
867文去年の振り合い凡金高書上） 　
 12月8日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通
 え 105 - 20 
 （書状、数右衛門へ申し置きの無尽御懸金頂戴したき
に付） 　 （八田）競 → （八田）嘉助様 
 12月29日  切紙/（え105-1
～82は一綴） ・ 1
通
 え 105 - 21 
 （書状、小林氏より預り金返済の儀、返金しなくては
私方の繰り合い悪しきに付差し出さるべきに付） 
＊下書 　 （八田）嘉助 → 藤吉様
 極月21日  切紙/（え105-1
～82は一綴） ・ 1
通






 え 105 - 23 
 （書状、去暮延引取の件今朝差し上げたので御落手成
されたきに付他） 　 （大嶋）磯右衛門 → （八田）嘉助様 
 正月5日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通




 酉2月  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通
 え 105 - 25 
 （書状、小林量吉跡夫助金御預けの分御下げ金の件、
当節まで取り集め分の金5両上納に付） 　 藤吉 → （八
田）嘉助様金子添
 12月22日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通




 8月［　］（綴紐）  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通




 7月8日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通




 10月26日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通




 12月28日  切紙/（え105-1
～82は一綴） ・ 1
通




 9月朔日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通




 7月12日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通
 え 105 - 32 
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綴） ・ 1通 







綴） ・ 1通 




かに付） 　 江府両人 → 御在所御懸り様
 7月17日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 






 え 105 - 36
 （若宮村新左衛門・紺屋町藤吉両人願の趣承り済みに
付） 　 松木源八 → 会所掛中
 5月18日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 
 え 105 - 37
 覚（6箇受け取りに付） 　 池田春蔵（印） → 御産物御会所  未2月7日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 
 え 105 - 38
 （書状、嘉助様御在府中御取替分金83両1分他〆金100
両1分銀4匁9分内100両為替証文お廻し下されたき
に付他） 　 （佐竹）周蔵 → （八田）喜兵衛様
 12月29日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 
 え 105 - 39
 （書状、産物品々引請代金の儀、捌き次第・為替金取り
計らい方次第のため産物荷造帳写をこの方へお廻
し下されたきに付） 　 （佐竹）周蔵 → （八田）喜兵衛様
 8月19日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 




 → 御在所御掛中様 
 10月晦日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 
 え 105 - 41
 （書状、昨日申し上げた江府為替金の儀、御金出の節
は江府御納戸へ廻すとの内談なので、御便次第仰
せ越し下されたき旨） 　 水井忠蔵 → 八田喜兵衛様
 11月7日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 
 え 105 - 42
 （書状、裏絹は繭糸直段も下落の様子、この場を凌げ
ば直も引き下がるや、何とぞ織方御相談お付け下
されたきに付） 　 孫右衛門 → （八田）喜兵衛様当用 
 3月2日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 




 閏4月  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 




 9月18日  横切紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 
 え 105 - 45
 （書状、会所一件の儀、別紙御書付を以って仰せ付け
られありがたきに付） 　 増田孫兵衛 → 八田喜兵衛様
 12月11日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 
 え 105 - 46
 （書状、別紙穿鑿に付内宅へ召し呼び申し述べたき儀
もあるので、近々の内に大店向も罷り出るべきに
付他） 　矢沢一蔵 → 松木源八殿
 10月22日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 
 え 105 - 47
 （書状、先達て仰せの金子は今日まで取り集めの分17
両差し上げるので、良右衛門へお渡し下さるよう
願うに付） 　 藤吉 → （八田）嘉助様金子添 
 12月28日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 
 え 105 - 48
－ 171 －







 え 105 - 49 
 （書状、縮緬綿並びに改方等の儀、別紙の通り孫兵衛
より願立のところ、兎角織元一和せず、願いの通り




 え 105 - 50 
 御答（上田表穿鑿はいかにも高直の旨他、別紙草稿を
差し戻すに付） 　 
 （巳）9月23日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通





 11月  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通
 え 105 - 52 
 （上5升代75匁他〆511匁9分5厘の金銭書上） 　 いせや弥
吉 → 御産物方御会所 
 午7月  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通
 え 105 - 53 
 覚（筵18枚代690文他〆842文請け取書） 　 御飛脚組池田
春蔵（印） → 御産物御会所 




 え 105 - 54 
 覚（金10両他〆金30両御預かりに付） 　 会所（印） → 酒御
店 
 申7月13日  切紙/（え105-1
～82は一綴） ・ 1
通
 え 105 - 55 
 覚（天水桶1本代650文他金銭書上） 　 太助 → 会所  切紙/（え105-1
～82は一綴） ・ 1
通
 え 105 - 56 
 覚（天水桶代1朱他金銭書上） 　 中町清兵衛  6月18日  切紙/（え105-1
～82は一綴） ・ 1
通












 え 105 - 59 
 （書状、去冬中惣兵衛差し出しの白布代金は、荷造書
穿鑿すべき旨会所御元帳御書抜一分相違、引き替
え下されたきに付） 　 （松沢）文右衛門 → （八田）喜兵衛様
 8月21日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通
 え 105 - 60 
 （書状、増田孫兵衛願いの趣は名代を以てお請け申し
上げるべきか御差図下されたきに付） 　 江府懸り →
 御在所御懸り中様 
 12月9日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通
 え 105 - 61 
 （書状、2月より10月迄御勘定のところ、10月晦日の分
を御本送り成し下されなくては御勘定差し支える
に付） 　 江府懸り → 御在所御懸り様 
 12月25日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通





 11月15日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通
 え 105 - 63 
 （書状、増田為替上納願いにて金100両受け取り御納
戸へ収め、証文並びに御郡方への御用状差し遣わ
す御差図下されたきに付） 　 江府掛り → 御在所御掛り
様 
 12月晦日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通
 え 105 - 64 
－ 172 －
6. 産物会所 /14. 諸書類綴 
（書状、松本嘉十郎より内懸合の件、三井店平七中野
表旅宿へ嘉十郎を差し遣わし、表向き示談の詮議
に付） ＊下書 　 
 横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 




 12月29日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 





綴） ・ 1通 
 え 105 - 67
 （紺屋町藤吉金79両他金銭書上） 　  10月13日～23日  切紙/（え105-1
～82は一綴） ・ 1
通 




 3月23日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 
 え 105 - 69
 （書状、江府へお廻しの為替証文慥かに落手に付） 　 御
金掛 → （八田）喜兵衛様・（八田）嘉助様
 4月18日  切紙/（え105-1
～82は一綴） ・ 1
通 
 え 105 - 70
 （書状、お渡し下された御相談書の儀は一同得と相談
してお答えしたきに付他） 　 拘沢・山野拝 → 松本（嘉十
郎）様
 7月20日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴）/（虫損あ
り） ・ 1通 
 え 105 - 71
 （多賀坊帰り伝馬1疋に付） 　 伊勢町巳之作  未12月8日  切紙/（え105-1
～82は一綴） ・ 1
通 
 え 105 - 72
 （御役荷物江戸表へ御出しの節、伝馬6疋の内1疋に
付） 　 伊勢町小八
 未7月3日  切紙/（え105-1
～82は一綴） ・ 1
通 
 え 105 - 73
 （諏訪宮擬祝名代帰り伝馬1疋に付） 　 伊勢町小八  未12月9日  切紙/（え105-1
～82は一綴） ・ 1
通 
 え 105 - 74
 （紬織元真綿繰合方須坂村坂田清右衛門他2名、紬中
買共織元へ下直に売り渡し、真綿仕入れ手配する




 え 105 - 75
 （伊達新十郎書〆5ツ1両2分他書付） 　  切紙/（え105-1
～82は一綴） ・ 1
通 
 え 105 - 76
 （書状、冥加金御調書お廻しの御礼、並びに紬方御中
借金に付別紙調書廻すに付） 　 （水井）忠蔵 → （八田）喜
兵衛様
 6月10日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 
 え 105 - 77
 （書状、去巳年御預役所御出来の節非人共へ下され物
の御問合に付） 　 山下勇作 → 堀内与一右衛門様貴報
 17日  横切継紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 
 え 105 - 78
 覚（綿内大小注文書入料積立御頼みに付） 　  8月  折紙/（え105-1
～82は一綴） ・ 1
通 
 え 105 - 79
 （紬19疋代15両3分銭18貫50文他金銭書上） 　  切紙/（え105-1
～82は一綴） ・ 1
通 
 え 105 - 80
 （書状、内川村重兵衛へ別紙両通と金4両銭240文お渡
し下されたきに付） 　 （中島）三右衛門 → （八田）喜兵衛
様・（八田）辰三郎様
 29日  切紙/（え105-1
～82は一綴） ・ 1
通 
 え 105 - 81
 （藤吉へ紬代金100両借用他金銭書上） 　  （午11月～亥9月）  横切紙/（え
105-1～82は一
綴） ・ 1通 
 え 105 - 82
－ 173 －
 6. 産物会所 /14. 諸書類綴








 え 841 
 （産物取引に関する約定書他綴） 　  綴/（え841-1-1
～8は一綴） ・ 1
綴
 え 841 - 1
 約定一札（松代・大坂間の産物取引に付）＊端裏貼紙に
約定書受取証文付き　 大坂炭屋孫七（印） → 松代様御産物附
菊屋伝兵衛殿・塩屋太三郎殿・藤屋戸佐久殿 
 嘉永2己酉年4月  竪継紙/（え
841-1-1～8は
一綴） ・ 1通
 え 841 - 1 - 1
 乍恐以書付奉申上候（領内産物を越後より船積みで









右衛門・同断源兵衛・長百姓市之丞 → 御産物御会所 
 天保15辰年10月  半/（え841-1-1
～8は一綴） ・ 1
冊





 天保15辰年正月  半/（え841-1-1
～8は一綴） ・ 1
冊
 え 841 - 1 - 4
 （細美布尺幅他議定に付） 　 新町村市場行司惣代喜右衛
門・伴右衛門（印） → 御産物御会所




 え 841 - 1 - 5
 一札（松代産物の大坂売り捌き方議定に付） 　 小西彦
七・鍵屋彦右衛門、（奥書）松代御産物附菊屋伝兵衛代栄八 →
 炭屋孫七殿 
 嘉永2酉年6月  竪継紙/（え
841-1-1～8は
一綴） ・ 1通





衛・太三郎・戸佐久 → 水井忠蔵様・松本嘉十郎様 
 嘉永6丑年4月  竪紙/（え841-
1-1～8は一
綴） ・ 1通







 え 841 - 1 - 8
 （産物取引に関する議定書等綴） 　  綴/（え841-2-1
～13は一綴） ・ 1
綴
 え 841 - 2
 一札（松代産物薬種類の大坂売り捌き方に関する議
定書） 　 炭屋孫七 → 鍵屋彦右衛門殿・小西彦七殿 
 嘉永（2）酉年6月  竪継紙/（え
841-2-1～13は
一綴） ・ 1通











弥十郎（印） → 御産物御会所 
 天保15辰年12月  竪継紙/（え
841-2-1～13は
一綴） ・ 1通
 え 841 - 2 - 3
－ 174 －
6. 産物会所 /14. 諸書類綴 
（包紙）＊（包紙上書）「上　紬中買」  紬中買 → 上  包紙/（え841-
2-1～13は一
綴） ・ 1点 





 天保15辰年11月  竪紙/（え841-
2-1～13は一
綴） ・ 1通 
 え 841 - 2 - 5
 （包紙）＊（包紙上書）「上」　 → 上  包紙/（え841-
2-1～13は一
綴） ・ 1点 




 天保15辰年8月  竪継紙/（え
841-2-1～13は
一綴） ・ 1通
 え 841 - 2 - 7
 （包紙）＊（包紙上書）「上　田野口村良右衛門」 　 田野口村良
右衛門 → 上 
 包紙/（え841-
2-1～13は一
綴） ・ 1点 






 天保15辰年4月  竪紙/（え841-
2-1～13は一
綴） ・ 1通 




取り計らいに付） 　 御町方商人惣代馬喰町虎吉 → 御産物
方御会所御役人中様 
 嘉永3戌年12月  竪継紙/（え
841-2-1～13は
一綴） ・ 1通
 え 841 - 2 - 10
 乍恐以書付奉願上候（国産甘草輸送中難風にて取り
成し下さりたきに付） 　 伊勢町伝兵衛 → 御産物方御会所
 嘉永3戌年10月  竪紙/（え841-
2-1～13は一
綴） ・ 1通 
 え 841 - 2 - 11
 乍恐以書付奉願候（甘草商売渡世の御鑑札頂戴、仲間
規定相守り冥加金上納に付） ＊下書 　 上田御領 → 御産
物方御会所 
 嘉永3戌年12月  竪紙/（え841-
2-1～13は一
綴） ・ 1冊 





綴） ・ 1通 
 え 841 - 2 - 13
 （産物会所御内慮伺他綴） 　  綴（え854-1～
28は一綴） ・ 1綴 
 え 854
 （袋）＊（袋上書）「雑書類」 　  万延元申年6月  袋/（え854-1～
28は一綴） ・ 1点 
 え 854 - 1
 以書付申上候（稲荷山村源之丞に預ける旨新右衛門
へ仰せ渡されたきに付） 　 世話役関新右衛門・堀内斧右
衛門・中村市三郎 → 御産物方御会所 
 正月24日  切紙/（え854-1
～28は一綴） ・ 1
通 
 え 854 - 2
 （書状、冥加巳午両年滞り分上納御免伺うに付） 　 宮下
主頭 → 産物会所惣中 
 閏3月3日  横切継紙/（え
854-1～28は一
綴） ・ 1通 




書状に、喜兵衛が直接返書を認めている 　 （八田）喜兵衛 →
 （八田）慎蔵様
 20日  切紙/（え854-1
～28は一綴） ・ 1
通 
 え 854 - 4
 （書状、彦次郎願書一件は不容易に付） 　 勘左衛門 → （八
田）慎蔵様
 閏4月20日  切継紙/（え
854-1～28は一
綴） ・ 1通 
 え 854 - 5
－ 175 －
 6. 産物会所 /14. 諸書類綴
 御預所村々諸鑑札渡御領内同様之願ニ付伺 　 産物掛  2月  切継紙/（え
854-1～28は一
綴） ・ 1通
 え 854 - 6
 （書状、別紙の伺承り済みに付） 　 河原舎人 → 高田幾太殿  2月13日  切紙/（え854-1
～28は一綴） ・ 1
通
 え 854 - 7
 （書状、他領産物方諸御印鑑札他に付） 　 産物会処懸  2月  切継紙/（え
854-1～28は一
綴） ・ 1通
 え 854 - 8
 （書状、善光寺杏干仁鑑札別帳に受けるに付） 　 磯田音
門 → 産物会所掛中 
 4月8日  切紙/（え854-1
～28は一綴） ・ 1
通
 え 854 - 9
 （書状、御本丸普請用途莫大のため、御国恩冥加金上
納有志の者取調べるに付） 　 中之条御役所 → 埴科郡中
之条村更級郡今里村迄右村々役人 
 申年2月20日  切紙/（え854-1
～28は一綴） ・ 1
通
 え 854 - 10 
 （書状、当村御国恩冥加金上納に付御仲間御取り極め
他に付） 　
 2月27日  切継紙/（え
854-1～28は一
綴） ・ 1通
 え 854 - 11 
 （書状、御国恩金上納に付両人へ別紙にて申し立てる
に付） 　 （八田）喜兵衛・（八田）慎蔵 → （水井）忠蔵様・（春日）
儀左衛門様 
 2月21日  横切継紙/（え
854-1～28は一
綴） ・ 1通
 え 854 - 12 
 （書状、別紙の旨承知成らるべきに付） 　 重郎兵衛 → 八
田慎蔵殿 
 6月17日  切紙/（え854-1
～28は一綴） ・ 1
通




衛・（八田）慎蔵 → （水井）忠蔵様・（春日）儀左衛門様 
 2月27日  切継紙/（え
854-1～28は一
綴） ・ 1通
 え 854 - 14 
 （書状、馴れ合い規定致し他国に入れ込み売買に付）
 　 （春日）儀左衛門
 2月21日  切継紙/（え
854-1～28は一
綴） ・ 1通
 え 854 - 15 
 （書状、善光寺領の者木綿布仲買鑑札願別帳の通り、
申出取り計らいに付） 　 磯田音門 → 産物会所懸中
 8月5日  切継紙/（え
854-1～28は一
綴） ・ 1通
 え 854 - 16 
 （書状、書面をもって為替金渡すに付） 　 （八田）慎蔵・
（八田）喜兵衛 → （水井）忠蔵様・（春日）儀左衛門様 
 2月25日  切継紙/（え
854-1～28は一
綴） ・ 1通
 え 854 - 17 
 （今夕ご都合次第寄合願に付） 　  26日  切紙/（え854-1
～28は一綴） ・ 1
通
 え 854 - 18 
 （書状、源之助願惣兵衛返前書御廻しに付） 　  2月26日  切紙/（え854-1
～28は一綴） ・ 1
通
 え 854 - 19 
 （書状、杏仁村々御触等書き入れ伺い、差図の由承知
くださるべきに付） 　 （八田）慎蔵・（八田）喜兵衛 → （水
井）忠蔵様・（春日）儀左衛門様
 6月4日  切紙/（え854-1
～28は一綴） ・ 1
通
 え 854 - 20 
 （書状、冥加金上納罷り成るに付） 　 （水井）忠蔵・（春日）
儀左衛門 → （八田）慎蔵様・（八田）喜兵衛様
 6月朔日  切継紙/（え
854-1～28は一
綴） ・ 1通
 え 854 - 21 
 （書状、別紙の通り心得なさるべきに付） 　 宮下兵馬 →
 八田慎蔵殿 
 6月4日  切紙/（え854-1
～28は一綴） ・ 1
通




 閏3月  横切継紙/（え
854-1～28は一
綴） ・ 1通
 え 854 - 23 
－ 176 －





 6月  横切継紙/（え
854-1～28は一
綴）/（貼紙あ
り） ・ 1通 
 え 854 - 24
 （書状、杏仁取締方別紙の通り会所懸下げ札に付） ＊
（端裏書）「回章」 　 （宮下）兵馬 → （山寺）源大夫様・（磯田）音
門様・（斎藤）友衛様・（徳田）重於様・勘左衛門様
 6月4日  切継紙/（え
854-1～28は一
綴） ・ 1通 
 え 854 - 25
 （書状、別紙伺の通り承り済み、案文の通り申し越さ
るべきに付） 　 小山田壱岐 → 高田幾太殿
 閏3月晦日  切紙/（え854-1
～28は一綴） ・ 1
通 




 閏3月29日  切紙/（え854-1
～28は一綴） ・ 1
通 
 え 854 - 27
 津久井県彦次郎住所違御尋ニ付申上（佐藤彦次郎住
所不明に付） 　 産物会所懸 
 閏3月  切継紙/（え
854-1～28は一
綴） ・ 1通 
 え 854 - 28
 （書状綴） 　  綴/（え844-1～
55は一綴） ・ 1綴 
 え 844
 （袋）＊（袋上書）「来状入」 　  袋/（え844-1～
55は一綴） ・ 1点 
 え 844 - 1
 （書状、今日会所へ出役致したいが昨夜より風気にて
平臥し熱が強いので出役できない旨宜く御執成し
願いたきに付） 　 市治 → 清右衛門様・（関田）荘助様
 7月朔日  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通 
 え 844 - 2
 （書状、今日出勤日のところ平臥にて御繰り合わせか
た願い且つ持参御印鑑7つ他差し上げ落手方成さ
れたきに付） 　 潤蔵 → （八田）慎蔵様 
 7月17日  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通 





 7月19日  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通 
 え 844 - 4





 え 844 - 5
 （書状、産物会所御普請入札の儀尋ねたく、明19日八





 え 844 - 6
 （書状、生糸貫目改元帳並びに冥加関連帳面雛形、腹
蔵無く評議を願うに付） ＊（端裏書）「六月廿九日　御内
評」 　 会所掛 → 会所掛様 
 6月29日  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴）/（貼紙あ
り） ・ 1通 
 え 844 - 7
 （書状、帳面并印鑑箱入差上げ落手方に付） 　 清右衛門
 → （丸山）保次様
 6月27日  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通 
 え 844 - 8
 当番割（7月11日～14日までの当番割書上） 　  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通 
 え 844 - 9




綴） ・ 1通 
 え 844 - 10
 （書状、蚕種集荷遅れの催促に付） 　 冨岡良右衛門 → 青柳
増五郎様 
 3月19日  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通 
 え 844 - 11
－ 177 －
 6. 産物会所 /14. 諸書類綴
 （書状、1000両証文の内500両分引き替えの為証文書
き換え願いに付） 　 清右衛門 → 市治様
 5月20日  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 844 - 12 
 （書状、別紙の通り触を廻すべきに付） 　 草（草間）一路
（印） → 町外当年番い組（印）他36組右組々役人
 7月6日  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通






 え 844 - 14 
 （書状、紬の丈尺他規定を定めるべきに付） 　 丸山保次・
関田荘助 → 八田慎蔵様
 7月17日  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 844 - 15 
 （書状、蚕種見込御鑑札願人取調に付） 　 （冨岡）良右衛
門 → 善四郎様
 3月29日  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 844 - 16 
 （書状、今日御引き替え仰せ渡されるに付） 　 庶務掌 →
 商法掌御中 
 8月望日  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 844 - 17 
 （書状、私親類下布施村山崎寛左衛門官札200両借入、
その節商法札200両御下げに相成るところ、この度
用立返金御規則替えとなり迷惑に付） 　 斎助 → （冨
岡）良右衛門様・（八田）慎蔵様
 8月15日  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 844 - 18 
 （書状、宜しくお取りはからい下されたきに付） 　 潤蔵
 → （八田）慎蔵様




 え 844 - 19 
 （書状、糸蚕種鑑札の件で罷り出のところ、今日は休
日の趣にて、鑑札は宿清三郎へ預置に付） 　 潤蔵 →
 （八田）慎蔵様
 5月11日  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 844 - 20 
 （書状、蚕種のため御下金願に付） 　 潤蔵 → （八田）慎蔵様  5月15日  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 844 - 21 
 覚（江戸御総督府よりの飛脚賃2両248文受取に付）
 御飛脚取次石倉周左衛門 → 検断所 
 辰5月5日  横切紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 844 - 22 
 （徳間村庄右衛門他人名書付） 　  横切紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 844 - 23 
 （書状、為替金60両お渡し願いに付） 　 （丸山）保次 → （小
野）唯之進様・清右衛門様 
 7月19日  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 844 - 24 
 覚（糸繭買鑑札冥加金1両他金銭書上） 　  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 844 - 25 







 え 844 - 26 
 （書状、蚕まゆ買入商人へ松代御産物御役所より御鑑
札御下げ渡し願いたきに付） 　 兵左衛門 → 幅場御旦那
様 
 5月10日  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 844 - 27 
 蚕種取締（綱掛村卯右衛門他取締役9名書上） 　  横折紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 844 - 28 
 覚（蚕種300枚御改め済みに付） 　 山岡栄治（印）・伊勢や徳
右衛門 → 御産物方御会所 
 慶応元丑年7月  横切紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 844 - 29 
－ 178 －
 6. 産物会所 /14. 諸書類綴 
 産物会所御番人之儀ニ付申上（肴町綱右衛門らを番
人にすべき他に付） ＊下書  産物会所掛
 横切紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通 





綴） ・ 1通 





 6月9日  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通 





綴） ・ 1通 





綴） ・ 1通 
 え 844 - 34
 鑑札渡（里方他鑑札配布日時に付） 　  切紙/（え844-1
～55は一綴） ・ 1
通 





綴） ・ 1通 
 え 844 - 36
 （書状、修善院重日来る8日に当たり麁夕差し上げた
く、同日8ツ時より御光来下されたきに付） 　 栄作 →
 （丸山）保次様
 7月6日  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通 
 え 844 - 37
 （書状、品々御見込御加筆成し下され有り難く、篤と
拝見の上調べかへ申立仕たきに付） 　 藤右衛門 → 栄
助様 
 7月10日  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通 
 え 844 - 38
 （書状、諸品受取落手されたきに付） 　 清右衛門 → （丸山）
保次様・（関田）荘助様
 7月3日  切紙/（え844-1
～55は一綴） ・ 1
通 
 え 844 - 39
 （書状、下布施村寛右衛門願の官札と商社手形差引に
付）＊え844－18と関連 　 斎助 → 御当番様 
 8月18日  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通 
 え 844 - 40
 （佐竹周蔵他人名書上） 　  切紙/（え844-1
～55は一綴） ・ 1
通 
 え 844 - 41
 （書状、木綿商売のもの共別紙名前の通り御鑑札返納
に付） ＊え844－33と関連 　 山極主馬・今井磯左衛門 → 磯
田音門様・成沢勘左衛門様・斎藤友衛様・草間一路様・根津繁
人様 
 8月11日  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通 
 え 844 - 42
 （別紙伺いの通り取りはからうべきに付） 　 岸善八  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通 




 5月  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴）/（附札あ
り） ・ 1通 




 11月6日  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通 
 え 844 - 45
 口上（産物荷物5駄ほど新潟へ差し下したく、着札25
枚この者へ渡されたきに付） 　 大忠 → 青柳（増太郎）様・
池田良右衛門様 
 11月8日  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通 
 え 844 - 46
－ 179 －
 6. 産物会所 /14. 諸書類綴
 商社規則書 ＊（端裏書）「商社規則書」 　  11月6日  横切継紙/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1通
 え 844 - 47 
 （八田慎蔵100両他〆600両積立金書上） 　  切紙/（え844-1
～55は一綴） ・ 1
通
 え 844 - 48 
 （八田慎蔵50両他〆150両官札献金書上） 　  切紙/（え844-1
～55は一綴） ・ 1
通
 え 844 - 49 
 （朱印「信州松代産物会所」） 　  切紙/（え844-1
～55は一綴） ・ 1
通
 え 844 - 50 
 （「市村北組勝右衛門」） 　  切紙/（え844-1
～55は一綴） ・ 1
通
 え 844 - 51 
 （印「産物方」） 　  切紙/（え844-1
～55は一綴） ・ 1
通






 え 844 - 53 
 （八田慎蔵50両他〆150両官札献金書上） 　  切紙/（え844-1
～55は一綴） ・ 1
通
 え 844 - 54 
 蚕種取締（綱懸村卯右衛門他取締役書上） 　  横長半/（え
844-1～55は一
綴） ・ 1冊
 え 844 - 55 
 （産物会所関係書類および書状綴） 　  綴/（え853-1～
58は一綴） ・ 1綴 
 え 853 
 （袋） ＊（袋上書）「雑書」 　 八田知衛  慶応元丑年8月  袋/（え853-1～
58は一綴） ・ 1点 




 8月21日  横切継紙/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通
 え 853 - 2
 （鬼無里村・日影村人名書付） 　  横切紙/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通
 え 853 - 3
 （書状、会所方の上納金、今日集め、明日差し出したき
に付） 　 龍助 → （八田）慎蔵様
 11月13日  横切紙/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通
 え 853 - 4
 覚（細麻2箇の駄賃2朱200文受取に付） 　 三水（村）伊助
 → 御役所 
 11月13日  切紙/（え853-1
～58は一綴） ・ 1
通
 え 853 - 5





 え 853 - 6
 （田野口村広右衛門馬へ調美2箇の賃銭金2朱銭200文
御下げ渡しに付） 　 新町村馬七（印） → 御産物方御役所
 11月12日  切紙/（え853-1
～58は一綴） ・ 1
通
 え 853 - 7
 （三水村伊助馬へ調美2箇の賃銭金2朱銭200文御下げ
渡しに付書上） 　 新町村馬七（印） → 御産物方御役所
 11月12日  横切継紙/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通
 え 853 - 8
 覚（8月26日など3回にわたり御鑑札〆1000枚納める
に付） 　 金児与助 → 御産物所
 11月17日  切紙/（え853-1
～58は一綴） ・ 1
通
 え 853 - 9
－ 180 －
 6. 産物会所 /14. 諸書類綴 
 覚（茶碗土瓶他代金〆125匁9分受取に付） 　 かしわや藤
助 → 上 
 11月29日  横切紙/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通 
 え 853 - 10
 覚（油絞2口分冥加金1両2分受取に付） 　 産物方御役所
（印） → 力石村
 慶応元丑年12月13日  切紙/（え853-1
～58は一綴） ・ 1
通 
 え 853 - 11
 （糸繭買・繭中買・夏蚕種・蚕種商売〆金14両上納に付
書上） 　笹平村名主友左衛門 
 丑9月5日  横切継紙/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通 
 え 853 - 12
 （木綿鑑札冥加他〆金30両1分3朱銀2分5厘金銭書付）  切紙/（え853-1
～58は一綴） ・ 1
通 
 え 853 - 13
 （冥加糸代金として金31両2分銀9匁3分5厘） 　  切紙/（え853-1
～58は一綴） ・ 1
通 
 え 853 - 14
 （銭5貫867文他〆銭17貫964文書付） 　  切紙/（え853-1
～58は一綴） ・ 1
通 







綴） ・ 1通 
 え 853 - 16
 （日影村上平組・申組・西京組麻商売人名書上） 　  横折紙/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通 
 え 853 - 17
 覚（寅6月27日迄口糸代金1両に付銀40匁直し他小布
施村の口糸代金の取立値段書上） 　
 寅9月朔日  切紙/（え853-1
～58は一綴） ・ 1
通 
 え 853 - 18
 覚（生糸金21両1分2朱銀6分4厘他〆金23両2分銭54文
上納に付） 　 原村取締役小泉久五郎・同断小泉奥右衛門
（印）・同断高野儀右衛門 → 御産物方御役所 
 慶応2寅年9月10日  横切継紙/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通 
 え 853 - 19
 （書状、蚕種商売の御産物御改印がなく、田野口村安
蔵方に蚕種買取置く旨承知下されたきに付） 　 池田
屋惣左衛門 → 笹屋恒治 
 6月6日  切紙/（え853-1
～58は一綴） ・ 1
通 




 6月14日  横切継紙/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通 
 え 853 - 21
 （笹原村郡平・名主友右衛門名前書上） 　  6月19日  切紙/（え853-1
～58は一綴） ・ 1
通 







綴） ・ 1通 
 え 853 - 23
 （稲荷山人別・当村三役他書付） 　  切紙/（え853-1
～58は一綴） ・ 1
通 
 え 853 - 24
 （村方三役人名書付）＊前欠ヵ 　  切紙/（え853-1
～58は一綴） ・ 1
通 
 え 853 - 25
 覚（3～4月〆銀156匁7分1厘上納に付） 　 原村取締役小
泉奥右衛門・同高野儀右衛門 → 御産物方御役所
 寅年6月21日  横切継紙/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通 
 え 853 - 26
－ 181 －
 6. 産物会所 /14. 諸書類綴
 （生糸改印御渡し村名書上） 　  切紙/（え853-1
～58は一綴） ・ 1
通
























 え 853 - 31 
 口上覚（生糸の改方法の伺いに付） 　 市場世話役善右衛
門 
 8月9日  横切継紙/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通
 え 853 - 32 
 覚（白紬1疋金2両2分銭700文他〆金86両1分権10匁5
分銭64文受取に付） 　 きく屋伝兵衛・佐助 → 御産物方御
役所 
 丑年8月17日  横切継紙/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通
 え 853 - 33 
 （春夏・巣売り1駄あたりの相場書上） 　  切紙/（え853-1
～58は一綴） ・ 1
通
 え 853 - 34 
 （8月16日七子1疋他書上） 　  （9月16日～10月13日）  切紙/（え853-1
～58は一綴） ・ 1
通
 え 853 - 35 
 （千本柳村半蔵白紬72疋・白斜子7疋1反他調えに付書
上） ＊（端裏書）「千本柳村半蔵調」 　
 9月16日  横切継紙/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通
 え 853 - 36 
 （白紬白斜子他品目書付） 　  切紙/（え853-1
～58は一綴） ・ 1
通
 え 853 - 37 
 （書状、即刻罷り越すに付） 　 柔兵衛 → （八田）慎蔵様  11月17日  横切継紙/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通
 え 853 - 38 
 （書状、今日当番罷り出ずべくのところ差掛り取調物
出来、もし過刻なれば繰り合わせ下されたきに付）
 源之丞 → （八田）慎蔵様・潤蔵様 
 11月2日  横切継紙/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通





 10月29日  横切継紙/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通











 10月21日  横切継紙/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通
 え 853 - 42 
 覚（唐津煎茶碗30個代金22両銀5分に付） 　 島津屋宇兵
衛 → 御産物御会所 
 丑霜月29日  横切継紙/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通
 え 853 - 43 
 （書状、明17日暮方迄に福嶋村へ御出張の折同道仕る
に付） 　 六左衛門 → 近藤御旦那様 
 11月16日  横切継紙/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通
 え 853 - 44 
－ 182 －
 6. 産物会所 /14. 諸書類綴 
 （書状、麻荷付送り別紙持参議定受け取りたきに付）
 （小野）唯之進 → （八田）慎蔵様 
 10月29日  切紙/（え853-1
～58は一綴） ・ 1
通 
 え 853 - 45
 （書状、安田村新之丞舅の事後見同様に罷り越し楮商
売仕るに付） 　 小野唯之進 → 八田慎蔵様
 11月7日  横切継紙/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通 
 え 853 - 46
 （榧実値段・いせ町大津屋他書付） 　  切紙/（え853-1
～58は一綴） ・ 1
通 
 え 853 - 47
 覚（糸植油箔他代〆銀93匁5分受取に付） 　 大木伊左衛
門 
 10月  切紙/（え853-1
～58は一綴） ・ 1
通 
 え 853 - 48
 覚（糸新規糸煉直し代各々100目あたり銀120匁受取
に付） 　大木伊左衛門 
 10月  切紙/（え853-1
～58は一綴） ・ 1
通 
 え 853 - 49
 （糸繭買他冥加金上納商売書上） 　  横切継紙/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通 
 え 853 - 50
 （繰綿1貫に付銀2歩7厘72他金銭書上） 　  切紙/（え853-1
～58は一綴） ・ 1
通 
 え 853 - 51
 定（諸産物の改めは時刻を厭わず遅滞なく品物を吟
味すべしの他諸定めに付） 　 
 丑8月  横切紙/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通 
 え 853 - 52
 定（生糸1駄に付御改冥加金5両他諸品目の冥加金額
の定めに付） 　
 丑8月  横切継紙/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通 






 え 853 - 54
 （書状、清野村迄持参に付） 　 （興津）権右衛門 → （八田）慎
蔵様差懸り御用筋 
 11月13日  横切継紙/（え
853-1～58は一
綴）/（虫損あ
り） ・ 1通 
 え 853 - 55
 （書状、池田氏上納方より貸付の証文が戻らず大延引
の儀に付） 　 （青柳）増太郎 → （八田）慎蔵様
 4月14日  横切継紙/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通 
 え 853 - 56
 （英数字書上一覧） 　  印刷物/（え
853-1～58は一
綴） ・ 1通 





綴） ・ 1通 
 え 853 - 58









 え 852 - 1




紙縒一括） ・ 1通 
 え 852 - 1 - 1
－ 183 －
 6. 産物会所 /14. 諸書類綴




紙縒一括） ・ 1通 
 え 852 - 1 - 2
 （5月分金168両1分2朱4匁他8件〆818両11匁6分8厘差
引113両13匁1分8厘に付） 　 




紙縒一括） ・ 1通 








紙縒一括） ・ 1通 
 え 852 - 1 - 4
 乍恐書取以奉申上候（桑皮取扱人足5人差出、差図に
付） 　 竹房村孫右衛門（印「信州竹房畦坪」） → 御産物御会所
 午5月17日  横切紙/（え
852-1～25は紙
縒一括） ・ 1通 
 え 852 - 2





 え 852 - 3
 覚（金2分東京への1人飛脚代受取、才領組藤次郎へ相
渡すに付） 　 荒井伝助（印） → 八田慎蔵殿




込一括） ・ 1通 
 え 852 - 3 - 1
 覚（御用状一封東京小野善四郎殿へ御届けに付） 　 才
領組神山藤次郎（印） → 産物御役所 





 え 852 - 3 - 2
 （玄米100俵代金400両程飛脚で送るべきに付書付）
 → 岡本広太 
 切継紙/（え
852-1～25は紙
縒一括） ・ 1通 
 え 852 - 4
 （中町儀作生糸商売去巳年多分の損金返済方手段無
く家出、3日尋ね7日尋ね仰せ渡さるに付願書） ＊下




縒一括） ・ 1通 
 え 852 - 5
 （書状、暑気のため御用米腐気増し用立に関わるに
付） 　 （佐竹）周蔵 → 青柳様・八田様 
 5月8日  切継紙/（え
852-1～25は紙
縒一括） ・ 1通 
 え 852 - 6
 覚（餅米小豆他代金〆3両7匁5分受取に付） 　 つたや久
兵衛 → 御産物御会所
 4月  切紙/（え852-1
～25は紙縒一
括） ・ 1通
 え 852 - 7
 覚（金45両の内17両中島新左衛門より差し上げに付）  切継紙/（え
852-1～25は紙
縒一括） ・ 1通 
 え 852 - 8
 覚（9人宿代148匁5分受取に付） 　 北野屋居 → 日名村牛越
佐市様 
 未6月  切紙/（え852-1
～25は紙縒一
括） ・ 1通
 え 852 - 9
 覚（人足代金他〆9両2匁受取に付） 　 日名村牛越佐市 →
 八田様 
 午6月6日  切紙/（え852-1
～25は紙縒一
括） ・ 1通
 え 852 - 10 
 覚（桑皮取人足賄入用の内御下げ金10両頂戴に付）
 大豆島村小三郎（印） → 八田慎蔵様 
 5月29日  切紙/（え852-1
～25は紙縒一
括） ・ 1通
 え 852 - 11 
－ 184 －






 え 852 - 12
 （金2両拝借に付） 　 日名村専重郎  5月18日  切紙/（え852-1
～25は紙縒一
括） ・ 1通 
 え 852 - 13
 覚（杉原紙2駄他入用金〆銀55匁に付） 　 案兵衛・亀之助
 → 青柳増太郎様・八田慎蔵様
 5月5日  切継紙/（え
852-1～25は紙
縒一括） ・ 1通
 え 852 - 14
 （着荷にて人足19人に付） 　  切継紙/（え
852-1～25は紙
縒一括） ・ 1通
 え 852 - 15
 覚（金100両借用に付） 　 土口村幸松代類儀（印「信州松代土
口枡奉」） → 八田（慎蔵）様・富岡（良右衛門）様
 明治3年6月1日  竪紙/（え852-1
～25は紙縒一
括） ・ 1通 
 え 852 - 16
 覚（奉書代金の内御下げ金35両受取に付） 　 日名村牛越
佐市（印） → 御産物御掛り八田慎蔵様 
 明治3年5月8日  切紙/（え852-1
～25は紙縒一
括） ・ 1通 
 え 852 - 17
 （上納仕送りに付金400両他金銭書上） 　  切紙/（え852-1
～25は紙縒一
括） ・ 1通 





括） ・ 1通 
 え 852 - 19
 差上申一札之事（目秤御下げ金3両1分3朱受取に付）
 竹房村吉弥・庄弥・大作・由弥・八右衛門 → 産物御役所 
 明治3午年5月27日  竪紙/（え852-1
～25は紙縒一
括） ・ 1通 
 え 852 - 20
 乍恐以書付奉申上候（桑皮人足人数不足、当方は伺い
かなわぬため専重郎に御用向きを仰せつけられた
きに付） 　 日名村牛越佐市（印） → （御産物御役所）八田慎蔵
様 
 午年5月17日  折紙/（え852-1
～25は紙縒一
括） ・ 1通 
 え 852 - 21
 （卯～辰年蚕種1ヶ年平均93430枚書付） 　  切紙/（え852-1
～25は紙縒一
括） ・ 1通 
 え 852 - 22
 覚（越後に御用米運送のため御賄代金の内御中借金5
両受取に付） 　 計政高附弁次郎（印） → 冨岡良右衛門様・八
田慎蔵様 
 明治3午年5月21日  切紙/（え852-1
～25は紙縒一
括） ・ 1通 
 え 852 - 23
 覚（地借金17両、当4日まで返上に付） 　 平野屋彦兵衛 →
 八田（慎蔵）様
 5月2日  切紙/（え852-1
～25は紙縒一
括） ・ 1通 
 え 852 - 24
 覚（藤右衛門に渡す他差引残金74両3分銀10匁3分に
付） 　 
 午年6月3日  切継紙/（え
852-1～25は紙
縒一括） ・ 1通
 え 852 - 25
 （産物会所関係書状綴） 　  綴/（え840-1～






綴） ・ 1通 
 え 840 - 1









 12月18日  横切継紙/（え
840-1～7は一
綴） ・ 1通 
 え 840 - 3
－ 185 －
 6. 産物会所 /14. 諸書類綴
 （書状、大野村四良右衛門よりの受取証文失念仕り、
貴公様御出の節私方より持参に付） 　 瀧沢彦太夫 →
 赤池忠右衛門様
 8月24日  横切継紙/（え
840-1～7は一
綴） ・ 1通
 え 840 - 4
 （書状、北高田村忠左衛門へ白粉製渡世御印鑑札を与
えるべきか否かに付） ＊下書 　
 4月  横切継紙/（え
840-1～7は一
綴） ・ 1通
 え 840 - 5
 （御手付廻村向きへ紬中買共申立て箇条の内市場開
場時間七時半迄猶予すべく評議に付御検察下され
たきに付） ＊（端裏書）「市場刻限之儀ニ付評議申上」 　 産
物会所懸 
 11月  横切継紙/（え
840-1～7は一
綴） ・ 1通




に付） 　 土屋仁輔 → 八田嘉右衛門様貴下
 極月15日  横切継紙/（え
840-1～7は一
綴） ・ 1通
 え 840 - 7
－ 186 －
 7. 松代商法社 /1. 貸付金の貸与 
表題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
 7. 松代商法社 /1. 貸付金の貸与 
 （商法社御貸付金取扱方之義申上） 　  6月  切継紙 ・ 1通  え 19
－ 187 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /1.「有用之紙屑」 
 （内方ならびに産物会所関係書類一括） 　  （え245-2～201
は袋一括） ・ 1点 
 え 245 




 え 245 - 1
 （麻紐） 　  紐/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 2
 覚（羽子板駒2つ代32文他〆銀4匁4分と銭424文金銭
書上） 　 ミノや与兵衛 → 上 
 （近世）  横切紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通 
 え 245 - 3
 （白紙） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 4
 （「俸禄」ほか手習） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 5
 （書状、玄米5人扶持にて御医師仰せ付けられありが
たきに付） 　 阿藤俊卓 → 八田慎蔵様




 え 245 - 6
 （茜色の絹布） 　  絹布/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1点
 え 245 - 7
 （書状、玄米2人扶持御増し下され表御番医仰せ付け
られありがたきに付） 　 柳町立卓 → 八田慎蔵様 
 （安政3年）10月26日  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 8
 （書状、御目付役など仰せ付けられありがたきに付） 
 竹内金左衛門 → 八田慎蔵様 
 （近世）10月25日  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 9
 （八田喜兵衛ほか病気・急腹痛人名書上） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 10 
 （「箱ゐり」） 　  札/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 11 




 え 245 - 12 
 （「土屋坊」ほか手習） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 13 
 （「福寿」ほか手習） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 14 
 （書状、先日御約束成し下される儀に付）＊下書 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 15 
 （書状、追々御順快在らされるや伺い奉るに付） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 16 
 8. 内方・産物会所混合文書 /1.「有用之紙屑」
表題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
－ 188 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /1.「有用之紙屑」 
 （420文油代払いほか金銭書上） 　  （近世）  横切紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通
 え 245 - 17




 え 245 - 18
 （こより） 　  こより/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1点
 え 245 - 19
 （包紙） 　 木町重太郎 → 八田慎蔵様御取次中様  包紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1点 
 え 245 - 20
 口上覚（父金兵衛死去に付） 　 木町重太郎 → 八田慎蔵様御
取次中様 
 10月26日  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 21
 （書状、御目付役など仰せ付けらるるに付） ＊下書 　  （近世）  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 22
 覚（卯年金6両銀14匁4分3厘ほか〆金14両1分銀2匁3
分5厘津田無尽御取り不足に付） 　
 （近世）  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 23
 （こより） 　  こより/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1点
 え 245 - 24
 （書状、拝借仕る御書返上に付） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 25
 （封筒） 　 → 重蔵殿  封筒/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1点 
 え 245 - 26
 （「本号開張姑蘇・・」漢籍の跋文） 　 日文竹斎廉思文謹識  道光25年  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 27
 （小林唯蔵ほか人名書上） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 28
 （「神渓」ほか手習） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 29
 （書状、先日は態々貴書下されるに付）＊下書 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 30
 （「銅」手習） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 31
 （書状、何分御買計を以返済相成るに付）＊下書 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 32
 （「中庸」「章句」など手習） 　 （八田）慎蔵 → （松本）嘉十郎様  封筒/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1点 
 え 245 - 33
 （金15両ほか金銭書上） 　  （近世）12月25日  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 34
－ 189 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /1.「有用之紙屑」
 （銀2匁5分銭272文ほか金銭書上） 　  （近世）  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 35 
 （「何かと御用多」書付） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 36 
 （書状、私儀跡式御礼首尾よく申し上げるに付御知ら
せ） 　 南沢甚之助
 （近世）11月朔日  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 37 
 （袋） ＊（袋上書）「信州松代八田慎蔵様要贈　上州坂本宿金井
鉄次郎」  上州坂本宿金井鉄次郎 → 信州松代八田慎蔵様要
贈 
 （近世）10月28日  袋/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 38 
 （袋） ＊（反古）「乍恐以宿継御注進奉申上候」　  （近世）  袋/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 39 
 （書状、私儀一代給人格仰せ付けらるるに付御知ら
せ） 　
 （近世）11月28日  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通





袋一括） ・ 1通 
 え 245 - 41 
 （「道具」「鉄砲」書付） 　  札/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 42 
 （「昨日御内ニ御願候」書付） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 43 
 （書状、杏仁2831貫目相見え、段々御厚配成し下さる
に付） 　 
 （近世）  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 44 
 （差出宛所切り抜き） 　 （岡野）陽之助 → （八田）慎蔵様要用  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 45 
 （「意」「栄」ほか手習） 　  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通 
 え 245 - 46 
 （「物外祖心善女」書付） 　  札/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 47 
 （「近藤六左衛門」「八田慎蔵」ほか手習） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 48 
 （本文3分御礼金付30年賦願うに付） 　  （近世）  札/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 49 
 （「年賦金御下ヶ之書類」ほか書付） 　  札/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 50 
 （書状下書、今晩両人御内々登館に付） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 51 
 （「夜分如何ニも心懸」書付） 　  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通 
 え 245 - 52 
 兵要録巻之十（漢文書き抜き） 　 胆斎長沼氏宗隆著  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 53 
－ 190 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /1.「有用之紙屑」 
 （書状、私儀槍術孝投の趣意にて御切米金5両下され
るに付御知らせ） 　
 （近世）  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 





括） ・ 1通 
 え 245 - 55
 （「新帰物外祖心善女」書付） 　  安政3年辰10月  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 56
 （施行銭12文ほか金銭書上） 　  （近世）  切紙/（え245-2
～201は袋一
括）/（綴穴あ
り） ・ 1通 








 え 245 - 58
 （「宝永年中より御町年寄相勤罷在候」書付） 　  （近世）  札/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 59
 （拝借金6000両余りの残金3496両取り調べるに付書
上）＊（端裏書）「不用」　 
 （近世）  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通
 え 245 - 60
 （「御答在中」書付） 　  札/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 61
 （書状、清水屋栄左衛門兄この程東木町へ引っ越し、
役代引替宜しきやに付） 　 （八田）慎蔵 → 孫兵衛様当内
用 
 10月20日  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通
 え 245 - 62
 （冥加受取金7両金銭書上） 　  （近世）  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 63
 （銭1貫636文内1貫50文引金銭書上） 　  （近世）  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 64
 （金8両2分内2両荒神町ほか金銭書上） 　  （近世）  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 65
 （封筒）＊（封筒上書）「松代八田母上さま御内披　坂本金井鉄
治郎」  坂本金井鉄治郎 → 松代八田御母上さま御内披 
 封筒/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1点 
 え 245 - 66
 （書状、私儀永医師・表御番医仰せ付けらるるに付御
知らせ） 　 倉田左高 → 八田慎蔵様 
 （安政3年）10月23日  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 67
 （封筒）＊（封筒上書）「忠治様　慎蔵」 　 （八田）慎蔵 → 忠治様  封筒/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1点 
 え 245 - 68
 （金3261両銀9匁内100両引金銭書上） 　  （近世）  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 69
 （書状、時候の御尋ねとして御蕎麺有りがたきに付）  念一日  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 70
 （凧揚げ他の図） 　  折紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 71
－ 191 －






に剥離） ・ 1通 
 え 245 - 72 
 （包紙） ＊（包紙上書）「十両」 　  （近世）  包紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1点
 え 245 - 73 
 （川浚御手伝いの節御用途献金300両ほか〆金3000両
金銭書上） 　 
 文化10酉年  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 74 





 え 245 - 75 










 え 245 - 77 
 覚（御家中長滞府のため金11両2分拝借に付） 　 伊東栄
治 → 関山平治殿・三村大之助殿 
 安政3辰年12月25日  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 78 
 （久保平村分98貫目ほど金10両3分銀8匁3分3厘金銭
書上） 　 




 え 245 - 79 
 （善光寺分180貫目金20両金銭書上） 　  （近世）  切紙/（綴穴あ
り） ・ 1通
 え 245 - 80 




 え 245 - 81 
 （封筒） ＊（封筒上書）「杜徴」ほか 　  封筒/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1点
 え 245 - 82 
 覚（杏仁買い上げ代金受取雛型） 　  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通 
 え 245 - 83 
 （書状、徳田五百人倅重尾縁組のお知らせに付） 　 斎藤
増喜 → 八田慎蔵様 
 （近世）11月15日  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 84 
 （書状、御労煩成され、御深情ありがたきに付） 　 七助  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 85 
 （書状、杏仁一条段々御配慮ありがたく、よろしきよ
う願いたきに付） 　 （八田）慎蔵 → （松本）嘉十郎様
 12月20日  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通 
 え 245 - 86 
 （書状、昨年度中御用にて差し出した鉄銚子御繕いの
上、御下げくだされたきに付） 　 長崎源吾 → 御台所御
家具御次衆中様 
 7月12日  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通 
 え 245 - 87 
 （書状、御多用の中貴下御繰り合わせくだされありが
たきに付） 　 （八田）慎蔵 → 三郎左衛門様几下 
 7月23日  横切紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通 
 え 245 - 88 
 （重箪子2棹ほか品物書上） 　  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通 
 え 245 - 89 
－ 192 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /1.「有用之紙屑」 





 え 245 - 90
 （表通り掃除の事他心得書上） 　  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通
 え 245 - 91
 （竹村の事・佐久間の事他書上） 　  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通






 え 245 - 93
 （並酒1石3斗5合代10貫455文他金銭書上） 　  （近世）  折紙/（え245-2
～201は袋一
括）/（綴穴あ
り） ・ 1通 
 え 245 - 94





り） ・ 1通 
 え 245 - 95
 （瀬戸の事他書上） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 96
 差出申一札之事（当組伝右衛門町内御祭礼繰廻金30
両を11月20日限り返済致すに付） 　
 （近世）  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通
 え 245 - 97
 覚（かみかけ20筋代176文他金2朱銭800文金銭書上）  （近世）  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 





括） ・ 1通 
 え 245 - 99




込） ・ 1通 
 え 245 - 100
 （「奉拝見候」書付） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 






 え 245 - 102
 （「證文振相認候一帳」書付） 　  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通
 え 245 - 103
 （「雲雀山中将姫打擲の段」他謡曲書上） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 104
 （「日本壱番の高調子」他書付）＊え245－104と関連ヵ 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 105
 （「漢筵軍報」他書付） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 106
 （包紙）＊（包紙上書）「相梅園香墨」/「慮」他手習あり 　  包紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1点 
 え 245 - 107
－ 193 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /1.「有用之紙屑」
 （「西洋兵制可否」「佐久間啓謹并序」他手習） 　  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通 
 え 245 - 108
 （書状下書、妻病気お知らせに付） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 109




 え 245 - 110





 え 245 - 111
 （「酒店」・「油店」他書付） 　  札/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 112
 （書状、例の一条御才覚恐れ入るに付） ＊前後欠　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 113
 （「肩」他手習） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 114
 寛保元酉年御年貢次被仰付候御書付（八田嘉助御用
立て金子、同人所持田地年貢に差し継ぐに付） 　
 （近世）9月22日  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 115
 （書状、御配慮成し下されたきに付）＊前後欠　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 116
 （「弥三郎」書付）＊包紙として利用ヵ 　  折紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 117





 え 245 - 118
 （「八匁三分」書付） 　  （近世）  札/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 119
 （書状、少々御内話申し上げる願い、何とも恐れ入る
に付） 　 
 12月4日  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通 
 え 245 - 120
 偶成（七言絶句「道義門開道義新…」） ＊え245－122・127
と関係　 神□（虫損、渓ヵ）草 




 え 245 - 121
 偶成（七言絶句「沈潜有歳莫間言…」） ＊え245－121・127
と関係 　 神□（虫損、渓ヵ）稿 




 え 245 - 122




 え 245 - 123
－ 194 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /1.「有用之紙屑」 
 （「様」他手習） 　  札/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 124





 え 245 - 125
 （書状未開封）＊（端裏書）「要用別紙入」　  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通
 え 245 - 126
 （書状、別紙の儀、何分希み奉るに付）＊え245－121・122
と関係 　 神渓拝 → 八田君足下
 7月9日  切紙/（え245-2
～201は袋一
括）/（虫損甚
大） ・ 1通 
 え 245 - 127
 （稲荷山杏仁1653貫目代金のうち金80両渡すに付） 　  （近世）  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 128




括） ・ 1点 
 え 245 - 129
 （煎薬328服代10貫500文品物金銭書上） 　  （近世）  折紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 130
 口上（松本への2包御面倒ながらお願いに付） 　  12月8日  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通
 え 245 - 131
 （「分金三百拾九両弐分三匁三分」書付） 　  （近世）  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通
 え 245 - 132
 （土地図ヵ） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 133





 え 245 - 134
 （差出宛所切り抜き） 　 （八田）慎蔵 → （水井）忠蔵様  札/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 135
 （「乍憚」他手習） 　  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通
 え 245 - 136
 （「御前」他手習） 　  札/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 137
 （書状、妻死去に付お知らせ） 　  12月12日  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 138
 （「焉」「師」他手習） 　  竪切紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通
 え 245 - 139
 （「類」「史」他手習） 　  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通
 え 245 - 140
 （書状、私妹恩田十郎縁女、来る10日引っ越し婚姻に
付お知らせ） 　 井上五郎左衛門 → 八田慎蔵様 
 12月8日  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 141
－ 195 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /1.「有用之紙屑」
 （書状、例の段最早何も申すべきは無きに付） ＊下書 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通





袋一括） ・ 1通 
 え 245 - 143





 え 245 - 144
 （書状、今朝は存外の走戒に付）＊下書 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 145
 （書状、昨夜は長々御待たせ下され、恐れ入るに付） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 146
 （「用人」「側」他手習） 　  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通 
 え 245 - 147
 （書状、眼病人御療治の御薬頂戴有りがたきに付） 　  26日  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 148
 （書状、今朝は如何にも烈寒に付） ＊後欠 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通






 え 245 - 150
 覚（杏仁38貫余代金4両のうち金2両受け取りに付）
 印 → 御産物方御会所 
 （近世）  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 151




 え 245 - 152
 （書状、預り金50両の證文の宛名は如何の儀かに付）
＊（端裏書）「要用」
 （近世）  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 153





 え 245 - 154




 え 245 - 155




 え 245 - 156
 （金8両2分の内荒神町2両ほか残金2両2分金銭書上）  （近世）  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通 
 え 245 - 157
 （「巻之十」他手習） 　 伊セ町 → 重蔵との  封筒/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1点
 え 245 - 158
－ 196 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /1.「有用之紙屑」 
 （「除地」「軍役」他書付） 　  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通
 え 245 - 159
 （「拝見仕候、何より以」書付） 　  切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通
 え 245 - 160
 （書状、上納方早速金子出来難く、御猶予下されたき
に付） 　春日儀左衛門 
 （近世）12月21日  横切紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通
 え 245 - 161
 （書状、3分御礼金は10ヶ年、5分御礼金は15ヶ年にて
聞き済ましに付） 　




括） ・ 1点 
 え 245 - 162




括） ・ 1点 
 え 245 - 163




括） ・ 1点 
 え 245 - 164
 （「安達伊久馬」他手習） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 165
 （「慮」「處」他手習） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 166
 （書状、杏仁御買い上げ代金29日相渡すので、貫目納
書・村役人印書持参致すべきに付） 　 八田慎蔵・松本嘉
十郎 → 町川田村重左衛門（印） 
 （近世）12月27日  横切紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通





括） ・ 1通 
 え 245 - 168
 （書状、妻死去に付お知らせ） 　  12月12日  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 






 え 245 - 170
 （書状、2升入りくらい暫時拝借願いたきに付） 　 （八
田）喜兵衛 → （八田）慎蔵様 




 え 245 - 171
 （「杏仁御買上」書付） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 172
 （差出宛所切り抜き） 　 重太夫 → （八田）慎蔵様  札/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 173
 （差出宛所切り抜き） 　 （八田）慎蔵 → 恪二郎様  札/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 174
 （「部屋」他手習） 　  札/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 175
－ 197 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /1.「有用之紙屑」
 （書状、稲荷山の杏仁の儀会所まへ附け寄らせる方が
よきに付他） 　 （松本）嘉十郎 → （八田）慎蔵様申上 
 19日  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通 
 え 245 - 176
 （「千百八十六両壱分」他書付） 　  （近世）  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 177
 （「梅田屋弥五郎殿」他手習） 　  札/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 178
 （書状、御薬頂戴の段深く恐れ入るに付） 　  15日  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 179
 （「金井三郎左衛門」他手習） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 180
 （書状、善光寺薬種屋代人へ杏仁代10両相渡すよう仰
せの儀伺いたきに付） 　 
 （近世）11月4日  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通 
 え 245 - 181
 （「大竹様」書付） 　  札/（え245-2～
201は袋一括） ・
 2点 
 え 245 - 182
 （「兵数」他手習） 　  袋/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 183
 （「五百七拾五両三分余」書付） 　  （近世）  札/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 184





 え 245 - 185
 （「献上御配金」書付） 　  札/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 186
 （家督御礼金1分銭133文金銭書上） 　  （近世）  札/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 187
 （献上御配金1朱金銭書上） 　  （近世）  札/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 188




 え 245 - 189
 （書状、去月22日御女子御出産、早速三郎左衛門城よ





 え 245 - 190
 （「先刻之御答被成候」書付） 　  札/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 191
 （献上100疋他金銭書上） 　  （近世）  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通 
 え 245 - 192
 （書状、私跡式格式御役の御礼首尾よく申し上げるに
付お知らせ） 　
 （近世）11月朔日  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通
 え 245 - 193
－ 198 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /1.「有用之紙屑」 
 覚（私抱地の建屋金2両3分2朱にて譲り渡すに付） 　  （近世）  横切継紙/（え
245-2～201は
袋一括） ・ 1通
 え 245 - 194
 覚（私抱地の建屋金2両3分2朱にて譲り渡すに付） 　  （近世）  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 195
 （「敬」他手習） 　  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 196
 （差出宛所切り抜き） 　 （八田）慎蔵 → （関田）荘助様内用  札/（え245-2～
201は袋一括） ・
 1点 
 え 245 - 197
 （同年11月喜兵衛に5人扶持下され別家奉公願いの通
り仰せ付けられるに付） 　
 （近世）  切紙/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1通 
 え 245 - 198





 え 245 - 199
 御見合（川浚御手伝の節御用途の内金300両献金に
付） 　 




込） ・ 1通 
 え 245 - 200
 （白紙・水引など一括） 　  一括/（え245-2
～201は袋一
括） ・ 1括 
 え 245 - 201
 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 
 （書状、山城様より2両金御預かるに付） 　  天保4年巳正月  切紙 ・ 1通  え 248
 （書状、翌16日出勤に付）＊前欠  八田嘉右衛門  亥正月  切継紙 ・ 1通  え 251
 （御内上様扇子・御母公様扇子他贈答品書上） 　 落合辰
三郎 
 2月大吉日  竪継紙/（虫損
甚大） ・ 1通
 え 831
 （書状、面白き物見当たり次第献上に付） 　 角店清十拝
 → 八田鉄治郎様
 夏初月12日  切紙 ・ 1通  え 274
 （書状、「武経開宗」など大節の書物13冊借用のところ
返却に付） 　 喬華楼拝 → 麁霜庵主




るに付） 　 （八田）嘉右衛門・嘉助 → （水井）忠蔵様 
 11月28日  横切継紙 ・ 1通  え 305
 （書状、この一曲呈上仕りたきに付） 　 （竹村）熊三郎 →
 （八田）嘉助様
 12月17日  横切継紙 ・ 1通  え 310
 （書状、会所方少々調物仕り、書中を以て願い奉るに
付） 　 中嶋（三右衛門） → （八田）嘉助様申上
 12月26日  横切紙/（白紙
共） ・ 1通 
 え 317
 （書状、年尾ご祝儀として金1両2朱呈上に付） 　  12月27日  切紙 ・ 1通  え 290
 （書状、年尾のご祝儀申しあげるに付）　 　 （八田）嘉助
 → （片桐）重之助様 
 （近世）12月28日  横切紙 ・ 1通  え 281
 （書状、年末のご祝儀綿1折・肴1折進上に付） 　  12月28日  横切紙 ・ 1通  え 311
 （書状、金子借用に出張いたし矢代村松崎の方にて待
ち居り候に付） 　 八田嘉助 → 小出祐之助様要用




 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 
 （金10両2分銀12匁5分5厘他金銭書上） 　  （近世）  切紙 ・ 1通  え 247 
 （助七36貫文亥年中申談の場合支払い他金銭書上） 　  （近世）  切紙 ・ 1通  え 249 
 （差出宛名切り抜き） 　 八田喜兵衛様・八田嘉助様 → 水井忠
蔵・春日儀左衛門
 （近世）  札 ・ 1点  え 252 
 （包紙） 　 坂本常左衛門 → 八田嘉助様  （近世）  包紙/（虫損あ
り） ・ 1点
 え 279 
 （封筒） 　 竹村熊三郎 → 八田嘉助様  （近世）  封筒 ・ 1点  え 280 
 （書状、先刻は御尋ね下され有りがたきに付） ＊後欠 　  切紙 ・ 1通  え 246 
 （白紙） 　  横切紙 ・ 1通  え 250 
 （上白2斗4升3合他数量書上） 　  切紙 ・ 1通  え 253 
 （書状、道中御障り無く着府、守景画1幅高村様お手続
きを以て清川様ご吟味願うに付） 　 
 切紙 ・ 1通  え 254 




 え 255 - 1





 え 255 - 2
 （「向暑之節御座候処」手習） 　  切紙 ・ 1通  え 256 
 （2分他金銭書上） 　  切紙 ・ 1通  え 257 
 （戌4月より亥4月29日まで金銭受払に付） 　  切紙 ・ 1通  え 258 
 小作家賃滞帳（書付） 　  切紙 ・ 1通  え 259 
 （金2分銀4匁9分5厘去春中鹿野様遣わさる分に付） 　  切紙 ・ 1通  え 260 
 （書状、政之進様打込に付） 　  切紙 ・ 1通  え 261 
 （戌正月元日より同10月13日まで1帳他期間書上） 　  切紙 ・ 1通  え 262 
 （7月15日赤飯他品名・金銭書上） 　  切継紙 ・ 1通  え 263 
 （当4月29日迄勘定〆帳） 　  切紙 ・ 1通  え 264 
 （書状、9日の御答書お届け有難きに付） 　  切紙 ・ 1通  え 265 
 （書状、安復奉賀に付） 　  切継紙 ・ 1通  え 266 
 （銀26匁5分3厘他金銭書上） 　  切紙 ・ 1通  え 267 
 （書状、青木屋惣兵衛より今夜受取上納金子八田嘉助
へ預けるに付） 　 
 （近世）  切紙 ・ 1通  え 268 
 （酉年分金1両3分2朱銭813文他金銭書上） 　  切紙 ・ 1通  え 269 
 （三ツ身小立羽おり2つ他品物書上） 　  切紙 ・ 1通  え 270 
 （書状、拝借才金上納方追々延引に付） 　  切紙 ・ 1通  え 271 
 （5斗3升他数量書上） 　  切紙 ・ 1通  え 272 
－ 200 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 
 （「進上御一品」「唐澤彦左衛門様」他手習） 　  切紙 ・ 1通  え 273
 （書状、昨日下置き書取入用にて返すべきに付） 　  切継紙 ・ 1通  え 275
 （書状、伺い申し上げかね、嘉介罷出申し上げるに付）  （近世）  切紙/（虫損あ
り） ・ 1通 
 え 276
 （1両1分銀9匁1分1厘15銭金銭書上） 　  切紙 ・ 1通  え 277
 （袋）＊（袋上書）「富貴漬」  善光寺上西町ふの屋清吉  袋/（青色木版
印刷） ・ 1点
 え 278
 （書状、御用多きに付）＊冒頭のみ 　  切継紙 ・ 1通  え 282
 （書状、年末のご祝儀に付） ＊冒頭のみ 　  切継紙 ・ 1通  え 283
 （書状、年尾のご祝儀に付） ＊冒頭のみ 　  切継紙 ・ 1通  え 284
 （「道々」他手習） 　  切紙 ・ 1通  え 285
 （書状、いよいよ重御儀存じ奉りに付）＊冒頭のみ 　  切紙 ・ 1通  え 286
 （書状、いよいよ重御儀存じ奉りに付）＊冒頭のみ 　  切紙 ・ 1通  え 287
 （鏡餅・魚図） 　  切紙 ・ 1通  え 288
 覚（布袋屋繰合11月中拝借金200両他金銭書上） 　  横切紙 ・ 1通  え 289
 （「以手紙啓上仕候」他手習） 　  切継紙 ・ 1通  え 291
 （1両2分1口真他口数書上） 　  切紙 ・ 1通  え 292
 （袋）＊（袋上書）「坂原・矢野参候分」 　  袋/（白紙1点同




 切継紙 ・ 1通  え 294
 （金7両2分掛方金5両1分他金銭書上） 　  切継紙 ・ 1通  え 295
 （かきや伴之助・おとき等人名書上） ＊裏に「進上　風
呂敷」の書付
 切紙 ・ 1通  え 296
 此払（金35両重野丈助殿より借用利息返済金他金銭
書上） 　
 切継紙 ・ 1通  え 297
 おくすり（目ぐすり他書上） 　  切紙 ・ 1通  え 298
 覚（金100両利金12両内2両2分喜兵衛方へ差し遣わす
旨他内訳残金書上） 　 
 切継紙 ・ 1通  え 299
 （書状、寒中見舞い） ＊冒頭のみ  切紙 ・ 1通  え 300
 （書状、寒中見舞い） ＊冒頭のみ/後欠 　  横切継紙 ・ 1通  え 301
 （書状、昨夜は御出くだされ御内咄しに付） ＊冒頭のみ
/後欠
 横切紙 ・ 1通  え 302
 （書状、竹花氏17金余の分に付） ＊冒頭のみ/後欠 　  横切紙 ・ 1通  え 303
 （書状、昨夜は御出来くださる処御内々に付）＊冒頭の
み/後欠
 横切継紙 ・ 1通  え 304
 （書状、大切の品さっそく返し申すべきに付） 　  横切継紙 ・ 1通  え 306
－ 201 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 








損甚大） ・ 1通 
 え 307 - 1







 え 307 - 2
 （書状、もみの方はごいんかん成し下され、地所の方
は何分御もらいたく只今5両差し上げに付） 　 松山
丁 → 御返事様人々 
 横切紙 ・ 1通  え 308 
 （175両、残り75両1分金銭書上） 　  横切紙 ・ 1通  え 312 
 （俳句、「近付の増て帰りし花見哉」他） 　  横切紙/（虫損
あり） ・ 1通
 え 313 
 （「遠山の見らる」他手習） 　  横切紙 ・ 1通  え 314 
 （「喬華楼」他手習） 　  横切紙/（虫損
あり） ・ 1通
 え 315 
 （「新茶五月」他手習） 　  横切紙/（虫損
あり） ・ 1通
 え 316 
 （「喬華楼」手習） 　  横切紙 ・ 1通  え 318 
 （和歌、冬木梅） 　  竪切紙 ・ 1通  え 319 
 口演（大節の掛物美画等永く恩借、貴公所持の書画便
覧借用致したきに付） 　 喬華楼拝 → 玉井大助
 横切紙/（虫損
あり） ・ 1通
 え 320 
 （書状、過日差し上げ置く品何卒只今お返し下された
きに付） 　 知光拝 → 重芳君 
 横切紙/（虫損
あり） ・ 1通
 え 322 
 （「砂唱和別笑」他手習） 　  横切紙/（虫損
あり） ・ 1通
 え 323 
 （地口歌・俳諧詩・詩歌下書） 　  横切紙 ・ 1通  え 324 
 （書状、何五百題ただ今在所へ借置くにて、萬題集に
ては御用に相立つやに付） ＊後欠 　 
 横切紙/（虫損
あり） ・ 1通
 え 325 
 賄方調（御上七方様ほか1ヶ月入料白米・割麦書上） 　  横切紙/（虫損
あり） ・ 1通
 え 326 
 （「松永大介」他手習） 　  横切紙 ・ 1通  え 327 
 （漢字手習、包紙ヵ） 　  切紙 ・ 1通  え 328 
 （書状、何五百題唯今在所の旨）＊冒頭のみ  切紙 ・ 1通  え 329 
 （封筒） ＊（封筒上書）「重芳先生机下　紫都雄拝」　 紫都雄拝
 → 重芳先生机下
 封筒 ・ 1点  え 330 
 （封筒） ＊（封筒上書）「紫都雄尊大人玉机下　つ十三拝」 　 つ
十三拝 → 紫都雄尊大人玉机下
 封筒 ・ 1点  え 331 
 （袋） ＊（袋上書）「嘉永弐酉年中　金銭請払取調帳　惣差引御
書上一紙添　戌正月　御茶間会所」 
 袋 ・ 1点  え 332 
－ 202 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 
 （「玄武拶纒」手習） 　  竪紙/（虫損甚
大） ・ 1通 
 え 830
 （手習） 　  竪紙/（虫損甚
大） ・ 5通 
 え 832
 （手習） 　  竪紙/（虫損甚
大） ・ 3通 
 え 833
 二月十三日御祝儀御献立 　  竪継紙/（虫







 え 835 - 1
 （包紙）＊（包紙上書）「八田嘉助様桐油包添　松沢文右衛門」
 松沢文右衛門 → 八田嘉助様桐油包添 
 包紙/（虫損甚
大） ・ 1点 





大） ・ 1通 
















右衛門 → 八田慎蔵様 










 （「欲」他手習） 　  横切継紙/（え
333～337は巻
込一括、外→












御延引されたきに付） ＊後欠  












内） ・ 1通 
 え 340
 （書状、賢慮も有るべきに付）＊前後欠 　  横切継紙/（え
338～421は巻
込一括、外→
内） ・ 1通 
 え 341
－ 203 －
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 え 342 





 え 343 
 （書状、炭屋方へ御人遣わし、私手にて呈上遣わすに
付） ＊紙背に「光禄」などの手習有り　 （八田）嘉助・（八田）






 え 344 





 え 345 





 え 346 
 （書状、御発起御無尽○印20両の方に面倒ながら書き
入れ願上げたきに付） 　 （八田）慎蔵 → 表柴町様 





 え 347 
 （書状、御発起御無尽2口20両の方、10両の方今年相済
みむや、ご面倒ながら書き入れ願上げたきに付） 　
 （八田）慎蔵 → 表柴町様














 え 349 
 （書状、なお画帖・画譜御返し成し下され落手に付）＊






 え 350 




















 え 353 
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 （書状、娘儀松木衛伜源太郎へ縁組願いたきに付）　＊
（端裏書）「綿」 












































内） ・ 1通 
 え 361
 （入金20両八田店他金銭書上）＊墨消　  横切継紙/（え
338～421は巻
込一括、外→
内） ・ 1通 
 え 362



































 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 




 え 369 





 え 370 




 え 371 





 え 372 





 え 373 
 （店掛りの者食事など茶の間へ罷り在るべきに付他
家訓書） ＊墨消 　 





 え 374 
 （書状、今般甘草方はもちろん店惣調べ申し渡し、早
速取り調べ差し出すべきに付） ＊墨消 　 





 え 375 
 （書状、娘儀松木衛伜源太郎へ縁組仕り、願の通り仰
せ付けられ有り難きに付） 　 （八田嘉助） → 桜井利左衛
門 




 え 376 




 え 377 




 え 378 




 え 379 
 口上覚（私娘儀松木衛伜源太郎へ縁組、願の通り仰せ













 え 381 
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内） ・ 1通 
 え 383

















 （近世）  小切継紙/（え
338～421は巻
込一括、外→
内） ・ 1通 
 え 387




り） ・ 1通 
 え 388



























 （借用証文）＊前欠/差出・宛名・奥書のみ 　 ［　　］伊助（印墨














 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 











 え 396 





 え 397 
 口演（この度大瀧の産まれと申しあげるに付） 　 阿弥





 え 398 




 え 399 





 え 400 





 え 401 
 （戌年暮割取金7両1分頂戴に付）＊表裏面とも手習いに
使用





 え 402 





 え 403 




 え 404 













 え 406 





 え 407 
－ 208 －
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 （書状、只今までの姿にては如何にも取り計らいかね
















内） ・ 1通 
 え 410
 （書状、御普請先頃出来、猶借財多分に相成り三千人




内） ・ 1通 
 え 411

















































（端裏書）「宮本慎助様　八田嘉助」 　 八田嘉助 → 宮本慎助様 











 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 
 覚（未年中御内用荷駄4貫代金5両1分銭5貫373文他〆
金6両2分銭209文請求に付） 　 御荷物会所 






 覚（紅粉錫入10個代金500文金銭書上） 　 宇野屋甚五郎
（印） → 上 




 え 423 
 （書状、御新造様仰せ下さる御きせる出来にて、御落
手下されたきに付） 　 （佐竹）周蔵 → （八田）嘉助様申上 
















外→内） ・ 1通 
 え 425 
 覚（御的矢など計58本念入り差上に付） 　 鳩三郎左衛門
 → 上 





 え 426 




 え 427 
 （書状、大坂一条お手数恐れ入り、宜しく願い奉るに
付） 　 （中島）三右衛門 → （八田）嘉助様御受
 12月5日  横切継紙/（え
422～526は巻
込、紙縒一括、
外→内） ・ 1通 







 え 429 
 口上覚（大坂伏見屋孫兵衛伜与市・家来1人・小川弥八
郎都合3人昨夜罷越し、中町梅田屋栄作方へ止宿、
逗留御届けは栄佐より申上に付） 　 高井善右衛門 → 御
産物方御会所 
 寅11月18日  横切継紙/（え
422～526は巻
込、紙縒一括、
外→内） ・ 1通 
 え 430 
 （書状、塩の儀今少し御力を入れては如何、引き船に
て運送は相ならざるやに付）　 　 （堀内）与一右衛門 →
 （八田）嘉助様




 え 431 
 覚（御状1枚・菓子2箱預かるに付） 　 田中求達 → 八田様御
内要之助様 




 え 432 
 覚（花色織具足他品物書上） 　  横切継紙/（え
422～526は巻
込、紙縒一括、
外→内） ・ 1通 
 え 433 
 覚（江戸において佐竹周蔵様へ御預けの為替金1000
両受取に付） ＊墨消　 高井郡中野村伊賀屋太郎兵衛 → 松
代御産物方御掛り様 




 え 434 
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 （書状、御機嫌快いに付）＊冒頭のみ 　  切紙/（え422～
526は巻込、紙
縒一括、外→
内） ・ 1通 
 え 436
 覚（金2分銭426文他〆金1両3分2朱銭375文金銭書上）
 → 八田嘉助様御内 
 午7月13日  切紙/（え422～
526は巻込、紙
縒一括、外→









 （「太平志願」他手習） 　  切継紙/（え422
～526は巻込、
紙縒一括、外→




分1朱360文預りに付金銭書上） 　 和七 → 上







嘉助」 　 （八田）嘉助 → （水井）忠蔵様金三拾弐両添 







山丁 → 伊勢町様内事 








 （佐竹）周蔵 → （八田）嘉助様 

















兵衛 → （八田）嘉助様 
 3日  切紙/（え422～
526は巻込、紙
縒一括、外→




（印） → 八田嘉助殿 
 丑7月  横切紙/（え422
～526は巻込、
紙縒一括、外→
内） ・ 1通 
 え 446
 （書状、明日四つ時頃より罷り出たき趣を栄八へ仰せ
渡されたきに付）  　 春日儀左衛門 → 八田嘉助様













 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 











外→内） ・ 1通 
 え 450 
 （書状、家作は只今の段にては入増等ないが、なおも
お調べ申し上げたく内慮伺いに付） ＊前欠ヵ 　





 え 451 
 （書状、金子御廻しの儀、慥かに落手し上納取り計ら
い、別紙の通り預かり置くに付） 　 （水井）忠蔵 → （八
田）嘉助様印書添
 10月6日  横切継紙/（え
422～526は巻
込、紙縒一括、
外→内） ・ 1通 
 え 452 
 （書状、いせ町様よりおやい方へお遣わしの金1両2分
慥かに預かるに付） 　 定右衛門 → 木町様





 え 453 





 え 454 
 覚（ねり羊羹代銀8匁8分他〆18匁8分請取に付） 　 越後
屋播磨（印） → 上





 え 455 
 覚（箱代銀8匁他〆銀15匁3分5厘金銭書上） 　 さのや又
五郎 → 八田様





 え 456 





 え 457 
 （書状、この帳面を御手の方に差し上げるので落手さ
れたきに付） 　 





 え 458 
 増七義外出仕不罷帰ニ付御尋申上候草文（八幡宮へ





 え 459 






願うに付） 　 （八田）嘉助 → 寺町様要用御書入奉願上候 
 4月8日  横切継紙/（え
422～526は巻
込、紙縒一括、
外→内） ・ 1通 
え 461 
－ 212 －






内） ・ 1点 
 え 462
 （「寅十月六日金100両大丸屋為替」書付） 　  （近世）寅10月6日  折紙/（え422～
526は巻込、紙
縒一括、外→
内） ・ 1通 
 え 463
 差引一紙（二筆〆6月元金100両他元金〆153両3分2朱
銀5匁金銭書上） ＊墨消 　 













私へ廻り、慥かに落手に付） 　 太一郎 → （八田）喜兵衛様






し上げるに付） 　 （片桐）重之助 → （八田）嘉助様申上置












 （近世）  切紙/（え422～
526は巻込、紙
縒一括、外→
内） ・ 1通 
 え 469





内） ・ 1点 
 え 470
 （源吾へ渡し金他〆金11両3朱銭308文金銭書上） 　  （近世）  切紙/（え422～
526は巻込、紙
縒一括、外→
内） ・ 1通 
 え 471
 （煩八田嘉右衛門他人名書上） 　  切紙/（え422～
526は巻込、紙
縒一括、外→
内） ・ 1通 
 え 472
 （「差引一紙」手習） 　  切紙/（え422～
526は巻込、紙
縒一括、外→
内） ・ 1通 
 え 473
 （嘉助出分金2両2朱銀2分8厘他金銭書上） 　  （近世）  切紙/（え422～
526は巻込、紙
縒一括、外→











 （近世）4日  切紙/（え422～
526は巻込、紙
縒一括、外→
内） ・ 1通 
 え 476
－ 213 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 




 え 477 











 え 479 
 （書状、増七へ金子の儀、先月勘治に貸した金20両に
10両入れて、30両で繰合したきに付） 　 




 え 480 





 え 481 




 え 482 
 （書状、金300両落手にて夕刻引取に付） 　 友治 → （八田）
嘉助様 
 （近世）10月22日  横切継紙/（え
422～526は巻
込、紙縒一括、
外→内） ・ 1通 
 え 483 
 （書状、金50両御廻しなされたきに付） 　 （八田）辰三郎
 → （八田）嘉助様
 （近世）11月晦日  横切継紙/（え
422～526は巻
込、紙縒一括、
外→内） ・ 1通 
 え 484 
 （書状、御拝借金は一両日にて1ヶ月の利分を差し出
すのは難渋に付） 　 （片桐）重之助 → （八田）嘉助様





 え 485 




 え 486 
 （書状、紬仕入れに御城町へ罷り出た節、泉屋政吉申
立あり、掛り評議の上委細申し上げたきに付） ＊下
書 　 産物会所掛り → 三井店買役 




 え 487 





 え 488 
 （書状、木綿行司の行違にて、評所への罷り越しが夜
中になり失敬の段、ご高免下されたきに付） 　 いせ
町 → 上柴丁様御直覧可成下候差置 





 え 489 
－ 214 －
8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 
（書状、御内命の上納金の儀、今日上納すべきか、水井
公迄願い出るべきか伺いに付） 　 上　（八田）嘉助 → 下
吉町様御受奉願上候 













 20日認  横切継紙/（え
422～526は巻
込、紙縒一括、














































筆遣わし下さりたきに付） 　 （八田）喜兵衛 → （八田）嘉
助様 






 （書状、原隼之進殿御組へ御番入に付） 　 友野俊蔵 → 八
田嘉右衛門様・八田嘉助様 




り） ・ 1通 
 え 499
 （書状、寸法・彫り方他注文、仰せを蒙りたきに付） 　 →
 （八田）嘉助様







申し上げるに付） 　 （松本）嘉十郎 → （八田）嘉助様申上置 
















 え 502 
 （書状、十八屋為替金200両1通・300両1通当23日産物
方出前の折仕掛為替証文廻す様仰せを蒙る他に
付） ＊506の後部　 （佐竹）周蔵 → （八田）嘉助様申上 






 え 503 
 （書状、一朱銀300両は御納戸預けに取り計らい、金子
手段は水野が罷り越すので委細相談されたきに
付） ＊（端裏書）「三百両手紙入」　 （水井）忠蔵 → （八田）嘉助
様申上 
















 え 505 
 （書状、十八屋為替金200両1通・300両1通当23日産物
方出前の折仕掛為替証文廻す様仰せを蒙る他に
付） ＊503の前部　 （佐竹周蔵） → （八田嘉助）






 え 506 
 （書状、忠兵衛方祝儀は用立次第出府に付） 　 （金児）丈
助 → （八田）嘉助様 





 え 507 




 え 508 
 （書状、裏座敷にて隠居のところ、所々見物に参るに
付） 　 → （御祖父様） 





 え 509 
 （大神宮御門戸ひら板寸法書付） 　  （近世）  横切継紙/（え
422～526は巻
込、紙縒一括、
外→内） ・ 1通 









 え 511 
 覚（十八屋紋右衛門より菊屋伝兵衛分送り金200両為
替受取に付） 　 （佐竹）周蔵 → （八田）喜兵衛様・（八田）嘉助
様 
 （近世）4月6日  横切継紙/（え
422～526は巻
込、紙縒一括、
外→内） ・ 1通 
 え 512 
 （書状、嘉助様より御返事到来、一刻も早く御挨拶仕
るべきに付） 　 徳田五百人 → 八田辰三郎様略義御免被下
候 




 え 513 
－ 216 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 
 覚（花月盃額盆他代金〆銀49匁銭5文受取に付） 　 清の
屋三右衛門（印） → 上 





 （〆金103両2分銀4匁6分金銭書上） 　  （近世）  横切紙/（え422
～526は巻込、
紙縒一括、外→
内） ・ 1通 
 え 515
 （書状、運送道中、京都あたりにて墨を売る伏見屋損
毛の儀に付） 　 （八田）嘉右衛門 → （八田）喜兵衛様・（八田）
嘉助様







 　 松坂屋 → 上





 覚（御秤台代金2分銀3匁8分受取に付） 　 平清（印「深川
玉橋 平清」） → 御客様
 （近世）11月15日  切紙/（え422～
526は巻込、紙
縒一括、外→
内） ・ 1通 
 え 518
 覚（小立他代金1両2朱銀4匁5分受取に付） 　 船過御（印
「深川新地□□□（印影不鮮明）」） → 御客様い勢本様 
 （近世）霜月16日  切紙/（え422～
526は巻込、紙
縒一括、外→
内） ・ 1通 
 え 519
 （書状、兼ねて申し上げの通り明朝の件を願いに付）
 　 （八田）喜兵衛 → （八田）嘉助様
 （近世）4月14日  切紙/（え422～
526は巻込、紙
縒一括、外→
内） ・ 1通 
 え 520






に付） 　（八田）辰三郎 → （八田）嘉助様 





 覚（御掛硯他入用銀28匁5分受取に付） 　 藤木代利兵衛
（印「日本橋南二町目藤木」） → 上














までしたきに付） 　 （佐竹）周蔵 → （八田）嘉助様 












り） ・ 1通 
 え 526
 （包紙）＊（包紙上書）「御窺」 　 御寺町宝間寺 → 上  包紙/（え527～
579は巻込一
括、外→内）/
（礼紙有） ・ 1点 
 え 527
－ 217 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 




 え 528 




 え 529 




 え 530 




 え 531 




 え 532 




 え 533 













 え 535 




 え 536 




 え 537 






 え 538 




 え 539 












 え 541 
－ 218 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 
 （印）＊かすれ 　  竪紙/（え527～
579は巻込一
括、外→内）/
（白紙共） ・ 1通 
 え 542
 （包紙）＊（包紙上書）「八田嘉助様桐油包添　佐竹周蔵」 　 佐







村」　 吉田村・布野村 → 上 
 午8月26日出ス  包紙/（え527～
579は巻込一
括、外→内）/
（白紙共） ・ 1点 
 え 544
 （「胡蝶ふかき」手習） 　  竪紙/（え527～
579は巻込一
括、外→内）/
（白紙共） ・ 1通 
 え 545




































大） ・ 1通 
 え 551
 （包紙）＊（包紙上書）「八田嘉助様御道行中様　内田屋甚右衛
門」　 内田屋甚左衛門 → 八田嘉助様御道行中様 



















 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 
 覚（初穂200匹他神納に付） 　 皆神山納所（印） → 八田嘉右
衛門様・八田嘉兵衛様御使中





 え 555 
 （書状、新春御吉慶目出たきに付） 　 桑名御定宿銭屋又左
衛門 → 八田嘉右衛門様貴下 




損あり） ・ 1通 
 え 556 




損あり） ・ 1点 
 え 557 





損あり） ・ 1点 
 え 558 




 え 559 




 え 560 
 （包紙） ＊（包紙上書）「進上　小魚　一　八田嘉助様　柄松与
兵衛」  柄松与兵衛 → 八田嘉助様




 え 561 




 え 562 




 え 563 




 え 564 
 白木之天子術惣剣 ＊（裏面）「大貌利大泥亜大貌利大泥亜」
　 





 え 565 




 え 566 




 え 567 
－ 220 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 














 （「八田嘉右衛門知義」） 　  （近世）  切紙/（え527～
579は巻込一
括、外→内）/
（白紙共） ・ 1通 
 え 571












郎 → 岩瀬藤兵衛様 






































 （包紙）＊（包紙上書）「干瓢」 　  （近世）  包紙/（え580～
584は巻込一
括、外→内）/
（白紙共） ・ 1点 
 え 581
 （包紙）＊（包紙上書）「八田嘉助様　佐竹周蔵」 　 佐竹周蔵 →
 八田嘉助様






 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 
 覚（箱入2間18掛御琴糸1丁17匁5分受取に付） 　 松葉屋
久兵衛（印、 京橋二丁目松久） → 上 




 え 583 
 （袋） ＊（袋上書）「八田嘉助様　佐竹周蔵」　 佐竹周蔵 → 八田
嘉助様




 え 584 
 （宅まで河原左兵衛様・藤田外記様・池田大内蔵様、寺
まで塩野熊之助様、親類にてお礼の事書上覚） 　






 え 585 




損甚大） ・ 1通 
 え 586 
 （包紙） ＊（包紙上書）「［  ］（破損、以下同）坂［  ］原木坂［  ］内
屯人」  → ［  ］（破損、以下同）坂［  ］原木坂［  ］内屯人




損甚大） ・ 1点 
 え 587 
 （「長命盛気煉」効能書） ＊裏に木版「清気煉」説明 　 配剤済
容館賢修謹製（印） 






 え 588 
 （書状、御席の節暑中伺いに付）＊下書　 菊屋伝兵衛 → 炭
（炭屋）孫七様几下 





 え 589 





 え 590 
 （包紙断簡） ＊（包紙上書）「信州松代御家中八田嘉助様要用
［  ］（破損、以下同）　摂州大［  ］御城内［  ］」 　 摂州大［  ］（破
損、以下同）　御城内［  ］ → 信州松代御家中八田嘉助様要用［ 
］（破損）













損あり） ・ 1通 
 え 592 





 え 593 





 え 594 
－ 222 －
8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 
（書状、超年恐悦至極に付） 　 酒屋市郎右衛門 → 八田旦那
様尊下






 （書状、即刻お成り願いに付） 　 キヤノ拝上 → 伊勢［　　］
（虫損）申上 







本酒屋市郎右衛門」 　 野沢湯本酒屋市郎右衛門 → 松代伊勢
町八田銕治郎様尊下 




































































 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 
 （東寺尾村名所道嶋畑籾23俵2升9夕他籾数書上） ＊え
602と関連ヵ






 え 606 
 （東福寺村名所堀切川向西河原沖畑籾1俵2斗9升7合5
夕他籾数書上） ＊え602と関連ヵ　






 え 607 






 え 608 





 え 609 
 （巳12月22日巳年分請取金1両銀1分5厘他金銭書上）
＊え609と関連ヵ





 え 610 
 （亥12月23日亥年請取金1両1分銀5匁他金銭書上） ＊
え609と関連ヵ





 え 611 
 （上納金差引金3両4分銭487文不足他金銭書上）＊え
609と関連ヵ





 え 612 
 （東原村北組畑高当年分金3両2朱銭755文上納金他金
銭書上） ＊え609と関連ヵ





 え 613 
 （荒町村分畑高共入込金4両1分銀6分6厘上納金他金
銭書上） ＊え609と関連ヵ





 え 614 
 （寅年平林村分上納金2分銀6分5厘他金銭書上）＊え
609と関連ヵ





 え 615 
 御持山年々出高上納並びに小作年貢大凡取調覚（天
保12丑年平林村分上納金2分銭2貫2分5厘他金銭書
上） ＊え609と関連ヵ/朱墨消 　 





 え 616 
－ 224 －
8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 

















































































 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 





 え 629 
 暮方入用積り（金8両味噌入料他金銭書上）＊え629と
関連ヵ





 え 630 
 （暮方凡積り取調べ、宜しく願い上げに付）＊え629と
関連ヵ





 え 631 
 （家賃金90両3分銀7匁7分9厘他金銭書上） ＊え629と関
連ヵ





 え 632 





 え 633 
 請金并手充金調帳 ＊巳年分引き残金1両3分2朱銀5分4厘金
銭書上紙背文書





 え 634 
 （金2両久米吉他金銭書上） ＊師岡様御隠居様分金銭書上
紙背文書/え634と関連ヵ





 え 635 
 （金3分ふじ他金銭書上）＊小山田藤四郎様分金銭書上紙
背文書/え634と関連ヵ





 え 636 





 え 637 
 （東川田村金三郎殿分銭691文他金銭書上）＊え634と
関連ヵ





 え 638 





 え 639 
 （物成年賦師岡弥治郎殿金23両2分他金銭書上）＊え
634と関連ヵ





 え 640 
－ 226 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 
 （寅元1割拝借懸り金32両2分他金銭書上）＊え634と関
連ヵ



















































































 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 





 え 652 





 え 653 





 え 654 





 え 655 





 え 656 





 え 657 





 え 658 





 え 659 
 （定人数35人積り1人1日3文他金銭書上）＊え663と関
連ヵ





 え 660 
 （油1石7斗4合5夕代金8両40文他金銭書上）＊え663と
関連ヵ





 え 662 





 え 663 
 （飯米83石8斗3升代金83両3分銭560文他金銭書上）＊
え663と関連ヵ





 え 664 
－ 228 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 




（白紙共） ・ 1通 
 え 665 - 1





 え 665 - 2
 （残金458両2分銀13匁9分7厘積金書上） ＊え665－1と関
連ヵ













































































 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 














 え 677 




 え 678 












 え 680 
 （包紙） ＊（包紙印）「御銘酒札」 　  （近世）  包紙/（え678～
744は巻込一
括、外→内）/
（印） ・ 1点 
 え 681 
 天雷无妄　本卦（全て身なり成ることは私の欲に付
占い） 　 雞山





 え 682 




 え 683 
 （包紙） ＊（包紙上書）「松城松本嘉十郎様要用書　柄沢孝左衛
門・吉村隼人」 　 柄沢孝左衛門・吉村隼人 → 松城松本嘉十郎
様要用書 





 え 684 
 （包紙） ＊（包紙上書）「八田嘉助様申上　相之助」　 相之助 →
 八田嘉助様申上




 え 685 
 （包紙） ＊（包紙上書）「松本嘉十郎様・八田嘉助様　山杉源右
衛門」  山杉源右衛門 → 松本嘉十郎様・八田嘉助様 




 え 686 
 （包紙） ＊（包紙上書）「松本嘉十郎様　柄沢孝左衛門」 　 柄沢
孝左衛門 → 松本嘉十郎様 




 え 687 




 え 688 




 え 689 
－ 230 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 
 風天小畜　本卦（雨いまだふり西の郊とは西は陰の
かたなりに付占い） 　 






 覚（詰番出府仰せ付けらるに付銀8匁4分請取書） 　 松
木源太郎 → 安藤右膳殿・関山平治殿・湯本十学殿 
















去の義承りに付） 　 さいとうつね → はつた（八田）おむめ
殿 







くお礼に付） 　 近藤茂左衛門 → 上























































 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 





 え 702 





 え 703 





 え 704 
 （書状、ご様子伺いのところ、隼人昨夜中不快のため
伺えず、松本へ仰せに付） 　 柄沢孝左衛門 → 八（八田）嘉
助様 





 え 705 
 （書状、嘉右衛門殿養生相叶わずお悔やみ参るべきと
ころ遠路故御免下されお見舞いよろしく申し上げ
たきに付） 　 ちさより → （八田）おむめ殿人々中へ





 え 706 
 （書状、人々へ御礼申し上げるに付） 　 さいとうつね →
 （八田）おむめ殿





 え 708 




損あり） ・ 1点 
 え 709 














 え 711 
 覚（勢州代参帰国に付、銭548文銘々より御初穂到来
封じ置くに付） ＊後欠 　 会所





 え 712 





 え 713 
 覚（未・申年勢州代参帰国に付、銭1貫200文銘々より
到来銭封じ置くに付） ＊後欠 　 会所 → 上





 え 714 
－ 232 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 
 （包紙）＊（包紙上書）「呈上録香　五　八田辰三郎」 　 八田辰
三郎 
















（木版） ・ 1点 
 え 717






























































 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 
 口上覚（質商売出店のところ暫く休業、質物東木町市
兵衛方へ差配したく内談に付） ＊後欠　 伊勢町伝兵
衛（印）・東木町市兵衛（印） → 名主岡田伴之助殿 




 え 728 




 え 729 





 え 730 
 （包紙） ＊（包紙上書）「八田嘉助殿無別要用事　同嘉右衛門」
 同（八田）嘉右衛門 → 八田嘉助殿無別要用事 




 え 731 
 （包紙） ＊（包紙上書）「御用　鈴木藤太・岩草村　八月十二日
念仏而村より出」 　 鈴木藤太・岩草村




 え 732 
 （包紙） ＊（包紙上書）「伊勢町八田旦那様番附　君ヶ嶽助三郎
　十一月十七日　従江戸」 　 君ヶ嶽助三郎 → 伊勢町八田旦
那様番附 




 え 733 
 （包紙） ＊（包紙上書）「八田嘉右衛門様尊下　小林唯蔵」　 小
林唯蔵 → 八田嘉右衛門様尊下





 え 734 




 え 735 




 え 736 




 え 737 




 え 738 
 （包紙） ＊（包紙上書）「金弐分二朱五百四十八文　冥加金　八
月六日」




 え 739 
 （包紙） ＊（包紙上書）「金壱両弐分也　冥加金　未八月十一
日」




 え 740 




 え 741 
－ 234 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 
 （包紙）＊（包紙上書）「未八月二十五日　菱井良作　金弐分
八百廿四文」  荒井良作
 （近世）未8月25日  包紙/（え678～
744は巻込一
括、外→内）/






















 文化7午2月27日  袋/（虫損甚
大） ・ 1点 
 え 745
 （書状、開披不能にて内容不明） 　  （近世）  （括り紐一括） ・  え 746
 （包紙）＊（包紙上書）「御内用筋　印書入」  大塚孝三郎 → 八
田嘉助様 
 （近世）  包紙/（え747～
829は巻込一
括）/（虫損あ











より」  殿村洗心 → 信州松代八田嘉右衛門様
 （近世）  包紙/（え747～
829は巻込一
括）/（虫損甚
大） ・ 1点 
 え 749
 （包紙）＊（包紙上書）「坂本常左衛門様要用　八田嘉助」 　 八
田嘉助 → 坂本常左衛門様要用 
 （近世）  包紙/（え747～
829は巻込一
括）/（虫損甚
大） ・ 1点 
 え 750
















 （「暁風残月入華清」手習） 　  竪紙/（え747～
829は巻込一
括）/（虫損あ




 （近世）  包紙/（え747～
829は巻込一
括）/（虫損あ
り） ・ 1点 
 え 754
 （包紙）＊（包紙上書）「八田嘉助様　松沢文右衛門」　 松沢文




大） ・ 1点 
 え 755
－ 235 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 






 え 756 




 え 757 





 え 758 




 え 759 






 え 760 
 （包紙） ＊（包紙上書）「信州松代稲葉信斎様不別条　江戸下谷
二丁町［  ］（虫損）五郎」 　 江戸下谷二丁町［  ］（虫損）五郎 →
 信州松代稲葉信斎様不別条 




 え 761 






 え 762 
 （包紙） ＊（包紙上書）「八田嘉右衛門様参人々御中　坂井直太














 え 764 
 覚（大蛤貝158代675文他〆1貫400文受取に付） 　 大嶋
町萬五郎 → 上




 え 765 
 覚（献上物代金1貫200文受取に付） 　 伊勢町角献上屋清
次郎（爪印） → 沖八様 




 え 766 
 （書状、御両しん様初皆々様ご機嫌伺いに付） 　 しけよ
り → （八田）嘉助さま 




 え 767 
 （包紙） ＊（包紙上書）「八田嘉右衛門様貴下　坂井直太郎」




 え 768 
 口上（お礼返事を申し上げる筈が、この方本店に出産





 え 769 
－ 236 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 
 （包紙）＊（包紙上書）「八田嘉助様　竹村熊三郎」/「竹村熊三




括） ・ 1点 
 え 770
 （包紙）＊（包紙上書）「八田嘉右衛門様・八田嘉助様　坂本常
左衛門」 　 坂本常左衛門 → 八田嘉右衛門様・八田嘉助様
 包紙/（え747～
829は巻込一
括） ・ 1点 
 え 771
 （包紙）＊（包紙上書）「八田嘉助様　松澤文右衛門」　 松澤文
右衛門 → 八田嘉助様 
 包紙/（え747～
829は巻込一






括） ・ 1通 
 え 773
 （「銀良兵衛」） 　  切紙/（え747～
829は巻込一






括） ・ 1通 
 え 775
 （「御覧之上芳三郎様へ御使奉願候」） 　  切紙/（え747～
829は巻込一
括） ・ 1通 
 え 776

















括） ・ 1通 
 え 779
 （包紙）＊（包紙上書）「八田嘉助様　津田転」　 津田転 → 八田
嘉助様




 不取人別（1朱源八他金銭人名書上） 　  （近世）  折紙/（え747～
829は巻込一
括） ・ 1通 
 え 781
 （包紙）＊（包紙上書）「壱分銀弐拾五両」　 和田長吉（印）  （近世）寅12月9日  包紙/（え747～
829は巻込一




 （近世）  切紙/（え747～
829は巻込一





 天保6未年12月  竪紙/（え747～
829は巻込一
括） ・ 1通 
 え 784
 口上（委細の趣承知、50匁は先頃水井氏よりお渡しに
付） 　 友作 → （八田）嘉助様
 （近世）9日  横切紙/（え747
～829は巻込一
括） ・ 1通 
 え 785
 （包紙）＊（包紙上書）「上ハつ様・・」　  包紙/（え747～
829は巻込一





 16日  包紙/（え747～
829は巻込一
括）/（虫損甚
大） ・ 1点 
 え 787
－ 237 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 





 え 788 
 天保十三寅年七月四日町内江預り金相下候ニ付繰廻
いたし候ニ付（献立他書上） 　




 え 789 




 え 790 





 え 791 
 （包紙） ＊（包紙上書）「御用　宮原荘左衛門・野中八太夫・茂菅
村」 
 （近世）11月27日  包紙/（え747～
829は巻込一
括） ・ 1点
 え 792 















 え 794 
 （包紙） ＊（包紙上書）「御用白井平左衛門殿　大嶋富作・樋口
一角」  大嶋富作・樋口一角 → 白井平左衛門殿
 （近世）  包紙/（え747～
829は巻込一
括） ・ 1点
 え 795 
 （書状、杏仁上納の節お手元へ申し上げの儀あるに
付） 　 倉科村亀吉・生萱村八郎右衛門 → 寺沼松三郎様
 （近世）  切紙/（え747～
829は巻込一
括） ・ 1通
 え 796 




 え 797 





 え 798 
 差上申御受一札之事（当戌の在所飯米春納として飯
米1駄2俵を差上に付） 　 
 （近世）  竪切紙/（え747
～829は巻込一
括） ・ 1通
 え 799 
 （書状、山田巳之助殿今度訴訟は、ご様子も決まり兼
ねるので、お越し下されたきに付） 　










 え 801 
 覚（金80両要用のため請取に付）＊後欠 　  竪紙/（え747～
829は巻込一
括） ・ 1通
 え 802 
 （書状、秋冷罷成候）＊冒頭のみ/後欠 　  横切紙/（え747
～829は巻込一
括） ・ 1通
 え 803 
－ 238 －





括） ・ 1点 
 え 804
 （書状、御障り御座無きに付）＊下書/冒頭のみ  横切紙/（え747
～829は巻込一
括） ・ 1通 
 え 805
 （書状、御障御座なく候哉） ＊下書/冒頭のみ 　  横切紙/（え747
～829は巻込一






括） ・ 1通 
 え 807
 （11月18日八田嘉助様他人名書上） ＊前欠 　  2月18日  横折紙/（え747
～829は巻込一
括） ・ 1通 
 え 808
 （金1両銭3貫723文他残油請取金銭書上）＊一部欠 　  横折紙/（え747
～829は巻込一
括） ・ 1通 
 え 809
 （包紙）＊（包紙上書）「5両1分3朱金銭書上」 　  包紙/（え747～
829は巻込一
括） ・ 1通 
 え 810
 （包紙）＊（包紙上書）「菊勝印」 　  包紙/（え747～
829は巻込一






 天保10亥年11月  竪紙/（え747～
829は巻込一
括）/（虫損あ
り） ・ 1通 
 え 812
 （東寺尾村出生小金太当子26才、江府にて勤めたきと
ころ在所不勝手、取次願いたきに付） ＊下書 　 
 2月日  竪紙/（え747～
829は巻込一
括）/（虫損あ
り） ・ 1通 
 え 813
 （包紙）＊（包紙上書）「金四両壱分一朱　八月十三日改」 　  8月13日  包紙/（え747～
829は巻込一
括） ・ 1点 
 え 814
 （50両外15両上ミせ賄代他金銭書上） 　  切紙/（え747～
829は巻込一













括） ・ 1点 
 え 817
 （包紙）＊（包紙上書）「金拾両」 　  包紙/（え747～
829は巻込一















り） ・ 1通 
 え 821
－ 239 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 




 え 822 




 え 823 









 天保10亥年12月  竪紙/（え747～
829は巻込一
括） ・ 1通
 え 825 
 （包紙） ＊（包紙上書）「金六両也内壱朱判五両、壱分判壱両」　  包紙/（え747～
829は巻込一
括） ・ 1点
 え 826 





 え 827 













 え 829 





 え 836 - 1





 え 836 - 2





 え 836 - 3













 え 836 - 5
－ 240 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 













 え 836 - 7










れ） ・ 1通 






れ） ・ 1通 
 え 839 - 2
 （白縮緬29疋代金47両1分銀11匁5分金銭書上断簡） 　  折紙/（え839-1
～24は巻込一
括）/（帳くず
れ） ・ 1通 






れ） ・ 1通 






れ） ・ 1通 
 え 839 - 5
 覚（白縮緬117疋代銀14〆750匁5分金銭書上断簡） 　  折紙/（え839-1
～24は巻込一
括）/（帳くず
れ） ・ 1通 
 え 839 - 6
 （金21両1分銀2匁金銭書上帳面断簡） 　  折紙/（え839-1
～24は巻込一
括）/（帳くず
れ） ・ 1通 
 え 839 - 7
 （三井32両1分33貫50文他金銭書上帳面断簡） 　  折紙/（え839-1
～24は巻込一
括）/（帳くず
れ） ・ 1通 




 天保7申年11月  竪紙/（え839-1
～24は巻込一
括） ・ 1通 






れ） ・ 1通 






れ） ・ 1通 
 え 839 - 11
－ 241 －
 8. 内方・産物会所混合文書 /2. 書状・領収書ほか一括 


















 え 839 - 14 











 え 839 - 16 
 （「右者御産物紬代金御中借慥請取申候」他手習） 　  竪紙/（え839-1
～24は巻込一
括） ・ 1通
 え 839 - 17 
 （作成・受取・年代書付） 　 久保寺村惣代長蔵・熊吉 → 御産物
方御会所 




 え 839 - 18 




 え 839 - 19 




 え 839 - 20 
 （会所御番人相沢藤吾他人名書上） 　  折紙/（え839-1
～24は巻込一
括） ・ 1通
 え 839 - 21 
 （金197両1分銀3匁金銭書上） 　  折紙/（え839-1
～24は巻込一
括） ・ 1通
 え 839 - 22 






 え 839 - 23 
 以書付奉申上候（善光寺領杏干仁人数8人の者鑑札請
取、掟ならびに領分同商売の割合向等寺領役場へ
お達しに付） 　 鼠屋磯五郎（印）・柏屋嘉吉（印） → 松代御産
物方御会所 
 天保15辰年4月  竪紙/（え839-1
～24は巻込一
括） ・ 1通
 え 839 - 24 
－ 242 －
9. その他 /1. 諸書類綴
表題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
 9. その他 /1. 諸書類綴 
（借用関係書上綴） 　  綴/（え2-1～50
は一綴） ・ 1綴
 え 2
 覚（清助無尽賄金他〆7両2分銭1貫233文金銭書上） 　  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 1
 口上覚（中野へ参る節金子50両紛失に付） 　 徳兵衛（印）
 → 太助殿・太七殿 
 元文3年午正月  切継紙/（え2-1
～50は一綴） ・ 1
通 
 え 2 - 2
 （文政13年11月貸出元利〆金1両2分銭8文金銭書上）  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 3
 （元利〆金4両2朱銭5文金銭書上） 　  天保9戌12月  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 4
 （書状、仰せの儀、金子にて御取り申し、書面にて申し
上げるに付） 　 □（綴紐）草伊十郎 → 太助様・［　］（綴紐）
 正月26日  切継紙/（え2-1
～50は一綴） ・ 1
通 
 え 2 - 5
 覚（金322両2分元利受け取りに付） 　 市村作左衛門［印］
 → 八田嘉右衛門殿
 明和9年辰2月  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 6
 覚（金3両借用に付） 　 長岡助右衛門（印） → 八田嘉右衛門殿  天保4巳年2月  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 7
 （孫娘養女に致し、徳田多膳倅へ縁組仰せ付けるに
付） 　 → 八田嘉右衛門 
 文政5午年9月6日  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 8
 覚（金2分借用に付） 　 大瀬兵吉（印） → 平林縫殿進殿  寛政10年午12月17日  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 9
 （〆金24122両2分銀2匁1分8厘金銭書上） 　  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 10
 覚（金22両預け置くに付） 　 吉兵衛（印） → 伝兵衛殿  文化5辰年12月  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 11
 覚（金1両借用に付） 　 昌仙（印） → （八田）嘉右衛門様  申7月14日  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 12
 覚（金3両借用に付） 　 田村昌仙（印）  未12月10日  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 13
 覚（金3両借用に付） 　 田村昌仙（印） → 八田嘉右衛門様  未2月14日  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 14
 御借用證文之事（25両） 　 越後新発田吉の屋作十郎［印「越
後新発田吉作」］ → 松代町松井嘉助殿
 文政3辰11月16日  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 15
 （4、5日の内御借り申したきに付） 　 → （八田）嘉右衛門様  3月28日  切紙 ・ 1通／（え
2－1～50は一
綴） 
 え 2 - 16
 覚（吉野屋作十郎借用金の儀御承知下さり忝きに付）
 森木䏳（印） → 八田嘉右衛門殿 
 辰11月  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 17
 覚（金1両2分借用に付） 　 高野覚之丞（印） → 八田嘉助殿  申12月10日  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 18
 才覚金年中壱割半（かり主吉次郎他人名書上） 　  寛延2年巳2月  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 19
 （御奉公跡式相続の祝詞） 　 池村八太夫 → 寅之助殿  3月8日  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 20
 （御拝借金30両別紙一札加判致し遣わすに付） 　  安永7戌2月21日  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 21
－ 243 －
 9. その他 /1. 諸書類綴 
 売渡申田地證文之事（畑高8斗3升2合、代金4両） 　 伝兵
衛・牧内村名主喜兵衛・同組頭武右衛門・同長百姓儀右衛門・
東条村立会善蔵 → 牧内村新五左衛門殿 
 安永7戌閏7月  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 22
 売渡申田地證文之事（畑高8斗3升2合、代金4両） 　  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 23




損あり） ・ 1通 
 え 2 - 24
 覚（米100俵他代金書上） 　  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 25
 覚（金3両借用に付） 　 里見武右衛門（印） → 八田孫左衛門殿  寛政3年亥10月10日  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 26
 覚（伊勢屋治助金85両3分銀1匁3分他〆金124両1分銀
6匁3分金銭書上） 　 訪諏（ママ）亀屋半兵衛・甲州屋善兵
衛 → 御世話人中様 
 9月28日  横折紙/（え2-1
～50は一綴） ・ 1
通
 え 2 - 27 - 1 
 覚（山屋千助金77両3分2朱他〆金196両2分銀6匁金銭
書上） 　 諏訪亀屋半兵衛・甲州屋善兵衛 → 御世話人中様 
 9月4日  横折紙/（え2-1
～50は一綴） ・ 1
通
 え 2 - 27 - 2 
 覚（杉原紙代金70両請け取りに付） 　 日名村牛越佐市
（印） → 御産物御懸り八田慎蔵様
 明治3年午4月11日  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 28
 覚（金20両預け置くに付） 　 八田嘉助（印） → 小祢山村孝吉  天保9戌年4月  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 29
 （300両御酒入証文他印形の分を遣わされたきに付）  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 30
 覚（妹引越し代金4両3分借用に付） 　 八田慶助（印） → 八
田嘉右衛門殿 
 天保8酉年4月4日  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 31
 覚（金10両借用に付） 　 岡野陽之助（印） → 八田嘉助殿  天保7年申10月16日  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 32
 覚（金50両借用に付） 　 八田嘉右衛門（印） → 堀内与一右衛
門殿 
 天保11子年12月26日  切継紙/（え2-1
～50は一綴） ・ 1
通
 え 2 - 33
 覚（金50両借用に付） 　 八田嘉右衛門（印墨消） → 堀内与一
右衛門殿 
 天保11子年12月  切継紙/（え2-1
～50は一綴） ・ 1
通
 え 2 - 34
 覚（仁徳人形香合他代金42両2分8月下旬までに差し
上げるに付） 　 八田嘉助（印） → 殿村洗心殿 
 天保12丑年7月3日  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 35
 覚（金20両借用に付） 　 竹房村孫右衛門（印） → 八田嘉右衛
門様内菊屋伝兵衛様 
 天保15年10月10日  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 36
 覚（金34両無心に付） 　 八田嘉助 → 紺屋町政吉殿  嘉永2酉年12月晦日  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 37
 覚（御上へ御用達金26両ほか金銭書上） 　  天保12丑年閏正月  切継紙/（え2-1
～50は一綴） ・ 1
通
 え 2 - 38
 （〆金6両2分・949文・銀6匁貸し高書上） 　  安永9年子11月29日  切継紙/（え2-1
～50は一綴） ・ 1
通
 え 2 - 39
 覚（寺町小林七郎左衛門御肴1折・御樽ほか品物書上）  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 40
 覚（金5両3分請け取りに付） 　 大澤久也（印） → 八田嘉右衛
門殿 
 文政元年寅12月  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え2-41
 覚（金25両借用に付） 　 八田嘉助（印墨消） → 小山田重太夫
殿 
 弘化元年12月30日  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 42
－ 244 －
9. その他 /1. 諸書類綴
（小布施栗1箱進上仕るに付） 　 → 津田覚之助様人々御中  9月  切継紙/（え2-1
～50は一綴） ・ 1
通 
 え 2 - 43
 覚（籾〆2俵5升2合8勺書上） 　 平林村名主九平治 → 八田伝
兵衛様
 辰2月  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 44





 え 2 - 45




 え 2 - 46
 （三郎左衛門殿家屋敷鏡屋町藤吉方より相調い、今日
披露に付） 　 八田嘉右衛門 → 清水吉郎治様
 4月9日  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2-47
 覚（金3両預かり申すに付） 　 倉田藤兵衛（印） → きくや長
兵衛殿
 元文4年未12月27日  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 48
 覚（金1両1分受け取り明日種相渡すに付） 　 春原三郎左
衛門 → 菊屋手代衆こんや町取次善兵衛殿
 亥5月27日  切紙/（え2-1～
50は一綴） ・ 1通 
 え 2 - 49
 （金2分借りたく頼み入るに付） 　 山崎吉郎左衛門 → 菊や
長兵衛様 
 正10日  切継紙/（え2-1
～50は一綴） ・ 1
通 
 え 2 - 50
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